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序文

千葉北部地区新市街地造成整備事業(千葉ニュータウン)に関連する調査は、昭

和45年8月より財団法人千葉県都市公社内に設置された文化財調査事務所によって

開始され、昭和50年4月からは当(財)千葉県文化財センターで実施しております。

この10余年の間約55遺跡の発掘調査を実施しこれらの調査成果は、「千葉ニュータ

ウン埋蔵文化財調査報告書」として都合7冊にまとめられ今回第 8冊目を刊行する

こととなりました。

このたび報告する遺跡は、昭和53年度から昭和57年度にかけて調査を実施した、

神崎川流域に所在する船尾町田・谷田木曽地・谷田神楽場の 3遺跡であります。船

尾町田遺跡は、弥生時代から古墳時代にかけての集落跡のほか、前方後円墳を含む

計3基の古墳が調査され、金銅製の鈴が2点出土しております。また、谷田木曽地

遺跡は先土器時代の石器群、縄文時代、弥生時代、そして古墳時代の集落跡と長期

間にわたった生活跡が、谷田神楽場遺跡では近世の塚群が確認され、それぞれ貴重

な資料を提供しています。

これらの資料が、郷土の歴史を知る手がかりの一助となり、房総の歴史解明への

糸口となることを期待するとともに、広く一般に活用されることを望んでやみませ

ん。

最後に、千葉県企業庁及び白井町・印西町教育委員会の御協力と、寒風、酷暑の

中で調査に従事され、報告書刊行まで御苦労をおかげした調査補助員の皆様に心か

ら謝意を表します。

昭和59年 3月

(財)千葉県文化財センター

理事長今井 正



凡例

1 .本報告書は、千葉北部地区新市街地造成整備事業(千葉ニュータウン)に関連する埋蔵文化財調

査報告書である。

2 .本書所収の遺跡は、印描郡印西町船尾字町田 128番地先所在の船尾町田遺跡 (CN 709)、同郡白

井町谷田字木曽地 827番地先所在の谷田木曽地遺跡 (CN411)、及び同郡同町谷田字神楽場 791番

地先所在の谷田神楽場遺跡 (CN504) である。

3.発掘調査から本報告書作成に至る業務は、千葉県企業庁の委託を受け、千葉県教育庁文化課の指

導のもとに、財団法人千葉県文化財センターが行った。

4.各遺跡の発掘調査の期間及び手且織は、第 1篇-1章のとおりである。

5.整理作業及び報告書作成作業は、調査部長 白石竹雄、調査部長補佐 山田友治 ・栗本佳弘 ・天

野努 ・岡川宏道の指導のもと、下記の者が実施した。

船尾町田遺跡(昭和56年10月1日~昭和58年3月31日)

班長古内茂 、 清 藤 一}I民、主任調査研究員 田坂浩、菊池真太郎

谷田木曽地遺跡(昭和55年4月 1日~昭和57年9月30日・昭和58年4月 1日~昭和58年5月31日)

班長古内茂・清藤一順、主任調査研究員 菊池真太郎、調査研究員 及川淳一

谷田神楽場遺跡(昭和58年6月 1日~昭和58年7月31日)

班長清藤~}I園、調査研究員及川淳一

6.報告書作成に至る作業期間中、下記の調査研究員の協力を得た。

宮重行・岩井正・糸川道行

7.本書の執筆分担は、別記のとおりである。

8.編集は、清藤一順・及川淳一が行った。

9.本文中挿図の第 1・2・103図は、国土地理院著作発行の、 5万分の 1 ，-佐倉」、 2万5千分の l

「白井」を使用している。

10.図面及び遺物等の資料は、財団法人千葉県文化財センターで保管している。

11.発掘調査から報告書刊行に至るまで、千葉県企業庁ニュータウン整備部建設第一課及び建設第二

課、印西町教育委員会、白井町教育委員会をはじめ、多くの方々に御協力をいただいた。深く謝意

を表する次第であります。
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船尾町田遺跡

付図 1 船尾町田遺跡全測図

笹田木曽地遺跡

付図 2 谷田木曽地遺跡全測図

船尾町田遺跡

付図目次
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船尾町田遺跡

図版 1 1 航空写真(東から)

2 向上 (北から)

図版 2 1 遺跡遠景(南から)

2 向上 (南西から)

図版 3 1 1号墳現況(参考資料)

2 向上

図版412号墳主体部

2 2号墳周溝内遺物出土状態

図版513号墳全景(南から)

2 3号墳主体部

図版 6 1 1号住居跡全景

2 7号住居跡全景

図版 7 1 8号住居跡全景

2 9号住居跡全景

図版 8 1 12号住居跡全景

2 16号住居跡全景

図版 9 1 17号住居跡全景

2 18号住居跡全景

図版10 遺跡近景

図版11 1 19号住居跡全景

2 23・24号住居跡全景

図版12 1 24号住居跡遺物出土状態

2 向上

図版13 1 25号住居跡全景

2 26号住居跡全景

図版14 1 26号住居跡遺物出土状態

2 向上

図版15 1 30A・B号住居跡全景

2 30B号住居跡遺物出土状態

図版16 1 33号住居跡全景

2 33号住居跡遺物出土状態

図版 目次

図版17 1 遺跡近景

図版18 1 36号住居跡全景

2 34号住居跡遺物出土状態

図版19 1 35号住居跡遺物出土状態

2 向上

図版20 1 36号住居跡遺物出土状態

2 向上

図版21 1 37号住居跡全景

2 37号住居跡遺物出土状態

図版22 1 46号住居跡全景

2 21・22号祉全景

図版23 1 39号祉全景

2 41号祉全景

図版24 1 42号祉全景

2 44号祉全景

図版25 1 48号祉全景

2 52号祉全景

図版26 1 H31グリッド遺物出土状態

2 向上

図版27 1 1号墳出土遺物

2 2号墳出土遺物

図版28 2号墳出土遺物(周溝内 1) 

図版29 2号墳出土遺物(周溝内 2) 

図版30 3号墳出土遺物

図版31 1 7号住居跡出土遺物

2 8号住居跡出土遺物

3 12号住居跡出土遺物

図版32 1 14号住居跡出土遺物

2 16号住居跡出土遺物

3 18号住居跡出土遺物

図版33 1 23号住居跡出土遺物

2 24号住居跡出土遺物



3 25号住居跡出土遺物

図版34 26号住居跡出土遺物(1 ) 

図版35 26号住居跡出土遺物(2 ) 

図版36 29号住居跡出土遺物

図版37 30A号住居跡出土遺物

図版38 1 30B号住居跡出土遺物

2 33号住居跡出土遺物

図版39 1 33号住居跡出土遺物

2 34号住居跡出土遺物

図版40 35号住居跡出土遺物

図版41 1 36号住居跡出土遺物

2 37号住居跡出土遺物

図版42 1 46号住居跡

2 Aグリッド出土遺物

3 Cグリッド出土遺物

4 Dグリッド出土遺物

図版43 1 Gグリッド出土遺物

2 Hグリッド出土遺物

図版44 縄文土器(1 ) 

図版45 縄文土器(2 ) 

図版46 縄文土器(3 ) 

図版47 石器

谷田木曽地遺跡

図版48 1 遺跡全景(航空写真)

2 53年度調査区全景(航空写真)

図版49 1 54年度調査区全景(航空写真)

2 遺跡近景 (53年度調査区)

図版50 1 遺跡近景 (53~55年度調査区)

2 遺跡近景 (56・57年度調査区)

図版51 1 2 B -19土層断面

2 6 D -86土層断面

3 3 D -15遺物出土状態

図版52 1 6 D -53遺物出土状態

2 6 D-64遺物出土状態

3 6 D -64 (0021)遺物出土状態

4 6 D -64 (0028)遺物出土状態

図版53 1 6 C -53遺物出土状態

2 6 D -97遺物出土状態

3 6 D-85遺物出土状態

図版54 1 10E -24・25遺物出土状態

2 10E -13遺物出土状態

3 10 E -14 ( 0007)遺物出土状態

4 10 E -24 (0001、0006、0010)

遺物出土状態

5 10E -25遺物出土状態

図版55 1 12 F -13 (0007)遺物出土状態

2 12F-50 (0002)遺物出土状態

3 先土器時代の遺物(その 1) 

1~8 

図版56 先土器時代の遺物(その 2) 9 ~30 

図版57 1 先土器時代の遺物(その 3) 

31 ・ 33~37

〔以上53年度~55年度出土遺物〕

2 先土器時代の遺物(その 4) 

38~44 

図版58 先土器時代の遺物(その 5) 47~52 

図版59 先土器時代の遺物(その 6) 

45 ・ 46 ・ 53~67

図版60 先土器時代の遺物(その 7) 68~84 

図版61 先土器時代の遺物(その 8) 85~99 

図版62 1 021号住居跡全景

2 021号住居跡遺物出土状態

3 021号住居跡出土遺物

4 グリッド出土の縄文土器

図版63 1 001号住居跡全景

2 001号住居跡炭化材出土状態

図版64 1 010号住居跡全景



2 019号住居跡全景 4 062号杜土層断面

図版65 1 022号住居跡全景 4 062号祉土層断面

2 026号住居跡全景 図版78 1 014・015・016号祉全景

図版66 028号住居跡全景 2 024号祉全景

2 031号住居跡全景 3 032・033号社全景

図版67 1 035号住居跡全景 図版79 グリッド出土の縄文土器片(その 1) 

2 038号住居跡全景 〔第169図〕

3 026号住居跡出土遺物 図版80 グリッド出土の縄文土器片(その 2) 

4 035号住居跡出土遺物 〔第170図〕

図版68 遺構出土の弥生土器(その 1) 図版81 グリッド出土の縄文土器片(その 3) 

図版69 遺構出土の弥生土器(その 2) 〔第171図〕

図版70 1 002号住居跡全景 図版82 グリッド出土の縄文土器片(その 4) 

図版70 2 004号住居跡全景 〔第172図〕

図版71 004号住居跡 図版83 グリッド出土の縄文土器片(その 5) 

遺物出土状態及び調査風景 〔第173図〕

図版72 1 023号住居跡全景 図版84 グリッド出土の縄文土器片(その 6) 

2 023号住居跡 〔第174図〕

カマド及び遺物出土状態 図版85 グリッド出土の縄文土器片(その 7)

図版73 l 002号住居跡出土遺物 〔第175図〕

2 004号住居跡出土遺物 図版86 グリッド出土の縄文土器片(その 8)

3 023号住居跡出土遺物 〔第176図〕

4 005号祉出土遺物 図版87 グリッド出土の縄文土器片(その 9)

図版74 1 036号祉(塚)全景 〔第177図〕

2 036号社全景 図版88 グリッド出土の縄文土器片(その10)

3 036号祉土層断面 〔第178図〕

図版75 1 003号祉全景 図版89 グリッド出土の縄文土器片(その11)

2 005号社全景 〔第179図〕

3 012号祉全景 図版90 グリッド出土の縄文土器片(その12)

図版76 1 013号祉全景 〔第180図〕

2 025号社全景 図版91 グリッド出土の縄文土器片(その13)

3 027号祉全景 〔第181図〕

図版77 1 052号社全景 図版92 グリッド出土の縄文土器片(その14)

2 061号祉・ 062号社全景 〔第182図〕

3 061号祉土層断面 図版93 グリッド出土の縄文土器片(その15)



〔第 183図〕

図版94 縄文時代の石器(その 1) 1 ~38 

図版95 縄文時代の石器(その 2)39~73 

谷田神楽場遺跡

図版96 1 遺跡遠景(谷田木曽地遺跡より)

2 遺跡近景

3 遺跡近景

図版97 1 001号祉全景

2 001号祉土層断面

3 001号祉土層断面

図版98 1 002・003号祉全景

2 002号祉土層断面

3 003号社土層断面

図版99 1 005号住居跡全景

2 005号住居跡土層断面

3 005号住居跡遺物出土状態

4 005号住居跡

遺物出土状態(カマド右)

図版100 1 005号住居跡出土遺物

2 住居跡外出土遺物(その 1) 

〔第195図〕

図版101住居跡外出遺物(その 2)

〔第196図〕
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第 1篇経過と環境

1章経過と組織

本報告書に掲載した船尾町田遺跡 (CN709)、谷田木曾地遺跡 (CN411)、谷田神楽場遺跡 (CN504)

の各遺跡の調査期間及び組織は以下のとおりである。

( 1 )昭和53年度調査

谷田木曾地遺跡(I次)

昭和53年 9月 1日~昭和54年 3月31日

調査対象面積 7，400m2

調査部長西野元、班長種目斎吾、調査研究員菊池真太郎・池田大助

( 2 )昭和54年度調査

昔田木曾地遺跡(2次)

昭和54年4月1日~昭和55年 3月31日

調査対象面積 12，000m2 

調査部長 白石竹雄、調査部長補佐山田友治、班長古内茂、調査研究員菊池真太郎

谷田神楽場遺跡 (I次)

昭和55年2月1日~昭和55年3月31日

調査対象面積 6，00，伽n2

調査部長 白石竹雄、調査部長補佐山田友治、班長古内茂、調査研究員菊池真太郎

( 3 )昭和55年度調査

谷田木曾地遺跡(3次)

昭和55年 4月 1日~昭和55年 6月30日

調査対象面積 2，500m2 

調査部長 白石竹雄、調査部長補佐栗本佳弘、班長古内茂、調査研究員菊池真太郎・岩

井正

を田神楽場遺跡 (2次)

昭和56年 2月 1日~昭和56年 3月31日

調査対象面積 2，100m2

調査部長 白石竹雄、調査部長補佐栗本佳弘、班長古内茂、調査研究員菊池真太郎 ・岡田

誠造

船尾町田遺跡

昭和55年 7月 1日~昭和56年1月31日

-25 



調査部長 白石竹雄、調査部長補佐栗本佳弘、班長古内茂、調査研究員菊池真太郎・岩

井正

( 4 )昭和56年度調査

谷田木曾地遺跡(4次)

昭和56年 4月1日~昭和56年10月12日

昭和57年 1月4日~昭和57年 1月31日

調査対象面積 8，360m2

調査部長白石竹雄、調査部長補佐天野努、班長古内茂、調査研究員小宮孟・岩井正

( 5 )昭和57年度調査

谷田木曾地遺跡(5次)

昭和57年 4月 1日~昭和57年 8月20日

調査対象面積 5，106m2 

調査部長 白石竹雄、調査部長補佐岡川宏道、班長清藤一順、調査研究員 及川淳一

-26-



報告書 1. 301-却 3(小室)

ll. 101(栂)304(池苔揮)305(自弁先A)401.403(一本桜)404(概時)405(大権前)印1(向原)曲2(大門)回3(地国穴台)8Ol(荻原柳苔)

回2(松虫丑むぐり)凪3(瀬戸遺蓮)即4(蔽原市戸)田5(党天塚)

田 102(法目)202(白井高田柑)407(木苅陣)叫8(大寧場群)4曲{並壕塚群)501鎌壕)502(大野庚申塚)

日3(北町古)回4(石道吾海)曲7(別所大山)

!V .4師(高値~t) 曲5(五斗蒔)叙)6(雨古瀬) 6叩(六角)701 (ーノ作)702(南西ケ作)
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第 1図 千葉ニュータウン関係遺跡分布図
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第 1篇経過と環境

2章 遺跡、の位置と環境 〔第 1図〕

船尾町田遺跡 ・谷田木曾地遺跡 ・谷田神楽場遺跡は、何れも神崎川流域の北側台地上平坦部に立地

する。

船尾町田遺跡は、国鉄成田線木下駅より通称木下街道を千葉方面へ 6km程南下し、船尾交差点を

船橋方面へ右折してO.5km程行った右手の台地上、平坦部に立地する。この台地は、神崎川支流によ

り開析され、南へ樹校状に張り出しており、その西側部分が、北側から入り込んで、くる浅い谷により

-E!.馬の背状になって西方へ広がっている。そのため、この部分は、一見独立した狭い平坦部を構成

しているようにみえる。遺跡は、この平坦部の西端に位置し、標高約22mを測る。

谷田神楽場遺跡は、船尾町田遺跡下を通過し、木下街道から小室方面へ分かれる町道へ右折して、

2.5km程進んだ、右手の平坦部に位置する。さらに、 同じ町道を小室方面へ約O.4km進むと谷田木曾地

遺跡であり、このように、両遺跡は同じ台地上に隣接して立地する。この台地は、船橋ゴルフ場付近

を基部として、南側へ扇状に張り出しており、標高約20mで安定した広い平坦部となっている。谷田

神楽場遺跡は、この平坦部中央やや西寄りに位置し、谷田木曾地遺跡は、その西南方向に位置してい

る。

3遺跡が立地する各台地上からは、神崎川を眼下に望見することができる。この神崎川は、船橋市

三咲町付近などを源とし、一旦白井町法目を経て下長殿へ向かつて北上し、神々廻付近で南東方向へ

流れを変え、谷田 ・印西町町田を経て印膳村吉田付近で印膳沼へ注いでいる。

この神崎川流域には、遺跡が多数分布していることが知られており 、すでに発掘調査が行なわれ、

成果が報告されている遺跡も多い。千葉ニュータウン関係遺跡〔第 1図〕のうち、すでに報告された

ものを列挙すると、まず上流域左岸の台地上では、白井第 2塚群 (CN202)や縄文時代土器の包蔵
ほうめ

地である法目遺跡 (CNI02) ・白井第 1遺跡 (CNI04) などが分布し、やや下った所には、先土器時
ふくさんや

代から古墳時代にかけての複合遺跡として、多くの成果を得た復山谷遺跡 (CN204)が位置してい

る。中流域では、流れが変わる付近の右岸台地上に、古墳時代の大集落を構成する小室遺跡

(CN30 1~303) や、縄文時代土器の包蔵地である白井先 A 遺跡 (CN 305) が点在し、そのやや下流右

岸台地上には、縄文時代集落跡の池谷津遺跡 (CN304)が立地する。また、その対岸台地上には、縄
きょと

文時代土器の包蔵地である清戸遺跡 (CN410)が位置する。さらに、清戸遺跡のやや下流には、本書

所収の谷田木曾地遺跡 ・谷田神楽場遺跡が位置し、同じ台地上の南東約 1kmに、縄文時代と古墳時

代から平安時代にかけての集落跡を検出した北の台遺跡 (CN503)が分布する。下流域では、本書第

II篇所収の船尾町田遺跡が、左岸台地上に立地する。また、その北側やや奥まった所には、先土器時

代から平安時代にかけての複合遺跡である船尾白幡遺跡 (CN705)や、塚 l基の調査を行った
なかぴょう

船尾中峠遺跡 (CN706)が分布している。
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第 2篇船尾町田遺跡 (CN709) 

1章調査の概要

基準点測量によって得られた基本杭により、一辺40mの大グリ ッドを設定した〔第 5図〕。大グリッ

ドは、第 5図のとおり南東部を Aとし、北へ向って B、Cと呼称することとした。 一辺40mの大グリ ッ

ドは、表土除去作業等に際して遺物の出土地点をより詳細に表わすために、さらに一辺 4mの最小単

位のグリッドに分け、それぞれの呼称は第4図に A大グリッドを例として提示した。

前述のように基本杭は40m間隔であるが、調査の必要に応じ適宜補助杭を設け、遺構の実測、遺物

出土地点の実測等に利用した。補助杭は小グリ ッドの北東にそのグ リッ ドと同じ名称を付して設けた。

発掘作業は Fグリッドよりトレンチ掘りを開始した。トレンチは幅 1mで南北方向へ 3mの間隔

で配し、遺構確認面に至るまで人力で掘り下げる方法をと った。トレンチ発掘の際包含層中より出土

した遺物は、小片に関しては出土地点の最小単位のグリッド名を付して取り上げ、重要と思われる遺

物に関しては出土地点を実測・撮影して記録した。

トレンチ発掘は F→ G→ H→ Dグリッドの順で上記手順に従って行なった。

トレンチ発掘によって得られた表土の堆積状況、遺物の出土状況を考慮した上で、特殊なパケット

を装着したパックホーを導入し、調査区全域の表土除去を行なった。

遺構の調査は、確認段階で落込みの範囲を適確に把握した後、適宜土層観察・実測用のベルトを残

して開始した。出土遺物は平板実測によって極力その出土地点を記録するよう努めた。

遺構確認及び遺構の調査記録は、平面実測図・ 土層断面図・遺物出土状況図等の作図と写真撮影を

行なうことを原則とし、その他必要に応じ記録することとした。各実測図の縮尺は遺構の性格別に一

応の基準を設けたが、必ずしも統一されたものではない。

A90 A80 A70 A60 A50 A40 A30 A20 AlO AOO 

All AOl 

A22 A02 

A33 A03 
トー

A44 A04 

A55 A05 

A66 A06 

A77 A07 

A88 A08 

A99 A09 

o 20m 
(1/600) 

第4図 グリッド呼称例
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第 5図 船尾町田遺跡、グリッド配置図(1/1000)
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第 2篇船尾町田遺跡 (CN709) 

2章古墳の調査

船尾町田遺跡の調査の結果、前方後円墳 1基(2号墳)、 円墳 未完掘 2基(1・3号墳)を確

言君、て、きた。

2号墳は周溝の完掘によって、その平面規模を明瞭にできたが、 1 • 3号墳は周溝の1/2'""1/3の部

分が調査区域外に含まれていたため周溝の完掘は為し得なかった。しかし調査の区域内で明らかにさ

れた周溝の形態から推察すれば、 1• 3号墳ともに円墳として相違なかろう。

現況で、その所在が明らかだったのは 1号墳のみであり、 2• 3号墳は表土除去後に確認できた円

形に巡る溝(周溝)の形態と、その内側に検出した主体部と考えられる施設とによって古墳の所在を

知ることができた。 3基の古墳はいずれも墳丘が削平され、現地形から古墳の所在を知る術はなかっ

たが、 1号墳だけは石棺の残存か所が認められたことでその所在を知ることができた。

本遺跡の古墳はいずれも表土除去後、直ちに周溝の発掘に着手することができたが、墳丘が残存し

ないため旧表土の位置、墳丘の構築方法、墳丘の規模等は知ることができなかった。

船尾町田|号墳 〔第 6'""9図・図版3・27-1J 

位置と景観

神崎川を眼下に見下す台地の西側縁辺部に位置し、調査区の中央西寄りに所在する。東方20mに3

号墳、南方40mに2号墳がある。

現況では樹木の茂る中に小規模な盛土が認められる程度であった。

調査の方法

調査前より所在が明らかであったので、調査に先立ち土地所有者より事情聴取を行なった。

その結果、 1号墳は大正時代にその主体部が完全に破壊、解体され副葬品も盗掘された事実を知つ

た。

後世になって“崇り"を怖れた当事者は、解体、搬出した石材の一部を再び土壌内に組み直し内部

に遺骨を納めて埋め戻した。さらに埋め戻した土墳の上に余った石材を組み立て盛土し、現在に至っ

たということである。

従って、主体部に関しては以後の調査方法もこうした事情を前提に進めることとし、後世の所産で

ある石組についての報告は省略する。

現地表面に構築された石組を撤去後、土墳状の落ち込みを確認した。念のため長軸方向と、これと

直交する十文字の土層観察用ベルトを設定し、土横内の調査を行なった。土墳内からは、新たな石組

を検出したがこれも上部の石組同様、後世の所産であるので詳細は省略するが、参考資料として、図

版 3に掲載した。この石組を撤去して土墳内の裏込めの実測を行なった。土墳内を完掘した後、土墳

の平面図 ・周溝の平面図を作成して調査を終了した。
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第 6図 l号墳実測図 (1/200・1/80)

周溝と古墳の規模

周溝は全体の1/2程度が調査区域外にあり、また調査区内の南西部分も削平によって検出できなかっ

たため、復原できた部分は全体の1/3程度であった。掘込み上端線での幅は1.5~2.0m を測りほぼ一定

する。深さは北側で50cm、南へ向って徐々に深さを減じ、掘込みの形状は浅い U字状を呈する。

周溝の内側上端線を基準として径19mの円墳である。

主体部

墳丘の中心から南へ 6m、やや西寄りに位置し、その形態は土壌内に構築された箱式石棺であろう

と考える。

前述したとおり、石棺は破壊された後に再構築されたため、構築時の形態・規模は不明でFあるが、

残存した石材の形状と数量から推察すれば、板状の石を使用した箱式石棺と考えたい。

土壌は掘込み上端線で長軸2.9m、短軸2.1m、深さ70cmを測る隅丸の長方形である。土墳底にはさ

らに幅25~35cm、深さ 12~15cm の浅い U 字状の溝が長方形状に巡る。板状の石材を立てた基底部で

あろう。溝の内側一石棺の内側ーには敷石はなく平坦に整地しただけである。西端部に径30cm、深さ

5 cmの円形の凹みを掘り込んでいる。
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第 2篇船尾町田遺跡 (CN709) 

長軸の方向は N-70"-Wを指す。

B'i 

A A' 

A A' 

B! 

。 1m 

第 7図 1号墳主体部実測図(1/30)

土墳内の調査中、多量の粘土塊を検出したが、盗掘によって土墳内は完全に掘り下げられたことか

ら、土層断面図 ・平面図からは省いた。おそらく石棺周囲の裏込めに用いられたものであろう。

遺物の出土状態

主体部

盗掘により主体部内からの出土遺物はなかった。主体部の北約 3 mの地点から、盗掘時に搬出され

たと思われる鉄製品片、鉄銀、人骨片、歯等が集中して出土した。原位置を留めるものではないが、

これも参考資料として掲載することとした。

周溝内

周溝内からは土器小片の出土が少量あったが、実測に耐え得るものはなかった。

出土遺物

実測し得たものは全て鉄製品である。いずれも遺存度が悪く、使途の明らかなものは 8・9・10の

鉄鉱だけで、他は小片あるいは断片である。(単位は mm)

1. 鉄製品小片。断面の観察から万身の一部とも考えられるが、断定し難い。現存長105、身幅29、
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第 8図 l号墳遺物出土状態 (1/20)

2. 鉄製品小片。使途不明。現存長95、断面幅20、厚 5。

- 歯
o一人骨

o 50cm 

3. 鉄製品小片。万子の茎であろうか。現存長83、断面幅13、厚 50

4. 鉄製品小片。使途不明。現存長40、断面幅19、厚 3。

5. 鉄製品小片。使途不明。現存長44、断面幅21、厚 40

6. 鉄製品小片。使途不明。現存長35、断面幅10、厚 4。

7. 鉄製品小片。使途不明。偏平な板状の鉄製品であるが、遺存が悪く断面の実測はできなかった。

現存長95、幅300

8. 鉄鉱。下部1/3を欠損する。有茎の長三角形式であろう。現存長35、身幅18、厚 2。

9. 鉄鉱。茎の下端部を欠損する。有茎の長三角形式であろう。現存長50、身幅20、厚 5。茎幅 8、

厚 40

10. 鉄鉱。茎の下端部と鯨身の先端部を欠く。逆刺をもっ有茎の長三角形式である。現存長48。身

幅24、厚 4。茎幅19、厚 40

1l~14. 鉄鉱の箆被片であろう。
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15""' 18.鉄鉱の茎の一部であろう。いずれも木質部が若干残存する。
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第 9図 1号墳出土遺物実測図(1/2)

第 2篇船尾町田遺跡 (CN709) 
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まとめ

し 台地の西側縁辺部に所在する。

2.直径約19mの円墳である。墳丘は削平され残存しなしユ。

3. 主体部は墳丘の中心から南へ 6 mに位置し、土墳内に構築された箱式石棺と考える。

4.主体部外から、鉄鉱・鉄製品小片等が出土した。

船尾町田 2号墳〔第10""'15図・図版4・27-2、28・29J

位置と景観

調査区の南端、台地の南側縁辺部に所在する。 1号墳の南50m、 3号墳の南西60mに位置する。

調査前にはその所在を知ることができなかったが、表土除去によって検出した溝の形状により前方

後円墳である事が確認された。耕作による削平が著しく周溝の一部は消滅しており、残存部も掘込み

は浅く、特に外側の立上がりは不明瞭なか所が多かった。

8号祉・ 9号住居跡は 2号墳周溝によって一部を削平されており、墳丘下には 7・12号住居跡を検

出した。

調査の方法

表土除去によって確認できた周溝の全掘から開始し、墳形の復原作業を行なった。

周溝は遺存状態が悪く、しかも削平されたか所が多かったが、幸い内側の上端線は良好な状態であっ
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たため墳形の復原は容易であった。
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第10図 2号墳実測図 (1/300)

周溝の確認段階では、主体部の所在は不明であったが、 8号住居跡の調査に伴ない 2号墳主体部は

これを切って構築されたことが判明した。主体部は長軸方向と短軸方向に土層観察用ベルトを設け調

査を進めた。

周溝と古墳の規模

周溝は前方部と後円部でそれぞれに一部消滅か所があるがほぽ全周する。削平されたことで上端線

の幅は1.0，.....3.0m、深さも30"""50cmと一定しない。

前方部の南隅部と後円部の東にブリッジ状のか所が認められる。 2号墳の占地か所を考慮すると、

西側からの封土の搬入は困難であり東側の台地平坦部より土砂を採取搬入したと考えるのが妥当であ

ろう。従って前記のプリッジ状のか所は墳丘構築時の封土搬入路と考えてよいだろう。

2号墳の規模は周溝内側上端線をもとに計測した結果以下の通りである。

全長 30m。前方部幅 24m。後円部径 19m。くびれ部幅 14m。主軸は N-490-Eを指す。

主体部

前方部から後円部に向って、右側のくびれ部の土横内に構築された箱式石棺と考える。
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第 2篇船尾町田遺跡 (CN709) 

土墳の調査中、覆土中から多量の石材片が出土したが、完掘の結果、石棺は遺存しなかった。

。

。

o O.5m 
ト一一一一一一一一 ←一一一一一一一一一----i

第11図 2号墳遺物出土状態 (1/15)

土墳の実測図からも理解できるように東側の掘込みか所が大きく削り取られ、しかも覆土の土層観

察からも一部を除いて撹乱が認められた。以上の状況から土墳は盗掘され石棺は完全に破壊されてし

まったようである。

土墳底は平坦に整地され、 1号墳同様幅10"-'20cm、深さ 10cmの溝が長方形状に巡る。この土墳内

の溝は後述する 3号墳の土墳内にも認められた。おそらく、板状の石材を立てて石棺を構築する際の

基底部に当たる掘込みであろう。

土墳各部は遺存状態の良い西側及び南・北側を基に復原して計測した。計測値は以下のとおりであ

る。

上端線長軸3.1m、短軸2.0m。掘込みの深さ 1.2m。長軸の方向は N-380-Eを指す。

遺物の出土状態

主体部内

主体部内からは切子玉、管玉等を検出したが、いずれも撹乱された覆土中からのもので原位置を留

めるとは考えられず、出土状態は省略した。他に鉄製品の小片数点を検出したが、いずれも遺存は悪

く実測に耐えるものではなかった。

周溝内

前方部の東側周溝底から直万 1振と鈴 2点、を検出した。土器類はいずれも覆土中から出土したもの

である。

直万は鋒を北東方向に向け、万部は西側を向いた出土状態だった。鋒から15cm離れて小振りの鈴、

茎の西脇10cmから大振りの鈴が出土した。

本来、被葬者の副葬品として主体部内に納められるべきものが、主体部の南 8mの周溝底部から出

土したことは不自然であり、副葬時の原位置を留めるものとは考えられない。
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主体部の盗掘者により搬出され、周溝内へ廃棄された結果ではないだろうか。

|伊

l担、

1層 ロームブロック(暗褐色土)

2層 ロームブロック(粘土粒)

j?> 

A 

l白、

A 

第12図 2号墳主体部実測図 (1/40)

⑥1~2 ③3 
。 5cm 

日
⑥4 

第13図 2号墳主体部内出土遺物実測図 (1/2)

出土遺物

主体部内

土横内は前述のとおり撹乱を受けていたが、切子玉 3個、管玉 l個を検出した。

¥ぢく

A' 

A' 

1 ~3 は水晶製の切子玉でいずれも完形品である。横断面は六角形を呈し、中央部に稜が巡る。穿
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第14図 2号墳周溝内出土遺物実測図(1/2)
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孔はいずれも片側から行なわれる。

計量値は以下の通りである。

1. 長さ35mm、最大幅19mm。

2. 長さ31mm、最大幅16.6mm。

3. 長さ35mm、最大幅17.2mm。

4は碧玉製の管玉で完形品である。穿孔は片側から行なわれる。長さ27mm、径llmmを測る。

周溝内

1. 直万

鋒を欠失しており、現存長で443mmを測る短い直万である。現存長からの推測では、原形は500mm

前後の長さであろうと思われる。

検出時から、鍔の遺存は認められず、製作当初からこの直万には鍔を装着しなかったものと考えられ

る。また、茎の長さからは、両手を添えて用いたとは考えられず、片手で用いる万であろうことが推

測される。

鞘口には大小の弧をあしらった遺存状態の良好な金銅製の板金が取り付げられる。さらに侃環を

持った責め金を添えて、鞘口を締めている。また、鞘の中央部にも侃環付責め金をはめ、鞘尻は石突

をはめて補強している。これらの金具はすべて銅製である。

茎には、 2本の鉄製の目釘が目貫に貫通した状態で遺存する。

現存長 443mm。身幅 32mm。棟幅 7mm。茎幅 32mm。茎厚 7mm。

2. 鈴

金銅製の完形品で、製法は鋳造である。

現長40mm、胴径34mmを測る大形の鈴である。

金銅の遺存状態は良好で、ほぽ全面に遺存し、光沢を保っている。胴中央部には一条の沈線が巡っ

ていることから、胴上半部と下半部を別個に鋳造した後、接ぎ合わせたものであろう。封じ込められ

た丸は鉄製であるが、腐食が著しく原形を留めない。

鉦環は、鈴身とは別に造られ、鈴口と直角の方向に取り付けられる。

3. 鈴

2の鈴と同様、金銅製であるが、腐食が著しく胴下半部の約1/2を欠損する。

金箔の遺存は、紐環周囲の一部に認められるだけで他は剥落している。

現高24mm、胴径23mmを測る。

胴中央部には、接合痕とみられる部位が一巡しており、胴上半部と下半部を別個に鋳造した後、接

ぎ合わせたものである。

丸は検出時すでに失なわれていた。

紐環は頂部を欠損している。鈴身とは別に造られ、鈴口と直角の方向に取り付けられる。

4. 聾の口縁部小片である。口径は推測値で200mm。口縁部は内外面共ヨコナデ、鯛部は内外面共
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ナデを施す。内面の口縁部下に明瞭な稜をもっ。
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第 2篇船尾町田遺跡 (CN709) 
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甘;1

o 5cm 

第15図 2号墳周溝内出土遺物実測図 (1/2・1/4)

5. 小形聾の口縁部小片である。口径は推測値で106mm。口縁部は内外面共にヨコナデ。胴部外面

は、一部に刷毛目を残すナデ、内面は全体に斑点状の剥離があるが、一部に刷毛目を残す。

6. 小形輩。完形。器高73~76mm、口径72mm、底径38mm。手担ね成形によると思われる。

口縁部は内外面共にヨコナデ、胴部は内外面共にヘラナデを施す。口縁部と胴部の境に接合痕を残

す。

7. 杯。全体の1/3。器高48mm、口径114mm、底径60mm。ロクロ成形である。体部は内外面共、

丁寧な回転ナデが施され、内面底部には水引痕を残す。外面の底部は回転糸切り痕のまま未調整であ

る。

8. 坪。全体の約1/3。器高48mm、口径114mm、底径60mm。ロクロ成形である。体部は内外面共

に回転ナデ。内面の底部には水引痕を残す。外面の体下部と底部は静止へラ削りが施される。

9. 内黒杯。全体の約1/4。計測値はいずれも推測値で、器高55mm、口径140mm、底径66mm。

ロクロ成形。内面は全面へラミガキ。体部の外面は水引後、雑な回転ナデのため一部に水引痕を残

す。体下部は静止へラ削り、底部は回転へラ削りを施す。

10. 内黒杯。口縁部1/4。推定口径130mm。ロクロ成形。内全面へラミガキ。外面は水引痕のまま

未調整である。

まとめ

1. 調査区の南端、台地の南側縁辺部に所在する。

2. 全長30mの前方後円墳である。前方部幅24m、後円部径19m、くび、れ部幅14mを測る。主軸は

N-49"-Eを指す。

3. 主体部は東側のくびれ部に位置し、土墳内に構築された箱式石棺であろう。
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4. 主体部内から水晶製切子玉 3個、碧玉製管玉 1個が出土した。周溝内からは直万 1振、金銅製

の鈴2個、小形護、坪が出土した。

船尾町田 3号墳 〔第16"-'19図 ・図版5・30J

位置と景観

3号墳は調査区の東端、台地の平坦部に所在する。調査前には所在を知ることができなかったが、

表土除去によって、周溝と主体部を確認しその所在を知った。周溝は北東部の約1/3が調査区域外に

あったため完掘はできなかった。

3号墳の周溝は37号住居跡の覆土中に掘込まれ床面下まで達する。墳丘下には46号住居跡を検出した。

調査の方法

周溝は表土除去後、直ちに発掘に着手した。

主体部は確認面において隅丸の長方形を呈しており、調査に先立ち長軸方向とこれに直交する土層

観察用のベル トを設定し、主体部の調査に着手した。

周溝と古墳の規模

周溝は北東側の一部と南側で耕作時の削平によって消滅したか所があり、しかも外側の立上りが不

明瞭であったため、完掘後の形状は精度を欠くかとも思われる。しかし、内側上端線の復原は遺存状
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第16図 3号墳実測図 (1/300)
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第 2篇船尾町田遺跡 (CN709) 

態が良く、容易に調査を進められた。完掘の結果は、周溝内側上端線の計測によって径26mの円墳で

ある。

周溝の幅は 2~5m、深さは30cm 程度である。

北及び北東部にピット状の掘込みを検出したが、いずれも近世の所産であり、 3号墳との関連は認

められない。

主体部

墳丘の中心から南へ 9 m、周溝の内側 4mに位置する。

土墳内の調査中、少量ではあるが石材片の出土があり石棺等の遺存が予想されたが、完掘の結果、

石棺は遺存しなかった。

また土層断面の観察からも、特に中央部は撹乱が著しく後述する遺物の出土状況からも明らかに盗

掘された様相を呈していた。

幸い石棺周囲の裏込めが撹乱を免がれ良好な状態で遺存したので、実測図を作成することができた。

土墳は上端線で長軸3・2m、短軸2・15m、深さ30cmを測り、やや形の歪んだ隅丸の長方形を呈す。長

軸の方向は N-780-Eを指す。

1層黄褐色土

2層 黄褐色土(粘土)

3層褐色土

4層黒色土

5層 黄褐色土(黒色土)

A 

6層 H音褐色土 主
7層黒色土(粘土) 三三:::¥----iトベ
8層 黒色土(黄褐色土)司~マγI

、.
凶|

白 |

A' 

A' 

三三当日J JE 
第17図 3号墳主体部実測図(1/40)

白 |

土墳底は幅20~35cm、深さ 10cm の溝が方形に巡り、 1 ・ 2 号墳主体部と同形態であった。

従って、 3号墳主体部も土墳内に構築された箱式石棺であろうと考える。

遺物の出土状態

主体部内

切子玉、ガラス玉、ガラス小玉を検出した。いずれも土墳覆土中から出土したもので、原位置を留
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めるものではないが、出土状況図を掲載した。平面的な出土位置は土墳底の溝の内側で西側に集中し

ているが、垂直分布の観察と併せ考えると出土状態は不自然である。

周溝内

覆土中からの遺物出土総量は少なく、また実測に耐え得るものも少なかった。杯、台付聾脚部等が

出土したが、いずれも小片である。

出土遺物

主体部内

主体部内からは切子玉 3個、ガラス玉 2個、石製玉 1個、ガラス小玉23個を検出した。

1"-'3は水晶製の切子玉でいずれも完形品である。横断面は六角形を呈し、中央に稜が巡る。穿孔

は全て片側から行なわれている。

計測値は以下のとおりである。

1. 長さ23mm、最大幅18inm。

2. 長さ 19mm、最大幅15mm。

3. 長さ22mm、最大幅15mm。

4は石製の玉である。外径10mm、厚さ 9mm。

5・6はガラス玉で色調は共に藍色である。
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第四図 3号墳主体部遺物出土状態 (1/40)

5は偏平な形をしており上下面に平坦部をもっ。径 7mm、厚さ 5mmを測る。 6は表面に気泡が

みられざらついている。 6も上下面は平坦面をもっ。外径 7mm、厚さ 6mmを測る。

ガラス小玉の計測値は表 1のとおりである。

周溝内

-50-



表 1 船尾町田 3号墳ガラス小玉計測値一覧

第 2篇船尾町田遺跡 (CN709) 

(単位rnm)

遺物
外径 厚 色 調

遺物
外径 厚 色調

遺物
外径 厚 色調番号 番号 番号

0044 4.0 3.0 淡藍色 0046 3.8 3.0 淡青色 0069 4.1 3.0 淡藍色

イシ 3.7 2.8 。 'シ 4.4 2.9 イシ /，0 4:1 2.6 // 

// 3.6 2.4 // // 3.2 1.9 淡藍色 // 3.8 2.2 // 

/，0 4.4 3.2 // 0068 4.0 2.6 イシ // 3.9 2.6 // 

。 4.4 2.9 // // 3.4 1.8 // // 3.6 1.9 // 

// 3.6 2.9 淡緑色 // 3.8 2.8 // /，0 3.8 3.2 淡青色

/，0 4.2 3.0 藍 色 イ〉 4.0 2.4 z醇エL 色 イシ 破損のため計測不可 。

// 2.9 1.5 青緑色 イシ 4.2 3.5 灰緑色

1. 窒。 S字状口縁部小片。推定口径160mm。

口縁部は内外面共ヨコナデ。胴部外面は、櫛描による平行直線が巡る。内面はへラナデを施す。

2. 坪。全体の1/2。器高50mm、口径130mm、底径50mm。内外面及び底部はナデが施される。外

面の口縁部直下に接合痕が残る。

3. 杯。口縁部1/3。推定口径140mm。内全面及び外面白縁部はヨコナデ、体部の外面はへラナデ

が施される。

4. 護。底部完存。底径68mm。内面の一部に刷毛目を残すほか胴部内外面と底部はへラナデを施

す。

5. 台付聾。脚部完存。裾径80mm。内外面共へラナデを施す。

6. 高坪。脚部小片。内外面共へラナデを施すが、内面はへラ痕を残す。

まとめ

1. 調査区の東端、台地の平坦部に所在する。

2. 径26mの円墳である。

3. 主体部は墳丘の中心から南へ 9mに位置し、土墳内に構築された箱式石棺であろう。

4. 主体部内から切子玉 3個、ガラス玉 2個、石製玉 1個、 ガラス小玉23個を検出した。

。
10cm (周溝内)

⑪90 
@1⑮2⑨3 
①
⑨
。

①
@
 

。
⑥6 

5cm (主体部内)

第四図 3号墳出土遺物実測図(1/2・1/4)
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3章 住居跡の調査

船尾町田遺跡では調査の結果計27軒を検出した。調査区域外にかかるもの、あるいは他住居跡、古

墳の周溝によって切られたもの等その全容を明らかにすることのできなかった住居跡も数軒あった

が、多くは耕作等による削平、撹乱も少なく比較的良好な状態で遺存したと言えよう。

個々の住居跡は 1号、 2号……の番号を付したが、確認時の順に従ったもので調査の順を意味する

ものではない。

また、住居跡聞の番号に欠番が生じているが、本遺跡では住居跡をはじめ他遺構をも含めて 1号か

ら通し番号を付した結果である。

I 実測図について

1. 方位は全て座標比 (GN) を用いた。

2.縮尺は1/80で、統ーした。

凡例

3.平面規模は住居跡中央付近で直交する十字線を想定し、長軸×短軸で表わした。単位は m で

ある。

4.壁高は床面から掘込み確認面までの残存高で表わし、各壁の中央付近で測定した。測定値は

平面図の上端線の外側に+50のように明示した。単位は cmである。

5.柱穴及び小ピットの深さは、床面より底部までの比高で表わし、近接するか所に 50のよう

に明示した。単位は cmである。

6.土層断面図中の数字は以下の土層名を表わす。

1. 暗褐色土 2.褐色土 3.黄褐色土 4.黒色土

5. ローム粒 6. ロームブロック 7.焼土 8.炭化物

なお、混合土層の場所は、 1 (2) のように表示し、暗褐色土を主体とする土層中に褐色土

が混合することを意味する。

7. 出土漬物に付した番号は、挿図・図版中の遺物番号とすべて統一しである。

平面図中の同一番号は、復原作業において接合したものを表わし、接合資料の多い場合は、

同ーの記号をもってこれに代えた。

11 出土遺物一覧表について

内容覧は以下の順で記載した。

1. 器高一口径一底径 ・遺存度

-法量の単位は mmで統ーした。

( )を付したものは推定値である。
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-遺存の少ないものは、測定か所を記して測定値を記載した。

2.成形 ・調整など。

3.出土層位

※印はその他の特記事項である。

なお、出土遺物一覧表の体裁は、住居跡以外の遺構も、これに準じた。

l号住居跡〔第20・21図・図版 6-1 J 

第 2篇船尾町田遺跡 (CN709) 

台地の南端平坦部に位置する。近接する住居跡は北東18mに8号住居跡が所在するほか、本住居跡

周辺、台地の南側には住居跡の検出数は少なかった。

覆土

土層断面の観察からはいわゆるレンズ状の堆積がみられ、自然埋没したものと考える。

覆土の大半は暗褐色土が占めるが全体にローム粒の混入が認められた。床面で円形の落ち込みを検

出し、覆土の堆積状況からは本跡に伴う施設と考えたが、調査所見からは本跡構築前に所在した土墳

の残存と結論した。

構造

平面規模は4.5mX3.7mを測る。

床面は全体に平坦で堅く踏み固められる。柱穴は住居跡対角線上に 4か所、南東部に 1か所、合計

5か所検出した。

南東部の壁直下に50X40cm、深さ 10cmの小ピットを検出したが、掘込みが浅く貯蔵穴と断定し難

い。炉祉の痕跡は検出できなかった。

床面中央の円形の掘込みは前述のとおり本跡に伴なう施設とは考え難く、土墳を本跡が切って構築
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第20図 1号住居跡実測図(1/80)
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され、その土壌底部の残存と考える。

遺物の出土状態

遺物の出土総量は少なく、土器片のみである。復原して実測できたものは聾口縁部と聾下半部の 2

個体があった。 lの整口縁部は南隅の床面から集中して出土した。 2の聾胴部は中央から北寄りの地

点、で覆土中より出土した。両者の出土状況から 1は本跡が廃絶直後に投棄されたものと考えたい。

o lOcm 

第21図 1号住居跡出土遺物実測図 (1/4)

7号住居跡 〔第22・23図 ・図版 6-2、31-1)

台地の南端平坦部に位置する。

北西 5mに9号住居跡、北東 3mに8号住居跡が近接して所在する。本跡は 2号墳墳丘下に所在す

るが、耕作によって古墳の封土と共に本跡の上面もかなりの削平を受けたようである。したがって残

存する壁高は20cm前後と浅かった。

しかし、削平は床面にまで及ぶことはなく比較的良好な状態で遺存した。

覆土

堆積は単純な 3つの層位に分けることができた。各層はいずれも水平に堆積しており、やや不自然

な堆積ではあるが、層序に乱れは認められず廃絶直後からある程度の期間は自然堆積と見倣してよい

だろう。しかし、最上層からは多量の遺物が出土しており、自然堆積によって大半が埋没し完全に埋

没する直前の時期に人為的な投棄が為されたと考えられる。中層及び最下層から遺物の出土は極く微

量に過ぎなかった。

構造

平面規模は5.5mx5.3mを測る。長軸と短軸にほとんど差がなく、柱穴の配置も整っており構築は
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周到な計画に基いて行なわれたことが窺える。

柱穴は住居跡対角線上に 4か所と東壁中央部に lか所、計 5か所検出した。隣接する相互間の距離、

対角線上の距離はそれぞれ一定値をもって配置しである。

床面は平坦でト竪轍である。

炉祉は住居跡西側の柱穴間の中央に位置する。 65cmX30cm、深さ 5cmを測る不整な長円形を呈

す。炉牡内の焼土の堆積は微量でト底部の焼イ七もほとんどみられない。

遺物の出土状態

覆土最上層に集中し、住居跡内全体に散在して出土した。出土遺物は土器片のみであるが総数は250

余点、を数える。遺物の出土層位からも明らかであるが、接合した資料の出土地点は 1か所に集中した

状態ではなく、広い範囲にわたっており人為的に投棄されたことは自明である。 したがって、遺物の

遺存状態は悪く復原して完形となるものはなかった。

8号住居跡〔第24・25図・図版 7-1、31-2 J 

台地南端の平坦部に位置する。北西 3mに7号住居跡、南東15mに1号住居跡が隣接する。本跡は

2号墳墳丘下に所在し、南東部を周溝によって切られる。 また、 2号墳主体部は本跡を切って構築さ

れる。

覆土
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第 2篇 船尾町田遺跡 (CN709) 

覆土は暗褐色土と褐色土を主体にレンズ状の自然堆積をなし、特記すべき点はない。

構造

東壁を 2号墳周溝によって切られたが、北側壁の東隅部から復原して破線で平面形を図示した。こ

れによって、平面規模は6.7mX5.2mを得られた。

床面は全体の1/3程度を失っているが、全体に平坦で堅織である。

壁溝は西壁の中央付近で一部消滅しているが、掘込みの幅 ・深さ共にほぼ一定しており構築時には

全周したものと考えられる。幅20cm、深さ 5"-'8 cmを測る。

柱穴は主柱穴と考えられるものを 4か所検出したが、その配置から 2号墳主体部の位置にもあった

と思われる。他に支柱穴と考えられるものを計8か所検出したが、位置的に疑問の残るものもあった。

炉牡は床面の中央やや西寄りに設けられる。平面規模は120cmx90cm、深さ10cmを測る。炉底面の

ロームは焼化が著しく、覆土中にも焼土を多量に含んで、いた。炉社内から遺物番号 7の器台を検出し

た。

遺物の出土状態

住居跡西側の覆土上 ・中層に集中し、床面からの出土遺物は少なかった。床面あるいは床面直上か

らの出土遺物を本跡に共伴するものと考えるなら、 4の蓋、 7の器台、 9"-'11の窒底部がこれに該当

する。接合した資料は狭い範囲に集中したが、出土総量に比して接合するものが少なかった。
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第25図 8号住居跡出土遺物実測図 (1/4)

9号住居跡 〔第26・27図 ・図版 7-2) 

台地の南側縁辺部に位置し、 2号墳周溝は本跡の覆土中に掘込まれている。幸い周溝による掘込み

は床面まで達しておらず、北と南側の壁上部を削平されたに留まった。また西側壁は土墳状の掘込み

によって消失しており不整な形状を呈しているが、住居跡の原形は北と南の隅部から推定規模を破線
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で図示した。

覆土

一部に撹乱を受けているが、層序はレンズ状に堆積しており人為的な所産は認められない。覆土は

暗褐色土と黒色土が大半を占めた。

構造

平面規模は図上で復原した結果5.7mX4.9mの値を得られた。

床面は全体に軟弱で緩るい起伏がある。

柱穴は住居跡対角線上に 4か所と他に 1か所計5か所検出した。南西部の 2か所の内、炉祉に近接

する方がその位置から主柱穴であろう。いずれも深く垂直に掘込まれる。

炉牡は住居跡西側、柱穴聞の中央に位置する。平面規模は64cmX56cm、掘込みは 6cmを測る。浅

い掘込みであるが炉底は焼化が著しい。

遺物の出土状態

遺物の出土総量は少なく土器小片が多かった。いずれも覆土内より出土したもので実測に耐え得る

ものは 2点に過ぎなかった。 +16 
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第 2篇船尾町田遺跡 (CN709) 

12号住居跡〔第28・29図・図版 8-1、31-3) 

台地の南側平坦部に位置し、 2号墳後円部の墳丘下で検出した。耕作による住居跡上部の削平は著

しく覆土は大半を失っていた。

覆土

遺存が悪く土層断面の実測は行なわなかったが、暗褐色土を主体にローム粒の混入する覆土であっ

た。

構造

平面規模は6.1mX6.0mを測る隅部の丸い正方形状である。

床面は平坦でト、中央付近は堅く周縁は軟弱であった。壁溝は幅20cm、深さ 10cm前後で全周する。

柱穴は住居跡対角線上に 4か所検出した。南東部の柱穴を除く 3か所には掘込み形状に建て替えの

痕跡がみられる。

炉祉は住居跡北側、やや東に寄った位置にある。 80cmX60cmの範囲に焼土粒の点在があったが掘

込みは数 cmと浅く炉底の焼化もほとんど認められなかった。

遺物の出土状態

平面的には住居跡全体にわたって散在した状態で出土した。覆土の残存が薄いため、上層と下層の

出土遺物には時間的差異が少ないと考えられるが、遺物の遺存状態の点からは本跡の共伴遺物とは考

えにくい。
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第29図 12号住居跡出土遺物実測図 (1/4)

14号住居跡 〔第30・31図 ・図版32-1J 

台地の西側縁辺部に位置し、 2号墳後円部の北西 2mで検出した。耕作等による削平が著しく覆土

の遺存は少なかった。

覆土

遺存が悪く土層断面の実測は行なわなかったが、暗褐色土を主体とする覆土であった。

構造

平面規模7.0mx6.6mを測る方形状である。床面は住居中央部の5.4mx5.4mの範囲が周縁部より

数 cm高くなり、全体に平坦で堅く踏み固められている。壁溝は北 ・西 ・南側に遺存し、幅20cm、深

さ10cmを測る。また東側では一部を検出できた。

柱穴は住居跡対角線上に計 4か所検出した。南東側の柱穴を除いてそれぞれ底部では 2か所の柱穴

をもっている。この柱穴の掘込み状況と前記床面の状況から推察すれば、本跡は拡張されたと考えら

れ、柱の建替えが行なわれたようである。

炉祉は明瞭な痕跡を留めるか所がなく、床面中央のやや北西寄りで少量ではあるが焼土の堆積を検

出した。床面でのロームの焼化は認められなかった。

北東の隅付近で貯蔵穴を検出した。平面形と掘込み形状がやや不整形であるが貯蔵穴と考えてよい

だろう。

遺物の出土状態
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第 2篇船尾町田遺跡 (CN709) 

出土遺物は床面あるいは床面直上のものが大半を占める。平面的には住居跡全体に散在した状態で

出土しており、接合した資料も狭い範囲に集中して出土した。完形で出土したものあるいは復原して

完形となったものはなく、出土遺物の大半は投棄されたものであろう。
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第31図 14号住居跡出土遺物実測図(1/4)
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16号住居跡〔第32・33図、図版8-2、32-2 J 

台地の西側縁辺部に所在する。南側6mに14号住居跡、北東側 6mに30号住居跡が位置し、本遺跡

では最も斜面寄りで検出した住居跡である。

覆土

土層断面図から明らかなように、本跡は拡張・建替えが行なわれており、旧住居跡 (16号 B)は全

面にわたって貼床が行なわれ新住居跡 (16号 A) の床面としている。したがって、本跡の覆土は貼床

上約10cmの厚さに堆積するものである。土層断面の観察から暗褐色土と黒色土が覆土の大半を占め

堆積の様相は人為的な投棄によるものと考える。

構造

平面規模は6.9mx6.3mを測るやや南北に長い方形状である。

床面は16号 Bの床全面に暗褐色土と黒色土の混在土で貼床し16号Aの床面と同一レベルを保ち堅

撤に踏み固められている。

柱穴及びピットは16号Aのものに陰影を付けて明確にした。いうまでもなく 16号 Bの柱穴及び

ピットは貼床を除去した結果検出したものである。柱穴は16号A・B共に住居跡の対角線上に配置さ

れ拡張後のものは拡張前の外側にそれぞれ掘込まれている。
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16号A・B共に 4本の柱をもっ住居と考えられ、 16号Aの東側壁際のピット及び16号 Bの東側に位

置する 2か所のピットはいずれも形態から察して柱穴ではないものと考える。

炉牡は16号Aの床面で検出した。 100cmX70cmの不整な形状で深さは 5cm程度であった。炉底部

はロームの焼化が著しく長期の使用が窺える。

遺物の出土状態

遺物の出土総量は僅少である。土器類は16号A床面以下からの出土は皆無でbあり、大半は16号Aの

覆土内からのものである土器以外に床面上から多量の焼土と若干量の炭化物を検出したが、いずれも

後に投棄されたものと考えられ本跡の火災によるものではない。
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第33図 16号住居跡出土遺物実測図 (1/4)

17号住居跡 〔第34・35図 ・図版 9ー 1)一

遺跡の中央部、台地の平坦部に所在する。

本跡の所在する平坦部は本遺跡の最も遺構の集中するか所で10数軒の住居跡群が密集している。ま

た住居跡の重複も著しいか所であるが本跡は他遺構との切り合いもなく良好な状態で遺存した。

覆土

確認面から床面まで10cm前後の覆土が遺存したが、土層断面の実測は省略した。覆土の主体は暗褐

色土が大半を占める。

構造

平面規模は4.9mX4.3mを測る。北側の壁長が南側より長く、よって歪曲した方形状を呈す。

床面は緩るい起伏があり軟弱である。また東側に比して西側の床面が高く、西から東へ緩るく傾斜
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をもっ。

柱穴は住居跡対角線上に 4か所と東壁寄りに 1か所の計 5か所検出した。柱穴の他に 2か所のピッ

トを検出した。中央からやや西寄りのピットは径20cm深さ20cmを測るが、覆土中の焼土、底部の焼

化の痕跡が認められず炉杜と考えるのは難かしい。性格は不明である。また東側の壁際で検出したピッ

トも径50cm、深さ 10cmで貯蔵穴とは考えられずこれも性格不明である。共に覆土中からの出土遺物

はなかった。

遺物の出土状態

覆土の遺存が少なかったので覆土内の出土遺物は僅少である。西側の壁寄りから 4点の土器小片を

検出したが、他は実測に耐えうるものがなく全て覆土内の出土である。
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第34図 17号住居跡実測図(1/80)
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第35図 17号住居跡出土遺物実測図(1/4)
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18号住居跡〔第36・37図・図版 9-2、32-3 J 

遺跡の中央部、台地の平坦部に所在する。

本跡は耕作による削平が著しく、残存する壁高は西側で13cm、他壁は10cm以下であった。

西側壁の一部は後世の遺構である39号祉によって失なわれているが平面図は実線で図示した。

覆土

覆土の残存は数 cmと薄く、土層断面の実測は省略した。残存部位では黄褐色土を主体に焼土粒の混

在する覆土であった。

構造

平面規模5.6mX4.8mを測る歪曲した方形状である。

床面は全体に小さな凹凸があり軟弱である。また西側が東側に比してやや高くなり、よって東側に

向って緩るく傾斜している。

柱穴は住居跡対角線上に 4か所検出した。いずれも20'""'30cmと浅く、掘込み面の径が小さしh。

北側壁前の東寄り』こ80cmX65cm深さ50cmの貯蔵穴と考えられるピットを検出したが、覆土内か

らの出土遺物はなかった。

床面上に数か所焼土の堆積を検出したが、焼土を除去した後、床面の掘込み、床面の焼化したか所

はなく炉杜は検出できなかった。
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覆土の残存に比して出土遺物は多いと言えよう。接合資料は集中して出土したが復原して完形にな

るものはなかった。

平面図に出土位置を明示したものは全て床面直上あるいは床面からの出土であるが、これらと遺構
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確認作業中出土した遺物が接合する例があり、必ずしも本跡に共伴するものとは考え難い。

また床面近くから焼土の堆積を数か所検出したが、床面の焼化あるいは炭化物の出土等が認められ

なかった。したがって本跡の火災による所産とは考えられず出土遺物も投棄されたものと考えるのが

妥当であろう。
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第37図 18号住居跡出土遺物実測図(1/4)

19号住居跡〔第38・39図・図版11-1J 

遺跡中央部のやや南寄り、台地の平坦部に所在する。本跡は耕作による削平が著しく壁高の残存は

数 cmに過ぎなかった。特に東側の壁は消滅しており平面図では床面の状態と柱穴の位置から復原し

て実線で明示した。

覆土

覆土の残存は数 cmと薄く土層断面の実測は省略した。確認面では暗褐色土と黄褐色土の混在土に

よって住居跡の範囲を視認できた。

構造

平面規模は3.5mX3.3mを測る方形状である。

床面は全面が堅織であったので、壁の立上りが不明瞭なか所も床面の範囲を検出することによって

住居跡規模を知ることができた。

柱穴は 4か所検出した。内 2か所は住居跡の対角線上に位置するが他はややずれた位置にあり、径
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および深さはほぼ同一である。

"， _'';.._ ・4
a ， I、:"::::.¥5 7 

4 @-61 

+8 

+3 

e-50 1 

、• 
.1:>1 

@一58~ ~ 

+1 

。47

+4 ..01 

三重j JE三

、.
」コl

.1:>1 

o 2m 

第38図 19号住居跡実測図 (1/80)

床面で焼土の堆積を数か所検出したが、炉祉と認められるものはなかった。

遺物の出土状態

残存する覆土が薄かったため遺物の出土総量は僅少である。接合した資料は住居跡の北西隈に集中

しており、すべて床面あるいは床面直上から出土した。実測し得た資料はいずれも小片あるいは小片

の接合したものである。
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第39図 19号住居跡出土遺物実測図 (1/4)

-68-
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23号住居跡 〔第40・41図 ・図版11-2、33-1J 

遺跡の中央部、台地の平坦部に所在する。南東部で24号住居跡と重複しさらに溝によって北と南側

の壁の一部を失っている。本町、も耕作による削平が著しく、覆土の残存は数 cmであった。なお遺構聞

の新旧関係は23号住居跡→24号住居跡→溝の順である。

覆土

確認面では暗褐色土とローム粒の混在する覆土であったが、前述のように覆土の残存が薄かったの

で土層断面の実測は省略した。

構造

平面規模は4.5mX4.0mを測る、やや東西に長い方形状であろう。

床面は全体に平坦でトあるが北側が堅撤であるのに比し、南側は軟弱である。

柱穴は南東隈のものを除いて 3か所検出した。

南東部の柱穴は24号住居跡の構築によって消滅したと思われるが、柱穴は 4か所の住居跡であるこ

とは相違ないであろう。

炉±止は住居跡中央部で検出した。東側の一部を溝によって削られていたが、広い範囲に焼土が堆積

し、炉底部の焼化も著ししユ。
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第40図 23・24号住居跡実測図 (1/80)

本跡の東側約1/2は24号住居跡と溝によ って失なっているため遺物は溝から西側の範囲に散在して
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出土した。接合した資料は 1・2が1か所に集中して出土し、 4・5は散在した状態であった。他は

いずれも小片である。

すべての遺物は床面あるいは床面直上から出土したが、遺存状態と出土状況から考えて 1は本住居

跡の共伴遺物と考えたい。

¥トJ ヲ

2 

〉感想恵|、子ミイ3

24号住居跡〔第40・42図・図版11ー 2、12・33-2) 

遺跡の中央部、台地の平坦部に所在する。

23号住居跡を切って構築された小規模な住居跡である。

覆土

8 

遺存状態が良く土層断面の実測を行ったが特記すべき事項はない。暗褐色土を主体に黒色土、黄褐

色土の堆積する覆土である。

構造

平面規模3.5mX3.0mを測る、南北に長い方形状である。

床面は全体に平坦で中央より北側が堅徹であるが南側は軟弱である。

柱穴は 3か所検出した。いずれの柱穴も住居跡の対角線上には位置せず、やや不規則に掘込まれる。

北西隈のピットは本跡に伴うもので60cmX40cm、 深さ17cmである。

炉社は住居跡の北東部に位置し、これも通例の位置と異なるようである。本来この位置に 4か所目

の柱穴が位置すると考えられるが、検出できなかった。炉祉の掘込みは数cmと浅くロームの焼化も少

なかった。

遺物の出土状態

小規模な住居跡ではあるが遺物の出土総量は多かった。平面的には中央付近に少なく住居跡周縁部
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に散在して出土した。覆土の残存が厚かったため覆土の上 ・中層に集中し、床面から出土した遺物は

8・13・16の3点に過ぎなかった。

また11は北西隅のピッ ト内から出土した。
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第42図 24号住居跡出土遺物実測図 (1/4)

25号住居跡 〔第43図 ・44図 ・図版13-1、33-3) 

lOcm 

遺跡の中央部、台地の平坦部に所在する。東側の壁の約1/2は26号住居跡との重複によって失なわれ

る。耕作によって、壁の大半は削平され残存する壁高は 9cm程度であった。

覆土

残存する覆土は僅かな量であったが、土層断面の実測を行なった。観測の結果、褐色土を主体とし

た覆土で、床面近くでは黒色土の混在が認められた。観察か所では自然堆積の所見を得た。

構造

平面規模は3.9mx3.2mを測る。南北に長く、東側と西側の壁長に若干差があるため、全体に歪曲

した方形状である。

床面は全体に非常に軟弱で、検出時にはその断定に困窮した住居跡である。

柱穴は平面図中に深さを明記した 4か所が、その位置と形態から妥当であろうと判断した。

他に 6か所に小ピットを検出したがいずれも浅く、柱穴と断定し難い形態であった。これらの小ピッ

ト群の性格は不明である。
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第43図 25号住居跡実測図 (1/80) 

本跡の床面には焼土の堆積は皆無であり 、床面の焼化部も認められなかった。炉祉は検出できなかっ

たが、あるいは炉士止をもたなかったのではないかとも考えられる。

遺物の出土状態

出土遺物の総量は僅少である。出土層位は残存した覆土の中位、すなわち床面直上であるが、床面

に密着したものはなかった。平面的には南壁の際に集中した。

1の小形斐は復原して完形となり、出土層位も床面の直上であることから本跡に伴う遺物としてよ

いだろう。

4 

円 ミ~
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第44図 25号住居跡出土遺物実測図(1/4)
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また、堆積の様相は西側つまり谷津側からの土砂の混

平面規模6.9mx6.7mを測る、大形の住居跡である。各壁長はほとんど同一であるため、平面形は

本跡は壁溝をもち、西側の一部を欠くほか全周する。幅20cm、掘込みの深さ10cm前後で一定する。

また、本跡の

土層断面の観察ではいわゆるレンズ状の自然堆積とみてよいだろう。覆土は暗褐色土が大半を占め、

台地の平坦部に所在し、 25号住居跡を切って構築される。東西を走る溝によって覆土の一部と東 ・

2m 

西側の壁上部の一部を失っているが、住居跡の掘込みは深く、良好な状態で遺存した。

、
..01 

..o! 

¥ 

。

床面は全体に平坦に構築され、柱穴で固まれた内側は特に堅微な状態である。

覆土内からは多量の遺物を検出し、当該時期の貴重な資料を得ることができた。
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柱穴は住居跡対角線上に 4か所検出した。いずれも掘込みは深く、整った形態である。

他に炉祉西側に 3か所、北隅に 1か所、南隅壁溝内に 1か所、貯蔵穴内に 2か所計 7か所の小ピッ

トを検出した。炉牡西側の小ピットは12~13cm の深さで掘込みの形態は一定していない。それらの位

置からは支柱穴とは考え難いが、炉祉の近辺に位置することから、あるいは土器類を保持するための

ピットとも考えられる。

いずれにしても確証はなく他のピット共々性格は判然としない。

東側壁の中央やや北寄り、壁際で貯蔵穴を検出した。 165cmx80cmの長方形状に掘られ深さは35cm

程度である。覆土内から23・30の遺物を検出した。

炉祉は床面中央からやや西寄りに位置する。

焼土を除去した炉牡は不整な形状を呈し深さは 7cm前後と浅い。炉底部の焼化は著しく掘込みの

周縁にまで及んでいる。平面図では本来陰影をつけて炉祉の位置を明示するところであるが、本跡は

遺物の出土が多く繁雑になるのを避けるため破線でその位置を示すに留めた。

遺物の出土状態

調査中、出土状況図に印した遺物は、 500余点に達するほど多量で、あった。言うまでもなく覆土の上

層から床面に出土したものまでの総量であるが、その比率は上層34%、中層37%、下層18%、床面(床

面直上も含む。) 11%であった。つまり、出土遺物の71%までが中層以上の覆土中の出土であり、本跡

に共伴するものは極めて少ないものと言えよう。

平面的には住居跡全体に散在した状態で出土しており、接合した資料も広い範囲に散乱している。

床面がら出土し、かつ完存あるいは復原して完形となったものは10・11の警と25の台付聾の 3点に過

ぎなかった。これらは本跡の共伴遺物と考えてよいだろう。

平面図中、同一個体は記号と番号によって出土地点を明記することとした。記号と遺物番号の対応

は平面図に併記したので参照されたい。

28号住居跡 〔第49図〕

遺跡の中央部からやや東に寄った台地の平坦部に所在する。 29号住居跡と重複し、北側壁の約2/3を

失っている。また耕作による削平が著しく覆土の遺存は僅かで覆土内からの出土遺物は皆無であった。

本跡の確認、面では、黄褐色土に暗褐色土の混在する覆土で所在を確認できたが、調査の結果、壁高

の遺存は数 cmに過ぎなかった。

平面規模は4.9mx3.9mを測る長方形状である。床面は全体に平坦であるが、軟弱な状態である。

南側で 2か所の小ピットを検出したが、共に浅く掘込み径も小さく柱穴とは考え難い。炉祉の痕跡

も検出できなかった。

出土遺物は前述したように皆無で、本跡の時期を決定すべき資料は得られなかった。
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29号住居跡〔第49・50図・図版36)

'..oijl 

戸。!

2m 

台地の平坦部に位置し、 28号住居跡を切って構築される。本跡も耕作による削平が著しく、覆土の

残存は20cm前後で、壁高の大半を失っている。

覆土

残存部位は僅かな厚さであったため土層断面の実測は省略して、所見を記するに留めた。

覆土の大半は暗褐色土が占め、黒色土、黄褐色土が混在し、床面近くで若干量の焼土粒がみられた。

構造

平面規模6.2mX4.9mを測る、東西方向に長い方形状である。

床面は全体に軟弱で、周縁部に比して中央部がやや凹んだ状態である。

柱穴及び炉牡は検出できなかった。

遺物の出土状態

出土総量は僅少である。平面的には住居跡東隅に多く、接合した資料は狭い範囲に集中している。

出土層位は、残存した層の中位のものが大半を占め、床面より出土された遺物の内、実測に耐え得

るものはなかった。

復原して完形となった第50図4の査も中位からの出土遺物である。
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第50図 29号住居跡出土遺物実測図 (1/4)

30A号住居跡 〔第51・52図 ・図版15-1、37J

台地の西側斜面寄りに所在し、 30B号住居跡の埋没後にほぼ同位置に構築される。本跡の床面の約

1/2は30B号住居跡の覆土を固めただけの状態であった。

覆土

暗褐色土 ・褐色土 ・黒色土が充満し、自然堆積の様相を呈す。中層以上の各層位中にローム粒の混
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構造

平面規模は9.2mX9.1mを測る整った正方形状を呈する大形の住居跡である。

床面は前述したように30B号住居跡の覆土を固めて使用しているため、全体に軟弱な状態である。

壁溝は東壁と南壁で検出した。幅20cm、 深さは 5cm前後で浅く、他所には検出できなかった。

柱穴は 4か所検出した。平面図中に横位の平行線スクリーントーンを貼付したものが本跡の柱穴で、

西側の 2か所は30B号住居跡の覆土中に掘込まれている。

南東の隅部に貯蔵穴をもち、長軸1.2m、短軸1.1m、深さ70cmを測る。覆土内及び底部からの出土

遺物はなかった。

炉祉は検出できなかった。

遺物の出土状態

遺物は、北西の隅部及び南東の隅部に集中して出土した。出土総量はかなり多く、実測可能なもの

が比較的多かった。完存する土器類はなかったが、復原して完形となったものに22の杯 1点がある。

遺存度と出土層位の両者を満足する遺物が少なかったが、坪と石製の双孔円盤は本跡の時期決定に

とって貴重な資料となろう。

30B号住居跡〔第51・53図・図版15・38-1) 

30A号住居跡の床面で所在を知ることができた住居跡である。 30A号住居跡の構築によって、覆土

の大半と壁の上部を削除されている。

覆土

残存する覆土は、黒色土と暗褐色土を主体とし、全体に黒味を帯びる色調である。 30A号住居跡の

床面とされていたため、非常に堅く締まった覆土である。

構造

平面規模は6.2mx5.9mを測る、やや歪んだ平面形である。

床面は全体に堅轍であるが、小さな凹凸が多く中央付近がやや凹んでいる。

壁溝は南壁と西壁の一部を除いて検出できた。幅は20cm、深さは 5cm程度である。

本跡の柱穴は縦の平行線スクリーントーンを貼付して明示した。他の小ピットはいずれも浅く、性

格は不明である。

炉祉は検出できなかった。

遺物の出土状態

覆土の遺存が少ない割に、出土総量は多かった。しかし、完存あるいは復原して完形となる遺物は

1点もなかった。

接合資料は住居跡全体に散在した状態で出土しており、 30A号住居跡の覆土内出土遺物との接合例

もあった。

出土した遺物はいずれも床面上20cm以下のものであり、本跡に共伴する可能性の強いものである
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30B号住居跡出土遺物実測図 (1/4)

6 

第53図

32号住居跡〔第51・54図〕

30A号住居跡が本跡と重複して構築されているため大半を失い、耕作時の削平と相挨って僅かに痕

跡を留める程度である。

確認した面では周囲との土色にわずかな差が認められる程度の状態であった。

これをもって住居跡規模とした。覆したがって、住居跡の範囲はこの土色の差を基に調査を行い、

土については解説を要する程遺存しなかったため省略した。

平面規模は明らかではないが、検出できた南壁で4.5mを測る。おそらく他の壁長もこれと大差ない

規模の平面形であろう。検出した範囲では床面は軟弱であった。柱穴はやや近接して 2か所に検出し

た。

出土遺物は全て確認面で検出したものである。
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なお、 3軒の住居跡の新旧関係は32号住居跡→30B号住居跡→30A号住居跡の順である。

o 10cm 

第54図 32号住居跡出土遺物実測図(1/4)

33号住居跡 〔第55"-'58図 ・図版16・38-2、39-1) 

遺跡の中央平坦部に所在し、他遺構との重複もなく遺存状態は良好である。

覆土

堆積の様相は自然堆積を思わせる層序であるが、中層より上からは多量の出土遺物があり、埋没完

了以前に人為的投棄が行なわれている。覆土は褐色土、黒色土、暗褐色土の順に堆積し、暗褐色土が

全体の約2/3を占める。

構造

平面規模は7.4mX5.5mを測る、小判形である。

床面は全体に平坦に構築され、柱穴で固まれた内側の範囲は周縁部に比して堅搬な状態である。

壁溝は北側を除いて検出した。幅は10cm程度で掘込みの深さは 5cm前後と浅かった。

柱穴は主柱穴と考えられるものは5か所検出した。住居跡対角線上に位置する4か所はいずれも70cm

前後の深さをもち、径もほぽ同じであるが南側の柱穴(ー25) はやや位置的にずれており、主柱穴と

して扱うには疑問が残った。壁際で5か所の小ピットを検出したが、掘込みの深さは一定せず、位置

的な面からもこれらを支柱穴と即断することはできない。したがって、ここでは壁際に小ピットを検

出した事実を報告するに留めることとした。

炉祉は、住居跡中央からやや北に寄った位置に検出した。焼土の堆積範囲は75cmX65cm、厚さは 8

cm程度である。炉牡底面は焼化が著しく長期間の使用が窺える。

遺物の出土状態

本跡は多量の遺物を出土し、出土総量は450余点を数える。平面的には住居跡全面に散在した状態で

あるが、出土層位は上 ・中層のものが全体の80%を占めた。

接合資料は広い範囲に散乱し、接合例も上・中層に集合している。接合して完形となるものはなく、

実測し得た遺物も遺存は悪かった。

-84ー



lσ 

A~~O\\ 

!ロ:

a 

主

l'プ +65 

一予言 "'2 

42 
.. -62 .18 • 

256937 38 (Q) ;.~ • -74 ・40
..33. 

。25 .. 
@22 a‘ 

• • 16 37 • 
• 8 。4.4 Q}，28 .. .. 

41 ~・43
@ 

07・匂10• .: 0e~ 回
• .15 • 

11 も ‘x 

10S卦7G01、FSzZFa・9 

@ 
@ 

@ 

23<!' 6) 0'34 
-68 九

@ 

10 

10:， +49 

個

第 2篇船尾町田遺跡 (CN709) 

『そヰ斗~

A' 

+57 
F 

a 

， 
a 

。l
企 l'
~3 
目 4
・6
e 10 
4il12 
x 14 
・16・17
図 28
企 30

¥_s呈

12Z歪
。 2m 

第55図 33号住居跡実測図(1/80)

-85-



3 

5 

6 

寸
グ
ハ
鴻

。 lOcm 

第56図 33号住居跡出土遺物実測図(1/4)

-86-



p、
司
D

(申¥【)図嘉悦套刑刊司富田川担hu的的図邑憾

|
も

お

~
~
 

I~
~
 

ト、

U
コ

/j
 U/
!
j
i
 

/lwjlJ 

(目。ドZυ)山富剣田」[EM札口唱興NMm

Cコ

ぽ尽
〆ク

司
-

F
 

e、4

|
 

<
:
)
 



4斗33

30 

ぽ31

27 

/I!I~~ 
ょ瓦35j;~29 

①
l

『

℃ヒえ8¥七二卜てイ
¥ーとプ41¥込監140 ¥グ1/111111ト J ヲ39

44 

\上~3、とふEミグ 42
lOcm 。

5cm 。
33号住居跡出土遺物実測図(1/2・1/4)第58図

34号住居跡〔第59・60図・図版17、18-2、39-2) 

遺跡の中央平坦部でやや北寄りに所在する。

本跡の所在するか所は、住居跡4軒と 3号墳周溝とが複雑に重複し、本住居跡は35号住居跡の構築

によって約Kを削除されている。

覆土

覆土の遺存は約 5cmと薄く、土層断面図の作成は省略した。確認面では黄褐色土に暗褐色土の混在

する覆土が視認できた。

構造

平面規模は5.1mx4.2mを測る、南北に長い方形状である。耕作時の削平によって残存壁高は北側

で9cm他は 5cm前後である。

床面は西側の壁際付近が中央部よりやや高くなっているほか平坦であるが、全体に軟弱である。

柱穴は 3か所検出した。 35号住居跡の構築で南東側の柱穴は検出できなかったが、検出した柱穴の

位置から推察して 4本の柱をもっ住居であろう。

床面で若干量の焼土の堆積を数か所で検出したが、焼土を除去した結果床面に焼化の痕跡を遣すも

のはなく炉杜は検出できなかった。

遺物の出土状態

覆土の遺存が少なかったため、遺物の出土総量は少なかったが、比較的遺存度の良いものを検出で
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きた。実測し得た遺物はすべて床面あるいは床面直上から検出したものである。

1の台付護と 5の高坪は東側の壁際で押し潰ぶされたような状態で出土した。出土状態と遺存度か

ら本跡に共伴するものと考える。 1の台付聾の下から 7の器台が出土した。平面図中に記載できなかっ

たので付記しておく。
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35号住居跡 〔第61"-'63図 ・図版17・19・40J

遺跡の中央平坦部に所在し、 34号住居跡、 36号住居跡、 37号住居跡をそれぞれ切って構築している。

覆土

暗褐色土と褐色土が交互に堆積し、床面近くではローム粒の混在が認められる。

堆積の様相は自然堆積と考えられるが覆土の中・上層から遺物の出土が多く、埋没完了以前に人為

的な投棄が為されたようである。

構造

平面形、柱穴の位置あるいは壁溝の形態などの観察から周到な企画のもとに構築されたと考えられ

る。平面規模は6.2mx6.2mを測る整った正方形状である。床面は凹凸もなく平坦に踏み固められた

ようで全体に堅くしまっている。壁溝は、床周囲を全周し幅、深さ共ほぽ一定の数値を保つ。

柱穴は正確に住居跡の対角線上に位置し、 4本柱の構造である。

炉土止は中央から北に寄った位置で検出した。 150cmx90cmの不整な長円形で掘込みの深さは 8cm 

程度である。炉杜底面のローム土の焼化は著しく長期間にわたって使用されたと考える。
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遺物の出土状態

)l~g 

30 

平面的には住居跡の北半部に集中し、散乱した状態で出土した。遺物総数は400余点を数えるが、完

存するものあるいは復原して完形となるものは、出土総量に比して極めて少なかったと言えよう。

比較的遺存度の良いものは下層から床面の聞に多く、中~上層にかけては遺存度の悪いものが多

カ〉つナこ。

完存する遺物は15の塞が 1点のみで床面で検出した。本跡の遺留品と考えてよいだろう。

実測し得た資料中、完形品としてもよい遺存度の17と20は共に床面から浮いた層位中で検出したも

のである。接合した資料は広い範囲に散乱した状態で出土するものが多かった。

36号住居跡 〔第64~66図 ・ 図版18- 1 、 20 ・ 41-1J 

遺跡の中央平坦部に所在し、北隅と東隅を36号住居跡、 3号墳周溝によって一部削除される。

床面から移しい量の炭化材が出土した火災住居である。

覆土

火災を受け廃絶された後、ごみ捨て場と化したようで土層は乱れ、同一層序が広く堆積する部位は

ない。床面付近では黒色土が多く、中 ・上層にロームフゃロックの混入が目立つた。

構造

平面規模は5.6mX5.2mを測る、整った正方形状である。

床面は全体に小さな凹凸があり、特に周縁部に著しい。柱穴に固まれた中央部は堅撤である。

柱穴は住居跡対角線上に 4か所配置されているが、やや内側に偏した位置である。

炉士止は西側の柱穴間で検出した。 1l0cmx60cmの長円形を呈し、深さは10cm前後である。炉杜床

面の焼化はさほど著しい状態ではなかった。
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第 2篇船尾町田遺跡 (CN709) 

南西隅の壁際で60cmx50cm、深さ40cmのピットを検出した。柱穴と考えるには位置的に不自然で

あり、やや小規模ではあるが、貯蔵穴であろうと考える。

遺物の出土状態

床面から移しい量の炭化材が出土し、火災を受けた後、廃絶されたことを物語る。

火災の前後かは確証となる資料がないが、住居内の土器類は搬出されたようで、炭化材の下部から

の遺物の出土は少なかった。

床面からではなくやや浮いた位置ではあるが、 3個体(7・8・10)の完存・完形品が出土してお

り、本跡に共伴する遺物と考えてよいだろう。他の実測し得た遺物は大半が炭化材と同じか上のレベ

ルで検出したもので住居廃絶後の投棄によるものである。

土層断面の観察では廃絶後、埋没が完了するあいだ間断なく投棄が続いたと考えられるが、遺物の

出土は炭化材よりやや上のレベルに集中し、それより上の層中からの出土はほとんどみられなかった。
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第 2篇 船 尾町田遺跡 (CN709) 

37号住居跡 〔第67・68図 ・図版21・41-2 J 

遺跡の中央平坦部に所在する。 35号住居跡に一部を削除され、 3号墳周溝は本跡の覆土中に構築さ

れ床面下にまで達している。さらに耕作時の削平と相挨って遺存状態は劣悪だったが、床面、柱穴内

から遺存度の良い資料を得ることができた。

覆土

観察か所では約1/3の範囲を 3号墳周溝によって削除され、覆土の遺存度は僅かである。遺存部位で

は暗褐色土、褐色土を主体とした覆土で堆積の様相について特記すべき事項はない。

構造

西側の壁が35号住居跡によって削除されているため全容は知り得ないが南と北の壁間で6.3mを測

る。柱穴の配置から推察すれば、本跡は正方形に近い形状と考えられるので一辺6.3m前後の平面規模

として大差ないであろう。

床面は古墳の周溝によって削除された部位であるが、遺存部の観察では小さな凹凸の多い全体が軟

弱な状態である。

柱穴は 4か所検出した。北西に位置する柱穴がほぼ円形で深さ55cmに対し、他の柱穴は長円形状で
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第 2篇船尾町田遺跡 (CN709) 

80cmの深さに掘込まれている。位置は、住居跡対角線上からはずれておりやや不自然な配置である。

壁溝は東側と南側で検出できたが、北側には検出できなかった。幅20cm、深さは 5cm前後である。

南西の隅部で85cmX70cm、深さ20cmのピットを検出した。ピット内の覆土を除去したところ掘込

みは浅く、当初このピットを貯蔵穴とすることに抵抗をもった。しかし、床面で落込みを確認できた

こと、覆土内の掘込みが床面に達したものではないことなど明らかに本跡の床面に掘込まれたもので

あることから貯蔵穴として扱った。

炉祉は古墳の周溝によって削除されたらしく、遺存する床面には検出できなかった。

遺物の出土状態

遺物の出土総量は少ない住居跡である。平面的には南東隅部の床面から出土するものが多かった。

北側に位置する柱穴の覆土内から遺物が出土しており、 7の台付護は柱穴底面で横位の状態で検出し

た。このような完存品が柱穴底面から出土した例は本跡のみである。

接合した資料は広い範囲に散乱した状態で出土しており、床面で検出した 6の台付聾は復原して完

形となったものの共伴遺物とは考え難い。

遺存度と出土状態からすれば 7の台付斐は共伴遺物の可能性が強いものと考える。

40号住居跡〔第69・70図〕

遺跡の中央平坦部に所在し、 24号住居跡の構築によって北東隅を削除されている。本跡は住居跡群

の中に所在するが、遺構の確認段階ではその所在は確認できなかった。後の試掘によって所在を知っ

た住居跡である。

覆土

住居跡外との区別が不明瞭な覆土である。黄褐色土の単一層であったため、確認面のローム土とほ

とんど差がなく、調査の経過に伴って、乾燥度の差が生じたことにより本跡の落込みに気づいた次第
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第69図 40号住居跡実測図(1/80)
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である。

構造

平面規模は3.2mX2.8mの小規模な方形状である。

床面は東から西へ向って低くなり、全体に軟弱で平坦でなし3。また、柱穴 ・炉壮等通例の住居跡に

みられる施設は皆無で、ある。

遺物の出土状態

出土遺物の総数は土器小片が数点に過ぎなかった。実測に絶え得る遺物は図示した査の口 ・頚音問、

片 1点だけである。

出土遺物

1. 査 口・頚部1/4・口径 (110)。口 ・頚部は内外面共ヨコナデを施す。胴部は外面に刷毛目、内

面はナデが施される。覆土内から出土した。

4 。 lOcm 

第70図 40号住居跡出土遺物実測図(1/4)

46号住居跡 〔第71・72図 ・図版22-1、42-1J 

3号墳の墳丘下に所在し、調査区の東端で検出した。近世に構築された溝によって北壁と西壁の一

部を削除されたが、遺存状態は良好である。

覆土

土層は細分されているが、主体は暗褐色土と褐色土で、それぞれに混在する土砂の差によって区分

した。堆積はレンズ状の自然堆積とみてよいだろう。

構造

平面規模は5.7mX4.9mを測る、南北にやや長い方形状である。

床面は凹凸もなく全体に平坦に構築されているが、やや軟弱な状態である。

壁溝は北側の一部と南東隅を除いて検出した。幅、深さ共に一定に掘込まれる。

柱穴は 4か所検出したが、いずれも住居跡の内側に偏した位置である。

炉4止は住居跡の中央から北寄りで検出した。 80cmX70cmの範囲で焼土の点在があり、覆土を除去

したところ焼土量は少量でトあった。しかし、炉壮底面のローム土の焼化は著しく長期間の使用が窺え

る。

遺物の出土状態

出土総量は200余点を数えるが、小片が大半を占め、実測に耐え得る遺物は僅少である。

実測し得た遺物の内で、床面から検出したものは 1の整のみで、他はいずれも覆土内からのもので

ある。
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第72図 46号住居跡出土遺物実測図 (1/4)

51号住居跡 〔第73図〕

3号墳の北側に隣接し、調査区内で最北に位置する住居跡である。区域外に全体の約1/2がかかった

ため、全容を調査することはできなかった。

覆土

調査区の画する線上で土層断面の実測を行なった。覆土の主体は褐色土で、北側からの流入が著し
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い堆積の様相である。全体にロ}ム粒、ロームプロックの混入が目立つ覆土である。

構造

検出できた部位では、南北方向で2.9mを測る平面規模である。平面図からは東西方向の規模はこれ

より長いものと考えられ、長方形状の平面形であろう。いずれにせよ、小規模な住居跡で本遺跡の中

では40号跡が類似し例外的な形態である。

床面は平坦であるが、軟弱である。調査範囲内では柱穴を検出することができなかった。

床面の北寄りで55cmX40cmの炉祉を検出した。覆土中の焼土の量は僅少で、炉底面の焼化も少な

かった。炉祉の東側に35cmx30cm、深さ 8cm程度の小ピットを検出したが、貯蔵穴あるいは住穴と

考えるには形態上妥当とは考え難く、性格については不明瞭である。

遺物の出土状態

床面上から焼土の堆積を検出したほか、覆土内の出土遺物は皆無であった。
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第 2篇 船 尾町田遺跡 (CN709) 

4章 その他の遺構の調査

1.溝状遺構

本遺跡の調査において計12条の溝状遺構を検出した。各溝の形態、規模、方向等は不統一で、各々

有機的な関連をもつものではなく、また、時期を決定する資料にも之しく、いずれも性格的に不明瞭

なものばかりである。

例外的に 3号牡のような棚列と考えられる遺構もあるが、この項に包括して報告することとした。

なお、溝状遺構については、個別に実測図あるいは写真図版を掲載しなかったので、全測図、航空

写真等を参照されたい。

2号士止

調査区の最南端に位置し、 2号墳の前方部に隣接して、北西~南東に走る溝である。両端部では徐々

に深さを減じてついには消滅している。確認面で、は幅80cm~100cm、 深さは最深部で約50cm を測る。

溝の断面は U字状を呈し、底面は平坦でない。覆土内からは土器小片数点が出土したが、実測に耐え

るものではなかった。時期、性格共に不明である。

3号祉 〔第74図〕

調査区の南端に位置し、 2号墳とほぼ並行して北東から南西方向に走る溝で、溝底には等間隔でピッ

ト状の掘込みが並ぶ。

本土止も両端部に向って徐々に深さを減じ、ついには消滅している。

確認面での幅は約 2m を測る。溝底のピット列は約 2mの間隔で掘込まれ、深さは確認面から

70~80cm である。

本社は位置的には台地の東側縁辺に沿う方向に向いており、台地東側は現地形では急角度の斜面で

谷に落込んでトいる。

本社の形態と位置から考えられることは、おそらく台地上で飼育する家畜類の落下、逃走を防止す

るために設けられた囲いのための柵列であろうと考える。

覆土内からの出土遺物は土器小片が数点あったのみで、実測し得たものは 2点に過ぎなかった。

出土遺物

1. 輩。底径は推定値で80mm。図示部の1/3が遺存。外面はへラミガキされ、下端部に刷毛目を残

す。内面は刷毛目。底面は、乾燥時の敷物の痕を留め、籾痕を 4か所確認した。

2.聾。口径は推定値で'160mm。図示部の1/5が遺存。口縁部の内外面共にヨコナデされ、胴部は内

外面共にへラナデされる。

1 • 2共に覆土内の出土遺物である。

-101 



4号士止

yLJ-l二二《

、さil里子
。 lOcm 

第74図 3号祉出土遺物実測図 (1/4)

2号墳と 3号牡の間隙に位置し、南西から北東へ走る、僅かに遺存する溝である。構築当初から浅

い溝と考えられ、耕作時の削平によって大半は消滅している。遺存部での最大幅1.8m、深さは10cm程

度で、掘込みの形態等詳細は知る術もない。

11号士止 〔第75図〕

2号墳の後円部に接するように、北西から南東に走る直線的な溝である。南東端で 3号牡と交錯し、

本祉は 3号壮を切って堀込まれている。また、本土止の方向は本遺跡の所在する台地を東西に縦断する

ような方向である。

最大幅は2.8m、深さは70~80cm を測る。断面は上部の聞いた U 字状を呈し、北側の立ち上りは緩

るい傾斜であるのに対し南側は急角度である。

覆土内からの出土遺物は以下の通りである。

~JI'Fì) ~ 

。 lOcm 

第75図 11号祉出土遺物実測図(1/4)

15号祉 〔第76図〕

遺跡のほぽ中央部、23号住居跡の北で31号祉と交錯する地点から北東へ 6mの付近で南東へ転じ、

26号住居跡と重複して再び北東へ転じ 6m程で消滅している。あるいは31号t止と一連の溝とも思われ

るが、その確証はなく別個に扱うこととした。
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第 2篇船尾町田遺跡 (CN709) 

最大幅は 1m を測る部位もあるが、平均すると80cm程度である。 深さは40cm前後と浅く断面は上

部の聞く U字状である。

覆土内からの出土遺物は以下の通りである。

。 lOcm 

第76図 15号杜出土遺物実測図 (1/4)

27号I止

調査区の東端で、南西から北東に向ってほぼ直線的に延びる溝である。北東端では 3号墳の周溝を

貫いて消滅し、南西端では徐々に浅くなってこれも消滅している。

最大幅は 1m 前後、深さは 10~20cm と浅い。断面の形状は底の平坦な鍋底形である。

覆土内からの出土遺物はなかった。

31号土止

l号墳の周溝と交錯する地点から30号住居跡、 23号住居跡、 11号牡と重複し、 2号墳の後円部周溝

を貫いて、 12号住居跡をかすめた後消滅している。延長約50mに及ぶ不規則に屈折する溝である。確

認面での幅は一定せず、最も広い部位で 1m、最狭部で50cm程度である。深さも同様で、 10数 cmか

ら最も深い部位でト50cmと一定していない。

覆土内からの出土遺物はなかった。

45号士止

1号墳の周溝の内側に位置し、北端では周溝と交錯するところで消滅している。 一見、墳丘下に構

築されたようにもとれるが、周溝の遺存部から南側の周溝を復原してみると、本牡は周溝の外側まで

続いており、墳丘下にあったものではないことが明らかである。

確認面で、の幅は80cm~ 1 m、深さは30cm前後を測る。断面は U字状である。
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覆土内から出土遺物はない。

47号土止

3号墳の周溝の内側から北へ延び、46号住居跡と重複して周溝を貫き、 48号祉の覆土を削除して北

西へ続いた後消滅する。幅は 1mから2.8m、深さは30cmから50cmで、幅、深さ共不均一な溝であ

る。断面は浅い U字状である。

覆土内からの出土遺物はない。

49号士止

1号墳北側の周溝から約 8m北に延び、東に屈曲して13m続いた後立上っている。

本社と重複して、大小のピッ トを検出したが、いずれも本社の覆土を掘込んだものである。幅は上

端線でちO""'120cm、深さは約30cmを測り断面形は鍋底状である。

覆土内の出土遺物はなかった。

53号士止 〔第77図〕

調査区の北端部をほぽ東西に走る直線的な溝である。平坦部での幅は狭いが谷津に向うにつれて広

がっている。平坦部では上端線の幅は60cm、調査区の西端部では 1 mを測る。

断面は底の平らな U字状である。

。

L Lf 

3 
CD 

し上J
。 5cm 

第77図 53号祉出土遺物実測図 (1/2・1/4)
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第 2篇船尾町田遺跡 (CN709) 

覆土内からの出土遺物は以下の通りである。

1.整の底部1/3。底径は推定で99mm。内外面共へラナデが施こされる。底面には平組みの網代目

が残る。

2.土玉。完存。径30mm、中央に径 5mmの貫通孔を穿つ。

3.鉄製品。鎌の一部であろう。現存長62mm、厚さ 2mm。

54号士止

調査区の北端部に位置し、孤状を呈する溝である。

本土止の南端で53号士止と重複しており、当初は一連の溝とも考えられたが、 53号祉が本社を切って構

築されていることから別個の溝である。本社は確認段階でその形態から、あるいは古墳の周溝の可能

性も考えられたが、調査区内の状況では確証となる資料は得られなかった。

上端線の幅は60'"'-'100cm、深さは最深部で30cmと浅く、幅 ・深さ共不均一な溝である。

覆土内からの出土遺物はなかった。

2.土墳

本遺跡の調査で計10基の土墳を検出した。

各土墳の規模 ・形態は各々異なり、 42・44号祉のように土墳として扱うにはやや抵抗があるものも

含めたが、以下 ・各々について報告する。なお、いずれの土墳も覆土内からの出土遺物はなかった。

21号I止〔第78図・図版22-2) 

2号墳の後円部東側、周溝の内側に所在する。

覆土は暗褐色土 ・褐色土 ・黒色土が充満し、自然堆積とみてよいだろう。

平面形は小判形を呈し、上端線でト長軸230cm、短軸110cm、深さは最深部で'40cm を測る。

長軸方向では土墳底は平坦にみえるが、短軸方向の観察では緩るく波打ち、断面は鍋底形である。

壁の立上りは直線的で、垂直に近い。

22号士止 〔第78図 ・図版22-2) 

2号墳の後円部東側、 21号土止の北側に隣接して所在する。形状からは 2基の土壊とも考えられるが、

ここでは l基の土墳として扱う。

覆土は暗褐色土 ・褐色土を主体とし、褐色土が大半を占める。堆積の様相は自然堆積とみてよいだ

ろう。

平面形は長円形状の土墳が 2基並列したような形状を呈している。上端線の長軸は220cm、短軸は北

側で150cm、南側で140cmを測る。

土墳底の形態は、北側では中央付近がやや高くなり緩るく波打ち、南側は平坦である。壁の立上り

は傾斜をもち、大きく上端部の開く断面形状である。
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第78図 21・22号杜実測図 (1/40)
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39号士止〔第79図 ・図版23-1) 

台地平坦部に所在し、 18号住居跡を切って構築される。

覆土は褐色土が主体で、自然埋没の様相を呈す。各土層中に黒色土、ローム粒の混入が目立つ覆土

である。

平面形は、上端線で径190cmのほぼ円形を呈し、底面の形状も相似形に近い。底面は緩く波打ち、

平坦ではなしユ。壁の立上りは垂直に近く、深さは55cmを測る。
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第 2篇船尾町田遺跡 (CN709) 

司 咽.

A / 
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司・
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第79図 39号祉実測図(1/40)

41号I止 〔第80図 ・図版23-2) 

台地平坦部に所在し、 28号住居跡の床面で検出した。

覆土は中層以下にローム ・ロームブロックが充満し、壁の検出が困難であった。中層以上は暗褐色

土 ・黒色土が覆土の大半を占めた。 土層は複雑に細分したが、堆積の様相から、自然堆積とみてよい
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第80図 41号祉実測図(1/80)
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だろう。

上端線での平面形は長円形を呈し、長軸・短軸方向共に、徐々に幅を減じながら掘込まれる。中位

付近からは、短軸方向はほぼ同じ割合で幅を減じつつ底部に至るが、長軸方向はフラスコ状に大きく

張り出すように広げられ、北側では上端線より外側へ60cmにも及ぶ。

短軸方向の断面は、底の平らな V字状で、底部の幅は30cm程度である。

土墳底は中央部の僅かな範囲に平坦部がみられ、周縁に向って高くなっている。

上端線で、長軸310cm、短軸190cm、深さは最深部で230cmを測る。張り出し部の最大値は330cmで

ある。

43号祉〔第81図〕

台地の平坦部に所在し、 34号住居跡の床面で検出した。

覆土は上半部で暗褐色土を主体とし、下半部ではローム・ロームブロックが主体である。底部付近

ではロームブロックの堅い層が堆積し、当初これを底部と錯覚したほどであった。

土層断面図は省略したが、土層の区分は複雑を極め、特に壁際では崩落のためか、小ブロ ックに細

分せざるを得なかった。全体の印象では、底部付近は壁の崩落によるロームブロックが堆積した後、

小規模な崩落と自然堆積が併行して埋没したと考えられる。

平面形は不正な長円形を呈し、上端線で長軸440cm、短軸270cm、深さは最深部で'220cmを測る。本

土止は中位付近で、大小の横穴状の掘込みか所が3か所あり、特異な形状である。

長軸方向の断面は中位にくびれをもっ鍋底形であるが、短軸方向は不整形を呈する。土墳底は中央

部が凹み、周縁部に向って徐々に高くなっている。
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第81図 43号祉実測図(1/80)
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42号士止 〔第82図 ・図版24-1) 

台地の平坦部に所在し、本社の一部は19号住居跡の構築によって削除される。

覆土は褐色土を主体とする、自然堆積である。

平面形は不整な形状で、長軸380cm、短軸は100'"'-'170cm、深さは最深部で'40cm程度である。本祉は

ほぼ東西方向に長軸をもち、北側の立上りが緩い傾斜であるのに対し、南側はほぼ垂直である。土墳

底は平坦でドなく小さく波打つような状態である。

10"' |σ 

a 

三一一一
o 2m 

第82図 42号祉実測図(1/80)

44号士止 〔第83図 ・図版24-2) 

台地の西斜面寄り 、30号住居跡の西側3mの地点で検出した。

， 
a 

， 
a 

A 

非常に掘込みが浅かったために、土層断面の実測は省略したが、確認面では暗褐色土の落込みであっ

た。

平面形では不整な形状を呈し、長軸275cm、深さは10cm前後を測る。ほぽ中央部に50X40cm、深さ

数cmの凹みがあり、少量の焼土を含む覆土が充満していた。しかし、底面の焼化は認められない。

本土止はソフトローム中に構築されているため底部は軟弱である。
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第83図 44号祉実測図(1/80)
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50号祉〔第84図〕

台地の西斜面寄り、 1号墳の北 6mの地点に所在する。

覆土は単純に 2つの層に分けられ、上層に暗褐色土、下層に褐色土が堆積する。

平面形は整った小判形を呈し、底部の形状も同様である。長軸190cm、短軸105cm、深さは40cmを

測る。土墳底は中央部が最も深く、周縁部に向ってやや高くなっている。

本社もソフトローム中に構築されたため、墳底は軟弱である。

三O!:1
三金2-----!__/長

o 2m 

第84図 50号社実測図(1/80)

58号祉〔第85図〕

調査区の最南端、東側の斜面寄りに所在する。

覆土は黄褐色土が大半を占め、中層以下にはロームプロックの混入が多い。堆積の様相は自然堆積

とみてよいだろう。

平面形は整った小判形を呈し、底面も相似形である。平面規模は長軸170cm、短軸95cm、深さは120

cmを測る。

長軸方向では、西側に張り出し部があり上端線から外側へ30cm掘込まれる。東側ではほぽ垂直に立
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第85図 58号祉実測図 (1/80)
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上っている。短軸方向での断面は底面の平坦な V字状である。

土壌底は西側は最も深く、東側が高くなる状態である。

59号士止 〔第86図〕

調査区の最南端、東側の斜面寄りに所在し、 58号祉の南 3mにある。

覆土は下層がロームブロック、中層が黄褐色土、上層が暗褐色土をそれぞれ主体とし、全体にロー

ムブロックの混入が目立った。

堆積の様相は自然堆積とみてよいだろう。

平面形は不正な長円形を呈し、長軸方向の断面はフラスコ状である。

平面規模は長軸170cm、短軸85cm、深さは185cmを測る。長軸方向の最大幅は215cmである。土墳

底は中央付近が最も深く、周縁部が高くなり平坦ではない。

<t;j 

<t;1 

3.性格不明の遺構

/~i 

<t;! 
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。
第86図 59号土l上実測図 (1/80)

2m 

これまで遺構の性格別に分けて述べてきたが、本項では前出のどの遺構の範鴎にも属さないと判断

した遺構を扱うこととした。

13号士止 (第87・88図〕

台地の西側斜面寄り、 14号住居跡の西 5mに所在する、小竪穴状の遺構である。

覆土は暗褐色土を主体とする単一層である。

平面規模は東西285cm、南北190cm、深さは15cm前後である。南側の壁際に径35cm、深さ20cmの

-111-



ピットをもち、ピット内からは口縁部を欠く護を検出した。

底面は中央付近が堅撤で、周縁部よりやや高くなっている。

調査前には小規模な竪穴式住居跡を想定したが、平面形態 ・柱穴をもたないこと等住居跡とは認め

難く、性格不明の遺構として本項で扱うこととした。
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一三 一五三 。
第87図 13号祉実測図 (1/40)

1m 

。 lOcm 

第88図 13号祉出土遺物実測図 (1/4)

48号士止〔第89・90図 ・図版25-1J 

台地の平坦部に所在し、 3号墳の周溝に隣接する。

平面形は土墳状遺構を連結したような特異な形態の遺構である。土墳状遺構の確認面には幅10~50

cmの灰白色粘土が敷き詰められ、長辺5.7m、短辺 4mで、長方形状に全周していた。灰白色粘土を

除去した跡は、浅い U字状の溝となり、実測図にみられる幅狭い溝がその一部である。

敷かれた粘土と、その下に掘られた土墳群との関連は判然としないが、仮にこの両者が一体を為す

ものと考えるならば、土墳群は人為的に埋められ、その後に粘土が敷かれたことになり、土墳群の掘

られた意味がなく不可解である。

いずれにせよ、本社に関してはその性格を明確にする資料が得られなかったが、土墳群に固まれた
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平坦部からは実測した遺物のほかにキセルの吸い口、雁首、寛永通宝等近世の所産であることを示唆

するような遺物の出土があったことを付記しておく。

下くL
f 

、
UI 

〉ミ

J込

.1 ¥ a' 

， 
a a 

b b' 

三豆
_A三

f
 

し

第89図 48号祉実測図 (1/80)
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第90図 48号祉出土遺物実測図(1/2・1/4)

52号祉〔第91図・図版25-2) 

台地の平坦部に所在し、 3号墳の北20mに位置する。

実測図では 7か所のピットを図示したが、この他にも小ピットを多数検出している。

当初、掘立て柱を想定したが、ピットの形態が不統ーであることと、相互の位置関係から単なるピツ
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第91図 52号祉実測図 (1/80)
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ト群に過ぎない遺構であった。

図示した以外のピットはいずれも径が小さく浅いものが多かったので省略した。図示したピット群

は比較的径が大きく、深いものを抽出した結果である。

ピット内覆土からの出土遺物は皆無であった。

出土遺物一覧(住居跡)

1号住居跡

番 下口王 器種 内 容

1 (0006) 要 1.口径155・図示した部分の%。

2.外面一口唇部はへラ状工具による刻み目を施し、後にヨコナデを施す。

口縁部はヨコナデ。胴部は一部に付加状縄文を残すが全体に丁寧なへラ

ナデ。一部にへラナデ調整の際の条痕が数条認められる。内面一口縁部

ヨコナデ。胴部はへラナデされ、一部にへラ痕を残す。

3.床面。

2 (0007、0008、0009、 要 1.底径 (130)・底部%、胴下部M。

0010) 2.外面一全面に付加状縄文。内面一全面へラナデ。器面の剥離が著しい。

3.覆土内。※底部に木葉痕が残る。

7号住居跡

番 亨C王3 器 種 内 H廿~ 

1 (0021、0039、0190、 費 1.口径(180)・口縁部%
0196、0203、0204) 2.内外面共口縁部ヨコナデ。胴部外面刷毛目、内面へラナデ。

3.覆土内。

2 (0001、0114、0138) 費 1.口径 (180)・口縁部対

2.内外面共口縁部ヨコナデ。胴部内面ナデ、外面は一部に刷毛目を残す。

3.覆土内。

3 (0001、0085) 饗 1.口径 (160)・口縁部元

2.内外面共口縁部ヨコナデ。胴部内面ナデ、外面脱毛目。

3.覆土内。

4 (0001、0053、0069、 費 1.口径 (130)・口縁部%
0204) 2.内外面共口縁部ヨコナデ。

3.覆土内。

5 (0001、0010-0012、 委 1.底径 (60)・底部と胴部M
0017、0100、0110、

2.>>阿部外面へラミガキ、内面ナデ。底部へラ削り。
0118、0122-0124、

3.覆土内。※外全面にスス付着。内面は班点状の剥離か著しく底部は二次0126-0128、0130、

0131、0158、0168、 焼化によって黒変する。

0173、0174、0200、

0203、0204)

6 (0129、0139、0203、 小形費 1.口径 (130)・口縁部の一部と胴部%
G65-0000、G66

2.内外面共口縁部ヨコナデ。胴部外面へラミガキ。一部にへラ削り痕を残0000) 
す。内面は器面の剥離が著しく調整不明。

3.覆土内。※外面にスス付着。
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7 (0032) 饗 l.底径 (60)・底部%

2.内外面共へラナデ。

3.覆土内。

8 (0001、G55-0009) 宝官E l.口径 (128)・口・頚部と胴部片。

2.口 ・頚部外面ヨコナデ、内面へラナデ。胴部外面ナデ、内面は粗雑なヨ

コナデ。

3.覆土内。

9 (0037) き菱 .S字状口縁部片。

10 (0183) き壁 -胴部片。櫛描波状文を施す。

11 (0001、0204、G45一 品 f不 l.脚部と口縁部を欠く。
0000、G55-0011・ 2. f不部外面は制毛目の後粗いへラナデ。内面へラナデ。
0017) 

3.覆土内。※内面は剥離が著しい。

12 (0001、G45-0000) 品 1干 l.図示部のM
2.外面ーへラミガキ。内面一透孔より上部はへラナデ、下部刷毛目。

3.覆土内。※透孔は 1個確認。

13 (0022、0050、0052、 器 Lロa、 l.裾径120・脚部完存。

0055、0057、0070、 2外面一上端部はヨコ方向、以下はタテ方向のへラミガキ。内面ーへラナ

G55-0042) ア。

3.覆土内。※透孔は 3個。

14 (0001、0197、0198、 器 4E3 」、 l.裾径 (152)・脚部M。
G55-000l・ 0010・ 2.外面ーへラミガキ。内面一刷毛目後へラ削り。裾部はナデ。
0028) 

3.覆土内。※透孔は確認できない。

8号住居跡

番 下口7 器種 内 容

1 (0065) 褒 1.口径 (190)・口縁音fl.J1

2.口縁部内外面共ヨコナデ、胴部内外面共へラナデ。

3.覆土内。

2 (0009) 褒 l.口径 (140)・口縁部対

2.外面一口縁部から胴部にかけて組雑なへラナデ。内面一口縁部へラナデ。

胴部は粗雑なへラナデ。

3.覆土内。

3 (0010、0014) f宛 l.口径 (140)・口縁部M。

2.内外面共へラミガキ。

3.覆土内。

4 (0032、0047-0050、 蓋 l.径 160・器品52・宝珠径36-39・復原完形。

0077) 2内外面共丁寧なへラミガキ。

3.床面直上。※宝珠に穿孔がある。内外面共一部にスス付若。

5 (0022、0037) Iロu， 坪 l.口径 (140)・坪音IIYzと脚部の一部。

2.杯部は内外面共へラミガキ。脚部の外面は剥離が著しく不明。内面はへ

ラナデ。坪部と脚音1Iの接合部にへラ痕が残る。

3.覆土内。※外面の一部にスス付着。

6 (0084) 品 i不 u手と脚の一部。

2.坪音1I外面へラ削り、内面へラミガキ。脚部外面へラミガキ、内面刷毛目。

1不部と脚部の接合音1Iはへラ削りされへラ痕を残す。

3.覆土内。※透孔は 4個であろう。

7 (0055) 器 ム口入 l.受部径60・器品72・裾径90・完形

2.受音1I外面はヨコ方向のへラミガキ、内面はへラミガキ。脚部外面タテ方

向へラミガキ。内面は一部に制毛日を残す他ナデ。

3.炉祉内。※透孔は 3個。

8 (0001) 褒 l.底径 (76)・底告IIYz

2.内外面共剥離のため調整不明。

3.覆土内。※底部に木業痕。
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9 (0021) 婆 l.底径66・底部%。

2.輪積成形。外面一付加状縄文、下端部はへラミガキ。内面ーへラナデ、

2か所に輪積痕を残す。底部はへラ削り後にへラミガキされるが木葉痕

を残す。

3.床面。

10 (0045、0083) 饗 l.底径 (60)・底 部 %。

2.外面一付加状縄文。内面一ナデ。

3.床面。※底部に木葉痕を残す。

11 (0045) 饗 l.底部 (70)・底部M。

2.内外面共すデ。

3.覆土内。※底部の周縁部は磨耗が著しし'0
12 (0033) 饗 l.底径60・底部完存。

2.外面へラミガキ、内面へラナデ。

3.床面直上。

13 (0063) 台 付 察 ? l.最大径60・図示部完存。

2.内外面共ナデ。

3.覆土内。

14 (0035) 異形土器 l.口径 (68)・図示部の封。

2.外面ヨコナデ。内面へラナデ。

3.覆土内。

15 石製品 -全長48・最大幅24・厚さ 8、上下両端は磨耗し、一部にV字状の凹みがある。

9号住居跡

番 亨にコ子 器種 内 ポノuマ、

1 (0015) 台付費 l.裾径86・脚部%。

2.外面は刷毛日後部分的にナデ。内面は刷毛目。

3.覆土内。

2 (0017) 台付警 l.裾径72・脚部完存。

2.外面ナデ、下端部ヨコナデ、裾近くに幅 2mmの沈線状の凹みが全周する

内面へラナデ。

3.覆土内。

12号住居跡

番 下口子 器種 内 旬壬、量、. 

1 (0001、0015、0019、 Z妻 l.口径 (176)・口縁部M、胴上半部M
0020、0026、0039、

2.外面一口縁部上半ヨコナデ、下半下方への刷毛目。胴部は左上がりの刷
0057、0104)

毛目、上部に沈線状のへラ痕が残る。内面一口縁部は上からヨゴナデ、

刷毛目、へラナデ。胴部はへラナデ。

3.床面直上。※外全面にスス付着。
2 (0018、G55-0001・ 台付費 l.図示音11の %

0007・0027)
2. s岡部外面は下から上方向への刷毛目、内面は組雑なへラナデ。脚部外面

は下方向への刷毛目、下端部はナデ、内面ナデ。
3 (0093、0095) 台 付要 l.裾径110・脚部M。

2外面一下方への刷毛目を右から左回りの順で行う。裾部ヨコナデ。内面

ーナデ。

3.覆土内。
4 (0001、0002、0012、 同ロ1 1不 l.口径226・1手部%。

0029、0030、0100)
2.内外面共へラミ ガキ。外面口縁部はヨゴナデ。 内外面共へラ痕を残す。

3覆土内。
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5 (0060) 高 f手 1.口径128・杯部のみ完存。

2.内外面共剥離が著しいがへラミガキ痕を残す。

3.覆土内。

6 (0065) 局 坪 1.裾径 (110)・脚部M。

2.外面へラミガキ。内面ナデ、裾部に制毛目を残す。

3.床面、透孔は 2個確認できるが、その位置から 3個もつ形態であろう。
7 (0006、0020) t亭 1.50-110-42。図示部の%。

2.内外面共ヘラミガキ。内面の底部は制離。

3.床面直上。

8 (0ω6) 小形 費 ? 1.底径36・図示部の封。

2.外面ナデ、内面ヘラナデ。

3.覆土内。

9 (0001、0002) 小形土器 1.口径60・器高35・図示部のM。

2.手握ね成形であろう。外面は組雑なヘラナデ、内面へラナデ。

3.覆土内。

1O(∞01、0065、0076) 器 台 1.裾径96・受部を欠<%。

2.外面及び受部はヘラミガキ。脚部内面は刷毛目、一部ナデ。

3.床面。

11(∞16) 器 £ロ」、 1.脚部小片。

2.外面へラミガキ、内面へラナデ。

3.覆土内。

12 (0043) 器 AE3 a、 1.脚部小片。

2.内外面共刷毛目。

3.覆土内。

13 (G55-0001・0033) 査 1.頚部小片。

2.内外面共ナデ。

3.覆土内。※肩部と頚部の境界に刻み目のある突帯が巡る。

14 (0069) 壷 -口縁部小片。

-羽状縄文と指頭による刻み目を付す。

-覆土内。

15 (0070) 要 -口縁部小片。

-口唇部に刻み目を付し以下は付加状縄文。

-覆土内。

14号住居跡

番 下E王3 器 種 内 H骨' 

1 (0002、0089、0121、 費 1.口径 (180)・図示した部分の%

0129、0149、G40ー 2.外面一口縁部・胴部共にへラナデ。内面一口縁部ヨコナデ、胴部は入念

0000) なへラナデでへラ痕を残さない。

3.床面。

2ω086、0088、012- 費 1.口径170・口縁部%、胴上半部%。

00ω ・0011・0104) 2.外面一口縁部ヨコナデ、胴部刷毛目。内面一口縁部刷毛目、一部にへラ

ナデ、胴部へラナデ。

3.床面。※12号住居跡出土遺物と接合した。

3 (0002、0004、0008- 費 1.口径176・口縁部%と胴部の一部。

0010、0014、0015、 2.外面一口縁部上半部ヨコナデ、下半部タテ方向の刷毛目。 1阿部刷毛目。

∞76、0077、0114、 下端へラナデ。内面一口縁部ヨコナデ、胴部との境に刷毛目を残す。 1同
0116、0117、0140-

部へラナデ。
0142) 

3.床面。※内外面共剥離か苦しい。
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4 (0002、0044、0116、 費 l.底径30・胴下半と底部。
0129、0131、0132、 2.外面一刷毛目。内面ーへラナデ。
0135、0146、G40

3.床面。※底部から胴下部にかけて二次焼成によると思われる器面の赤色
0000) 

化と剥離が著しい。

5 (0002、0018、0019、 饗 l.口径 (160)・口縁部から頚部にかけて%と胴部の一部。
0025、0037、0042、 2.外面一頚部は頚部から口縁部方向への刷毛目。部分的にへラミガキ。胴
0114、0116、0118、

部は刷毛目後へラナデ。内面一口縁部から頚部へラナデ後ナデ。胴部は
0126、0144、0153、

ナデ。
0154) 

3.床面。※胴部は内外面共剥離が著ししミ。

6 (0004、0093、0094、 小形 饗 1. (120-125)一(110)-34・図郡部の7:i'
0105、0152) 2.外面 口縁部刷毛日後ヨコナデ、胴部は刷毛目。内面一口縁部ヨコナデ、

胴部へラナデ。

3.床面。

7 (0068、0069、0084- 小形察 1.86-120-40・図示部の%。
0087) 2.外面一口唇部ヨコナデ、口縁部から胴部にかけて粗雑なへラナデ、胴部

はへラナデ。内面一口縁部ヨコナデ、胴部ナデ。

3.床面。

8 (0059、0063、0091、 小形察 l.125-122-32・図示部のM
0115) 2.外面 口縁部ヨコナデ、胴部刷毛目。内面 口縁部ヨコナデ。胴部ナデ。

底部から胴下半にかけては全面剥離。

3.覆土内。

9 (0002、0093、0097、 小形察 l.口径100・口縁部%。
0099) 

2.外面一口縁部ヨコナデ、胴部制毛目。胴上部に刷毛用具によると思われ

る同心円状の沈線が巡る。内面一口縁部ヨコナデ、』阿部ナデ。

3.床面。

10 (0002、0034、0045- 品 n、 l.口径190・坪のみ完存。
0049、0051、0058、

2.外面坪部へラミガキ、胴部上端は刷毛目。内面 へラミガキ。
0127、G40-0000)

3.床面。※内面は班点、状に剥離。

11 (0092) 同口1 f不 u手部と裾部を欠く 。

2.外面へラミガキ。内面へラナデ。

3.覆土内。※透孔は 3個。

12 (0012) f不 1.31-35-125-32-36・口縁部%を欠く他完存。

2.外面組雑なへラナデ。内面へラミガキ。

3.床面。※器形が歪曲している。
13 (0147) 小形婆 l.底径48-52・因不部完存。

2.内外面共へラナデ。底部は造り出しの高台が付く 。

3.貯蔵穴内。※底部は歪曲し粗雑な手担ねであろう 。
14 (0017) 小形斐 1底径34・底部M

2.外面一刷毛目。内面ーナデ。

3.覆土内。
15 (0092) 婆 1.底径54・底部完存。

2.内外面共へラナデ。

3.覆土内。※底部は丸味を帯びすわりが悪い。
16 (0003) 小形婆 l.底径38・底部%。

2.内外面共へラナデ。

3.床面直上。
17 (0002、0063、0152) 小形墾 l.底径38・底部完存。

2.内外面共へラナデ。

3.床面。
18 (0148) 台付饗 l.裾径80・図不音li完存。

2.外面一胴部と脚部共刷毛目。内面一胴音liはへラナテ¥脚部はナデ。
3.貯蔵穴内。
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19 (0106、0108、0109) 士甘 1.口径 (120)・口 ・頚部M。

2.外面ーへラミガキ、裾部ヨコナデ。内面ーナデ。

3.床面。

20 (0020) 器 え仁1品、 1.受部径80・受部M。

2.外面 へラミガキ。内面一受部へラミガキ、脚部はへラナデ。

3.覆土内。※透孔は 3個確認できた。

21 (0001、0002) 器 L仁ヨ」、 1.受部径74・受部M。

2.外面一受部ヨコ方向のへラミガキ、脚部はタテ方向のへラミガキ。内面

ーへラミガキ。

3.覆土内。※透孔は 1個確認できた。

22 (0154) 器 4口J、 1.裾径 (130)・脚部M。

2.外面ーへラミガキ。内面 透孔より上部はへラナデ、下部はヨコナデ。

3.床面。※透孔は 3個。

23 (0103) 不 日月 -長さ55・最大幅45・厚さ 9。土器片を再利用したもので、左右と下部の

周縁が磨耗して丸味を帯びる。研磨材として使用したものであろう。

-覆土内。

24 (0114) 石底 石 -長さ69・最大幅57・厚さ16。表桑面と一側面に使用痕を認める。表裏面

の中央部に長円形で深さ 2-3mmの凹みがある。

-覆土内。

16号住居跡

番 予ιュ二1 器種 内 ぱFコマl 

1 (0001) i宛 1. (65) (80) (30)・図示部の%。

2.内外面共口縁部ヨコナデ、胴部ナデ。

3.覆土内。

2 (0030) 台 付 饗 1.裾径73-76・脚部%。

2.外面一ナデ、裾部ヨコナデ。内面一刷毛目、裾部ヨコナデ。

3.覆土内。

3 (0005-0008) 問口1 T不 1.口径 (220)・ff部封。

2.内外面共へラミガキ。

3.覆土内。

4 (0001) 品 士不 1.t不部と脚部の小片。

2.外面はへラミガキ、内面は剥離のため不明。

3.覆土内。

5 (0021) 品 f不 1.裾径116・脚部M。

2.外面ーへラミガキ。内面一透孔より上部はへラナデ、下部はナデ。

3.覆土内。※透孔は 3個もつ。

6 (0031) 百百 LロA 1.86 受部径68一裾径114・完形。

2.外面 受部口縁ヨコナデ、受部へラナデ、脚部へラミガキ。内面一受宮11

へラミガキ、脚部刷毛目。

3.床面。※胎土中に微砂粒が多くへラミガキの際の擦痕が著しい。

7 (0086) Z菱 1.口径140・口縁部%。

2.外面一横位の付加状縄文。内面 ヨコナデ。

3.覆土内。

8 (0060) 要 -底部小片。

-木葉痕を残す。覆土内。

9 (0081) 石底 石 -長さ135、4面全面に使用痕が認められるの左側に図不した面には、深い

j義状の擦痕が22ドと細かい擦痕が無数に認められるつ他の 3面はいずれ

も中央部がやや凹んで、おり、使用面は平滑であるが擦痕を残すの下端部

は4面からくさび状に削り取った後、折られたような痕跡を残すの上 ・

下面には使用痕はなかった。
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17号住居跡

番 ?Eヲコ 器種 内 4廿句

1 (0006) 褒 l.底径60・底部と胴部小片。

2.外面一胴部制毛目、底部ナデ。内面ーナデ。

3.覆土内。

2 (0001、0010) 主要 l.底径52.底部と胴部小片。

2.外全面ナデ。内面一刷毛目。

3.覆土内。

3 (0005) 褒 -口縁部小片。

-複合口縁で複合帯外面は付加状縄文を付し、下端に指頭による刻目を巡

らす。胴上部に 3条の波状櫛目文を付す。

4 (0009) 笠 -胴部小片。S字状結節文を伴う付加状縄文を施す。

18号住居跡

番 下口7 器種 内 ー宅全
1 (0001、0002、0056、 至理 l.口径 (160)・口縁部対、胴部M。

0058、0060、0076、 2.外面一口縁部刷毛白後ヨコナデ、胴部は中位を除いて刷毛目。胴部中位
0078、0079、0096)

は刷毛目後部分的にへラナデ。内面一口縁部はヨコナデが施されるが、

一部lこ刷毛目を残す。胴上部はヨコ方向、中佐は左上方向、下部は下か

ら上方向のへラナデ。

3.床面直上。※胎土中の微砂粒によ ってへラナデ時の擦痕が著しい。

2 (0001) 褒 l.口徒 (180)・口縁部元

2.外面一口縁部刷毛目後ヨコナデ。胴部刷毛目。内面一口縁部刷毛目、胴

部へラナテ20

3.覆土内。

3 (0022、0024、0026) 饗 l.口径 (205)・口縁部対。

2.外面一口縁部、刷毛日後ヨコナデされるが刷毛目を残す。胴部は入念な

刷毛目。内面一口縁部、刷毛目後部分的にヨコナデ。口縁部直下の胴部

は組い刷毛同。以下はへラナデ。

3.床面直上。※内面の口縁部直下には接合時の補強粘土のナデつけ痕が残

る。

4 (0037) Z建 l.口径 (170)・口縁部ys。

2.外面一口唇部へラナデ、口縁部制毛目。内面一口縁部刷毛目。

3.床面直上。

5 (0053) 翠 l.底径 (84)・底 部 %。

2.外面ーへラナデ。 内面ーナデ。

3.床面。

6 (0050、0099、0100) 費 l.底径52・底部完存。

2.外面一胴部組雑なへラミガキ、底部へラナデ。内面一雑な刷毛目。

3.床面直上 ・床面。
7 (0002、0035) 主要 l.底径56・底部完存。

2.内外面共ナデ。

3.床面直上。
8 (0047) !官E l.口径 (110)・口縁音1174'。

2.外面ーヨコナデ。内面ーへラミガキ。

3.床面直上。
9 (0065) !立 l.口径 (180)・口縁部から頭部の小片。

2.外面一口縁部タ テ方向へラ ミガキ、頚部タテ方向へラミ ガキ。内面ーへ

ラミガキ。

3.床面直上。※内全面及び外面の 部に赤彩。
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10 (0003) 品 土手 1.杯部小片。

2.外面一一郎部へラミガキ、脚部へラナデ。内面ーへラミガキ。

3.床面直上。

11 (0021) 軍 1.口縁部小片。

2.複合口縁をもち、口唇部と複合帯に付加状縄文を施し、口唇部の外縁に

刻み目をつける。

3.床面直上。

12 (0097) 褒 1.底径 (65)・底部小片。

2.外面一胴部に付加状縄文、底部に木葉痕。内面ーナデ。

3.床面。

13 (0066) 砥 石 • 4面に使用痕が認められる。 4面共擦痕はなく平滑である。

19号住居跡

番 号 器種 内 H廿r・

1 (0026) 察 1.口径122・口縁部M
2.外面一口縁部は刷毛目後ヨコナデ、 1岡部は刷毛目。内面一口唇部ヨコナ

デ、口縁部中位はへラナデ。

3.床面直上。※外全面にスス付着。

2 (881-0000) 費 1.口径 (160)・口縁部小片。

2.外面一口縁部と胴部への移行部はヨコナデ、胴部は刷毛目。内面一口縁

部ヨコナデ、胴部ナデ。口縁部、胴部共ヘラ痕を残す。

3.床面直上。

3 (0036) 1宛 1.口径 (100)・図示部%。

2.外面一口縁部ヨコナデ、胴部は雑なへラナデ。内面ーナデ。

3.床面直上。

4 (0031-0033) 費 1.底径60・底部完存。

2.外全面へラナデ。内全面へラナデ。

3.床面直上。※器形が歪曲している。底部から桐部への聞きが大きいため

底部との区別が不明確な曲面を呈する。

5 (0001、0004、0005、 i不 1.口径 (136)・口縁部%と底部%。

891-0001) 2.外面一ナデ。内面ーヘラミガキ。

3.床面直上。

6 (0033、0036、891 器 "El、 1.裾径 (140)・脚部M。

0001) 2.外面一上半タテ方向へラミガキ、下半ヨコ方向へラミガキ。内面ーヨコ

ナデ。

3.床面。

7 (0002、0006、0008、 器 4口.，. 1.裾径184・図示部の%。

0011-0017、0034) 2.外面ーへラミガキ。内面ーナデ。

3.床面直上。※透孔は 2個一対で3対6個確認。

8 (0033) 壷 -口縁部小片。複合口縁をもち、複合帯と口唇部に付加状縄文を付す。

9 (0033) 曹 -底径 (50)・底部完存。

-外面ーナデ、一部に付加状縄文。内面ーナデ。

23号住居跡

番 亨Eす3 器 種 内
d廿τ， 

1 (0001、0023、0029- 聾 1.128-120-40・口縁部対欠、胸部冗欠。

0031、0033、0090) 2.外面一口縁部ヨコナデ、胴上部は刷毛目後ナデ、胴下部は組いヘラナデ

がなされへラ痕を残す。底部はへラナデ。内面一口縁部ヨゴナデ。胴部

口縁部直下は刷毛目。上半部はナデに近い制毛ロ、下半部から底部にか

けでは刷毛目。※内面の中位やや下方に粘土の接合痕を残す。

3.床面。
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2 (0018、0020、0021、 褒 1.口径 (120)・図示部のM。

0093) 2.外面 口縁部ヨ コナデ、補強のための粘土の貼付痕を残す。胴部上半は

刷毛目後雑なナデ。 下半部も刷毛目ナデが行われるが、上半部より入念。

外面は全体に刷毛目が残る。内面一口縁部と胴部全面へラナデ。胎土中

の砂粒による擦痕が著しい。※口唇部は丸味を帯びず平坦に整形される。

3.床面。内外面共、 二次焼化によると思われる器面の剥離が著しく全体に

赤色化する。

3 (0105、H16-0000) 婆 1.口径 (166)・口縁部K。

2.外面一刷毛目後ヨコナデ、刷毛目は下から上。内面ーヨコナデ。

3.床面直上。

4 (0003、0005、0010) 饗 1.底径45-48・底部と胴下部M。

2.外面ーへラナデ。 内面ーへラナデ。※胎土中の砂粒が多く 、内外面共へ

ラナデ時の擦痕が著ししミ。胴下端のへラナデによって外面底部の形状は

円形でない。

3.床面直上。

5 (0046、0048、0051) 要 1.底径68・底部M。

2.外面へラナデ。 内面入念なナデ。

3.床面直上。

6 (0055) 婆 1.底径74・底部完存。

2.外面 全面へラミ ガキ。内面は器商の剥離で不明。

3.床面。※底部の周縁が磨耗している。

7 (0060、0063) 問口] 河、 -土干、部x。

-内外面共へラ ミガキ。

-床面直上。

8 (0008、0010) 器 4口A 1.裾径 (160)・脚部M。

2.外面一入念なへラミ ガキ。内面一刷毛目、 一部にナデを施す。

3.床面直上。※透孔は 3個。

9 (0032) 器 i口J、 1.支部径 (80)・受部%と脚部の一部。

2.外面一受部口縁部と口縁部直下はヨコナデ。受部の下部はへラミガキ。

脚部へラミ ガキ。内面 受部ヘラミガキ。脚部刷毛目。

3.床面直上。※透孔は 3個。

24号住居跡

番 7口弓 器種 内 占宅手

1 (0016) 饗 1.底径30・口縁部を欠く ほか完存。

2.外面ーへラナデ。 胴部中位は器面の~J離が著しい。 内面は全面にわた っ
て器面が剥離しているため整形は不明。

3.床面。

2 (0024) 饗 1.底径92・底部完存。

2.外面一胴部、 底部共にへラナデ。 内面 へラナデ。

3.覆土内。

3 (0001) 饗 l./.底径54・底部完存。

2.内外面共へラナデ。

3.覆土内。
4 (0008) 婆 1.底径 (60)底部M。

2.内外面共へラナデ。 整形は雑な器面に凹凸がある。

3.覆土内。
5 (0017) 婆 1.底径40・底部完存。

2.内外面共へラナデ。

3.覆土内。
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6 (0046) 台付委 1.裾径 (80)・脚部巧。

2.内外面共へラナデ。

3.覆土内。
7 (0051) 台付 婆 1.裾径 (88)・脚部M。

2.内外面共へラミガキ。

3.覆土内。

8 (0011、0014、0035) 問口3 土不 1.口径120~ 126 ・ 土不部完存。

2.外面一全面ヘラミガキ。内面一全面へラミガキ。くびれ部より 下部は剥

離が著しい。

3.床面。

9 (0043、0046、0083) 市1 月、 1.口径162・月、部M。

2.内外面共入念なへラナデ。

10 (0001、0002、0035、 同口1 

3.覆土内。※器肉が非常に薄く、特に口縁部は 2~ 3mmlこ成形される。

坪 1.口径 (200)・杯パ。
0066) 

2.外面ーヨコナデ。内面ーへラミガキ。

3.覆土内。

11 (0084) 日ロ1 坪 1.裾径108・脚部と坪部の一部。

2.外面一阿部は稜を境に上部は刷毛目後へラミガキ、下端部はへラミガキ。

脚部はへラミガキ。内面一杯部は剥離が著しいが一部にへラミガキを留

める。脚部はへラナデ、裾部は刷毛目後へラミガキ。

3.ピット内。

12 (0004) 品 土干、 1.裾径192・脚部%。

2.外面一透孔より上はタテ方向のへラミガキ、同下はヨコ方向のへラミガ

キ。内面一透孔より上はへラナデ、同ドはヨコナデ。ヨコナデの擦痕は

同心円状に残り、ロクロを使用したと考えられる。

3.覆土内。※透孔は 6個あり、上方からみると正三角形の各項点と 3辺の

中間にあけられる。

13 (0011) 器 LEA3 、 1.裾径90・脚部完存。

2.外面 へラミガキ。内面ーへラナテ。

3.床面。※透孔は 3個。

14 (0035) 器 4口4 1.受部径74、裾径 (90)・受部完存、脚部740
2.外面 受部へラナデ、脚部へラミガキ。内面 受部へラミガキ、脚部刷

毛目。

3.覆土内。※透孔は 3個。

15 (0077-0079、0082) 器 iEA 3 1.受部径110・受部巧。

2.外面へラナデ。内面 ミガキに近いへラナテ、O

3.覆土内。

16 (0076) 器 4τ:J ミ 1.裾径 (90)・脚部足。

2.外面ーへラミガキ。内面ーへラナデ。

3.覆土内。※透孔は 3個。

17 (0047、0050、0082) t甘 -口径 (60)・図示音IIYs。

-内外面共ヘラナデ。内面にはへラ痕が残る。

-覆土内。

25号住居跡

番 下口ヨ 器種 内 ヮ宇E=3マl 

1 (0033) 小形 婆 1. 7l -66~ 73 -36~39 ・ 復原完形。

2.外面一口縁部ヨコナデC 胴部は上部から中位にかけて制毛目後ナデ、下

端部はナデ。底部へラナデ。内面一口縁部ヨコナデ、胴部ナデ。

3.床面直上。※口縁部に歪みがあるため口径は一定しない。底部は中央が

盛り上っているため座りが悪く歪曲する。
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2 (0001、0020、0021) 品 1午、 l.口径110・図示部完存。

2.外面一口縁部ヨコナデ。くびれ部を墳に上部は刷毛目後ナデ、下部はへ

ラミガキ。内面ーくびれ部より上部はヨコナデ、以下は器面の剥離が著

しく不明。

3.床面直上。

3 (0001) 褒 l.底径44・図示部のM。

2.外面ーナデ。内面は器面の剥離により不明。

3.覆土内。

4 (0018、026-0043) f害1 土干、 l.裾径 (110)・脚部%。

2.外面一へラミガキ。内面ーへラナデ。

3.覆土内。

5 (0001) 護 -口径 (230)・S字状口縁部小片。

-外面ーヨコナデ。 内面一口縁部ヨコナデ、胴部へラナデ。

-覆土内。

26号住居跡

番 下& 器種 内 e廿-

1 (0001-0003、0006、 墾 l.262-196-28-30・胴部を%欠くほか復原。
0008、0009、0012- 2.外面一口縁部上半はヨコナデ、下半は下から上方向の刷毛目が行われ後
0015、0033、0049、

ヨコナデされる。胴部は全面粗雑なへラナデが行われるが、胎土中の砂
0052、0083)

粒による擦痕が残る。底部もへラナデされるが整形が雑なため平坦で、な

く座りが悪い。内面一口縁部及び胴上半部は刷毛目が行われた後ナデ。

胴部はへラナデ。

3.覆土内 ・床面直上。

2 (0009、0027) 褒 l.口径168 ・ 口縁部全周、胴音~X。

2.外面 口縁部は下から上方向の制毛目後ヨコナデ。胴部は制毛目、一部

ナデ。内面一口縁部から胴上端部にかけて刷毛目。以下はへラナデ。

3.覆土内。

3 (0001-0003、0005、 褒 l.口径132・閃不部の%。
0010、0013-0015、 2.外面一口縁部ヨコナデ。胴部刷毛目。内面一口縁部ヨコナデ。胴部へラ
0080、0083)

ナデ。

3.覆土内。※外面胴音11の一部にスス付着。

4 (0001、0002、0017、 褒 l.口径 (180)・口縁部Mと胴部の一部。

0020、0022、0023、 2.外面一口縁部上半ヨコナデ、下端は刷毛目、胴部は刷毛目と一部へラ
0025、0028、0029、

ナデ。内面一円縁部上端ヨコナデ、下端へラナデ。胴音11はへラナデ。
0078、0079)

3.覆土内。

5 (0002、0020、0023、 褒 l.口径150・口縁部Mと胴部の一部。
0079) 2.外面一口縁部ヨコナデ。胴部上端の ー部に刷毛目を施すほかへラナデ。

内面一口縁部ヨコナデ。胴部へラナデ。※口縁部下端に接ぎ目を残す。

3.覆土内。

6 (0021、0039、0059、 察 1口径(170)・図示音11のM。
0060、0166、0168、 2.外面一口縁部上半ヨコナデ、下端制毛目。胴上部刷毛目、中位はへラナ
0502) 

デ。 内面一口縁部ヨコナデ。 胴音11へラナデ。※口縁部と胴部の境に陵を

もつ。

3.覆土内。

7 (0391、0415-0417、 婆 l.口径172・口縁部M、胴部%。
0419、0470、0489) 2.外面-fl縁部ヨコナデ。胴古11は全面刷毛目が施される が と、ド古11は器面の

磨耗により不明瞭である。内面一口縁部ヨコナデ。 胴部へラナデ。※内

面に粘土帯積み tげ痕が認め られる。

3.床面。
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8 (0201、0420) 護 1.口径 (160)・口縁部%と胴部の一部。

2.外面一口縁部上半ヨコナデ、下半は下から上方向の刷毛目。胴部は刷毛

目。内面一口縁部ヨコナデ。胴部へラナデ。※口縁部と胴部の境に稜を

もつ。

3.覆土内。

9 (0370、0420) 警 l.口径 (150)・口縁部%と胴部の一部。

2.外面一口縁部ヨコナデ。胴部刷毛目。内面一口縁部へラナデ後ヨコナデ。

胴部へラナデ。

3.覆土内。※外面の胴部と口縁部の一部にスス付着。

10 (0192、0256、0258、 蜜 1.113-114-48・胴部の一部を欠くほか復原完形。
0267、0315、0318、 2.外面一口縁部は雑なへラナデ。胴部全面ヘラナデ。底部へラナデ。内面
0419、0456)

一口縁部は雑なへラナデ、胴部全面ナデ。※胴部内外面の中佐以下は剥

離か苦いミ。

3.床面直上。※口縁部の一部と胴部外面の全面にスス付着。

11 (0398) 費 1.110-120-48・口縁部%、胴部%。

2.外面一口縁部刷毛目後ヨコナデ。胴部刷毛日後ナデ。口唇部に刻み目、

内面一口縁部へラナデ、胴部へラナデ。※口縁部と胴部の境に陵をもっ。

3.床面。※器肉が厚いため大きさのわりに重量感がある。

12 (0005、0006、0122、 婆 1.口径172・図示部の%。
0123、0125、0126、 2.外面一口縁部刷毛目後ヨコナデ。胴部刷毛目後粗雑なへラナデ。内面一
0129、0132、0134、

口縁部へラナデ、胴部ナデ。
0135、0144)

3.覆土内。※器面が波打ち、雑な成形である。

13 (0003、0005、0006、 費 1.口径(175-180)・図示部のM。
0140、0146) 2.外面一口縁部は上端から口唇部にかけてヨコナデ、以上雑なへラナデ。

胴部へラナデ。内面一口縁部へラナデ。胴部へラナデ0 ・

3.覆土内。

14 (0191、C87-0000) 費 1.口径 (170)・口縁部M。

2.外面一口縁部ヨコナデ。胴部刷毛目。内面一口縁部ヨコナデ。胴部へラ

ナデ。

3.覆土内。※口縁部外面の一部にスス付着。

15 (0005、0006、0276、 費 1.口径144・口縁部%、 1阿部%。
0278、0304、0360、 2.外面一口縁部ヨコナデ。胴部制毛目。内面一口縁部刷毛目後ヨコナデ。
0365、0420、0433、

胴部刷毛目、下部はへラナデ。
0435、0446、0478、

3.床面直上。0481、0502)

16 (0006、0148、0302) 委 1.口径(140)・口縁部M。

2.外面一口縁部制毛目後ヨコナデ。胴部刷毛目。内面一口縁部ヘラナデ。

胴部は雑なへラナデ。※口縁部と胴部の境に稜をもち、口縁部下端に粘

土帯の接ぎ目が残る。

3.覆土内。

17 (C87-0000) 婆 1.口径 (110)・図示部の%。

2.外面一口縁部ヨコナデ。胴部刷毛目。内面一口縁部ヨコナデ。胴部ヘラ

ナデ。※口縁部と胴部の境に稜をもっ。

3.覆土内。

18 (0002、0174) 費 1.口径 (170)・口縁部%と胴部の一部。

2.外面一口縁部ヨコナデ、下端部に刷毛目。胴部は上端部にナデが施され、

以下刷毛目。下面 口縁部ヨコナデ。胴部へラナデ。

3.覆土内。

19 (0401、0420、0421) 費 1.底径70・図京部の%。

2.内外面共入念なへラナデ。へラ痕はほとんど残さない。

3.床面。※胴部外面の中位より上にスス付着。胴部内面の中位以下は器面

の剥離が著しい。
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20 (0001、0002、0006、 費 1.底径 (80)・図示部の封。
0111、0116、0121) 2.外面一刷毛目、下端部はヘラナデ。内面一剥離か害しいがへラナデ痕が

認められる。外面に 2か所粘土帯の接ぎ目が残る。

3.覆土内。

21 (0185、0326、0329) 費 1.底径64・図示部の%。

2.外面ー胴部は入念なへラミガキ、底部はへラナデ。内面ーへラナデ。

※内面に粘土帯の接ぎ目が残る。

3.床面直上。

22 (∞06、0232、0233、 費 1.底径68・底部M、胴下部%。
0261、0266、0268、 2.外面一胴中位は刷毛目後一部にナデ、下部はナデ。底部は組雑なヘラナ
0420) 

デ。内面一接ぎ目より上はへラナデ、下は刷毛目。内面は底部に至るま

で入念な刷毛目が施される。このことから成形時には、胴部下半と上半

を別個に成形調整して接合したものと考える。接ぎ目は分割された位置

であろう。

3.覆土内。
23 (0248、0492、0497、 褒 1.底径44・図示部のM。

0498) 
2.外面ー嗣部刷毛目、底部へラナデ。内面ーへラナデ。

3.貯蔵穴。覆土内。※胴部外面の一部にスス付着。

24 (00旬、 033-0380、 要 1.底径72・底部対。
C86-0001) 2.外面一胴部刷毛目後へラナデ、下端部はへラナデ。底部へラナデ。※刷

毛目は右下から左上方向ヘ、ヘラナデは右から左ヘ施される。内面一刷

毛目。

3.覆土内。

25 (0403) 台付饗 1.129-91-103-64・口唇部の一部を欠くほか完形。

2.外面一口縁部はヨコナデレ、櫛歯烈点文を施す。胴部は右下から左上方

向の刷毛目、下部はナデ。脚部は刷毛目。内面一口縁部ヨコナデ。胴部

へラナデ。脚部刷毛目。

3.床面。※脚部を除いて全体の%にスス付着。胴部内面は班点状に剥離す

る。

26 (0220) 台付要 1.裾径100・脚部完存。

2.外面一胴部は刷毛目後へラナデ。脚部は下半部に刷毛目、上半部は、ナ|

デにより刷毛目を消去。内面一嗣部刷毛目。脚部制毛目。

3.覆土内。

27 (0250) 台付費 1.裾径94・脚部完存。

2.外面ー刷毛目後ナデ。内面一網部・脚部共へラナデ。

3.覆土内。

28 (0004、0211) 小形費 1.口径84・図示部のM。

2.外面一口縁部ヘラナデ後ヨコナデ。胴部へラナデ。内面一口縁部ヨコナ

デ。胴部ナデ。

3.覆土内。

29 (0463、0502) 小形費 1.口径 (90)・図示部のM。

2.内外面共全面ナデ。

3.床面。

30 (0245-0247、0419) t宛 1.50-100-47・口縁部Mを欠くほか完存。

2.外面ー胴部は刷毛目後ナデにより消去、下端部はへラナデ、底部へラナ

デ。内面ーへラナデ。

3.貯蔵穴覆土内。

31 (0187) 小形褒 1.底径38・図示部完存。

2.外面一胴部へラミガキ。底部へラナデ。内面ーへラナデ。

一一一一
3.覆土内。
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32 (0188、0458) 宝古E 1.口径92・図示部のM。

2.外面一口 ・頚部タテ方向のへラミガキ。胴部はヨコ方向のへラミガキ。

内面一口・頭部へラミガキ。胴部ナデ。※胴部上端に 2か所の接ぎ目を

残す。

3.覆土内。

33 (0004、0020、0058、 宝世E 1.口径 (150)・口・頭部%。
0070、0420) 2.外面一刷毛目後ヨコナデ。内面一刷毛目後へラミガキ。

3.覆土内。

34 (0003、0097、0265、 品 1不 1.口径226・口縁部を巧欠くほか図示部完存。
0292、0303、0366、 2.外面一口縁部ヨコナデ。体部は刷毛目後ヘラミガキ。張り出し部はヨコ
0376、0379、0387、

ナデ。体下部は刷毛目後へラミガキ。内面一底部中央に一部刷毛目が残
0420、0427、0438、

るほかへラミガキ。※内外面共へラミガキが施されるが粗雑なため刷毛0444、0474、0483、

0502、023-0128、 目を残す。

024-0082、 3.床面・床面直上・額土内。
H10-0000) 

35 (0372、0381、0390、 品 土不 1.口径198・図示部の%。
0395、0396、0420、 2.外面一張り出し部はヨコナデ、他は全面へラミガキ。張り出し音1Iに櫛歯
0473、0502)

烈点文を付し、さらに円形浮文を 2個を 1対として貼付している。円形 |

浮文は 2個遣存するが他に 2個の痕跡を残す。相対的な位置から 3対貼

付されたものと考えられる。内面ーヘラミガキ。下端部の一部に刷毛目

が残る。※中位に稜をもっ。

3.床面。※外全面に赤彩を施す。

36 (0399、0414) 品 I不 1.裾径 (160)・図示部の%。

2.外面一郎部へラミガキ、張り出し部へラナデ。脚部ヘラミガキ、裾部へ

一 底部 脚脅ヘ九 l3.床面。※透孔は 4価。

37 (0319、0320、0322、 品 I不 1.口径138・図示部のM。
0338、0340、0374、 2.外面一郎部・脚部共に全面へラミガキ。内面一郎部は剥離が著しく、一
0419) 

部にへラミガキ痕が認められる。脚部はへラナデ。

3.覆土内。※透孔は 3個。

38 (0381、0394、0408、 問口1 上不 -図示部の対。
0420、0486) -外面一月部・脚部共全面へラミガキ。内面 上干、部へラミガキ、脚部ヘラ

ナデ。

-床面。

39 (0412) 器 4ロA 1.裾径 (150)・図示部の%。

2.外面一受部下部から脚部会面へラミガキ。内面一受部へラミガキ。脚部

刷毛目後へラナデ。裾部ヨコナデ。

3.床面。※透孔は受部に 4個確認。脚部の透孔は縦に 2個を l対とし 3対

6個を確認した。

40 (0418、0419) 器 4口」、 1.器品84一受部径86一裾径114・図示部の%。

2.外面一全面へラナデ後ヘラミガキ。一部にへラ痕を残す。内面一受部へ

ラミガキ。脚部へラナデ、裾部ヨコナデ。

3.床面。※透孔は 4個。

41 (0461、0462) 器 ぷロ」、 1.器品90一受部径74一裾径 (120)・図示部の%。

2.受部、脚部共全面へラナデ。

3.覆土内。透孔は 3個。

42 (0359、0420、0484) 器 L口J、 1.器品81一受部径52一裾径86・裾部Mを欠くほか完存。

2.外面 受部口縁部ヨコナデ、他はへラナデされるが擦痕が著しい。

内面一受部へラミカゃキ。脚部制毛目、裾音1Iヨコナデ。※成形 ・調盤共粗

雑である。

3.覆土内。※透孔は 3個。
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43 (0124、0128、0171) 器 -e'i 1.器品76 受部径84一裾径 (100)・受部%と脚部対。

2.外面一受部へラミガキ、口縁部ヨコナデ、脚部へラミガキ。内面一受部

へラミガキ。脚部へラナデ、裾部ヨコナデ。

3.覆土内。透孔は 3f因。

44 (0172、0243) 器 L口a、 1.裾径120・受部の一部と脚部完存。

2.外面一受部へラミガキ。脚部へラミガキ。内面一受部へラミガキ。脚部

へラナデ、裾部ヨコナデ。

3.覆土内。透孔は 3個。

45 (0325) 器 Lロa、 1.裾径116・脚部完存。

2.外面ーへラミガキ、 一部に刷毛目痕を残す。内面ーへラナデ、裾部はヨ

コナデ。

3.覆土内。透孔は 3個。

46 (0113) 宝古E -頚部から胴部にかかる小片。

-外面一全面ヨコナデされ、頭部と胴部の境に隆帯が巡る。内面一頚部ヨ

コナデ。1阿部はナデ。

-覆土内。

47 (0215、0404) ~ -図示部のM。

-外面一頚部はタテ方向のへラミガキ。胴部斜格子目文。内面一頚部ヨコ

方向へラミガキ。胴部へラナデ。※頚部の外面全面と内面の一部に赤彩。

-覆土内。

48 (0368) き要 1.底径70・底部M。

2.外面一付加状縄文。底部は木葉痕を一部に残すがナデにより大半は消去

している。内面ーナデ。

3.覆土内。

49 (0167、0169) 査? -胴部小片

-平行直線文で区画された聞に鋸歯状のへラ描沈線が巡る。へラ描沈線に

沿って幅 8~ 1伽mの赤彩が施される 。

-覆土内。

50・51(0270、0273) 土 玉 -共に完形。50は床面直上、 51は覆土内の出土である。

29号住居跡

番 下口7 器種 内 骨~ 

1 (0003、0005、0006、 Z聖 1.口径160・口縁部%と胴部%。
0012、0016、0022、 2.外面 口縁部ヨコナデ、下端部に一部刷毛目を残す。胴部は全面倒毛目、
0023、0025、0026、

右下から左上方向。胴下端部に粘土の貼付痕を残す。内面一口縁部ヨコ
0028、0030--0035、

ナデ。胴部ナデ。※胴部は中佐から下端部にかけて二次焼化によると思
0046、0104-0107、

0158、0163、0214、 われる剥離が著ししミ。

0224、0227、0263、 3.覆土内。床面直上。
0264、0289、0294、

0307、0308、0348、

0359、0362、0374、

0381-0383、0385、

0420、0428、0429、

0432、0436、0443、

0466、0480、0485、

025-0502) 

2 (0081、0259、0272、 ミ塁 1.口径 (200)・図示部のx。
0285、0287、0301、 2.外面一円縁部刷毛日後ヨコナデ。胴部制毛目後ナデ。内面 口縁部刷毛
0302、0420)

日後ヨコナデ。胴部へラナデ。

3.覆土内。※口縁部の外面にスス付着。
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3 (0004、0005、0233) 警 1.口径122・口縁部と胴部泌。

2.外面一口縁部刷毛目後ヨコナデ、胴部は刷毛目後ナデ。内面一口縁部刷

毛目後ヨコナデ。※胴部は剥離が著しいが一部にナデがみられる。

3.覆土内。

4 (0001、0003、0006、 査 1.154-120-58・胴部の一部を欠くが復原完形。
0117、0118、0133) 2.外面一口縁部ヨコナデ、胴部ナデ。底部ナデ。※外面の矢印部は粘土帯

の接ぎ目が一周する。下から 2番目の矢印部には補強のための粧土の貼

付痕が残る。内面一口縁部ヨコナデ。胴部ナデ。口縁部ヨコナデ痕は同

心円状である。口縁部と胴部の境に稜をもっ。胴部中佐以下は剥離が著

しい。口縁部の内外面の一部にスス付着。

3.覆土内。※口縁部の内外面の一部にスス付着。

5 (0420、0502) 壷 1.口径92・図不部完存。

2.外面一口・頚部タテ方向へラミガキ。胴部ヨコ方向へラミガキ。内面一

口・頚部ヨコ方向へラミガキ、胴部へラナデ。※ヘラミガキは入念に施

される。口・頚部と胴部の境に稜をもっ。

3.覆土内。※胴部の外面の一部にスス付着。

6 (0001、0002、0016、 婆 -胴部最大径 (270)・因不部対。
0026、0028、0078、 -内外面共へラナデ。
0081) 

-覆土内。

7 (0001) 婆 1.底径 (70)・底部M。

2.外面一胴部刷毛目。底部へラナデ。内面ーナデ。

3.覆土内。※底部に籾痕を残す。

8 (0002、0045、0083) 台付饗 1.裾径70・図示部の%。

2.外面一胴部制毛目後ナデ。脚部ナデ。内面一胴部は剥離が著しく不明。

脚部はナデ。

3.覆土内。

9 (0033) 台付費 1.裾径82・脚部完存。

2外 ーヨコナデ下半刷毛恥ナデ裾部ヨコー面→

ア。

3.覆土内。

10 (0042、0083) 品 t不 1.口径(140)・図示部の%。

2.内外面共ナデ。※坪部の中位に稜が巡る。内面は剥離が著しい。

3.床面直上。
11 (0011) 宣 1.口径154・図示部完存。

2.外面一口径部ヨコナデ、複合帯の下端部はへラ様工具による刻み目。頚

部は刷毛目。内面一口唇部にナデを施すほか全面剥離のため不明。

3.覆土内。

12 (0001) 壷 -隆帯が巡り、隆帯を境に上は帯状、下は班点状に赤彩される。

13 (0077) 鉄製品 -鎌の破片であろう。

14(0076) 鉄製品 -鉄鍛の破片であろう。

30A号住居跡

番 下口宝 器種 内 容

1 (0312、0316、0334) 壷 1.口径 (140)・口・頚部%。

2.外面一複合帯はヨコナデ、下端部に刻み目を施す。頚部ヘラミガキ。内

面ーへラミガキ。

3.覆土内。

2 (0173) 壷 1.口径(130)・口・頚部光。

2.外面一口・頚部制毛目後ヨコナデ。胴部ナデ。内面一口・頭部制毛日後

ヨコナデ。

3.覆土内。

-130-



第 2篇船尾町田遺跡 (CN709) 

3 (B-0530・0692・ 委 1.口径152-158・図示部復原。
0707) 2.外面一口縁部ヨコナデ、 下端部にヨコナデ後に粗い刷毛目痕を残す。

内面一口縁部へラナデ、粗い刷毛目を残す。胴部へラナデ。内面に 3か

所粘土帯の接ぎ目を残す。

3.覆土内。※口縁部内外面の一部にスス付着。

4 (0230、0247、0254) 饗 1.口径 (150)・口縁部%。

2.外面一口縁部刷毛目後ヨコナデ。胴部へラナデ。内面一口縁部刷毛目後

ヨコナデ。胴部へラナデ。

3.覆土内。

5 (0016、0505) 費 -胴部最大径254・図示部復原。

-外面一上半部ヨコ方向(左→右)へラナデ、下半分タテ方向(上→下)

へラナデ。内面は全面へラナデ。※胎土中の砂粒によって擦痕か著いミ。

-覆土内。

6 (0306) 費 -底径80・底部M。

-内外面共へラナデ。

-覆土内。

7 (0048) 墾 -底径 (50)・底部対。

-内外面共ヘラナデ。※外面のへラナデは胴部から底部にかけて連続して

施され、底部周縁は丸味を帯びる。内面はミガキに近い入念なへラナデ

が施される。

-覆土内。

8 (0047、 0708~0710) 褒 -底径70・底部完存。

-内外面共へラナデ。

-床面。※内外面共剥離が著しい。

9 (0059、0066) 護 -底径 (140)・底部%。

-外面ーへラナデ、底部に木葉痕。内面は剥離のため不明。

-覆土内。

10 (0236) 台付費 -裾径 (90)・脚部対。

-外面ーへラナデ。内面一刷毛目、裾部へラナデ。

-覆土内。

11 (0711) 台付要 -裾径 (90)・脚部対。

-外面一副毛目、裾部ヨコナデ。内面ーナデ、裾部へラナデ。

-床面。

12 (0457、0533、 坪 -口径 (230)・口縁部泌。
B -0701、031-0001) -内外面共へラミガキ。※内外全面に赤彩を施す。

-覆土内。

13 (0065、0121、0749) 好、 1.57-(170) -40・図不部の%。

2.内外全面ミガキに近いへラナデ。※内全面と外面の上半に赤彩が残る。

3.覆土内。

14 (0003、 0034~0036 、 I不 1.59-156-(38)・図示部の%。
0534) 2.口縁部内外面共ヨコナデ。体部内外面共へラナデ。底部外面へラナデ。

3.覆土内

15 (0002、 0082~0084 、 !f、 1.63-67 -158-42・口縁部泌を欠くほか完存。
0751) 2.外面 口縁部ヨコナデ。体部と底部はへラナデ。内面ーへラミガ、キ。

※内面は中住から底部にかけて剥離が著しい。

3.床面・覆土内。※器形が歪んでいる。

16 (0461、0555) 坪 1.63-140-X .口縁部Mを欠くほか完存。

2.外面一口縁部ヨコナデ。体部ヘラナデ。内全面ナデ。

3.床面直上。覆土内。※内外面共赤彩が施されるが、口縁部から体部に向

って退色し底部では認められない。

17 (0003、0333、0344、 I不 1.61-154-X.図不部のM。
0349、0350、0510、 2.内外面共に口縁部ヨコナデ。体部ヘラナデ。※内面の口唇部直下に稜を
0747) 

もつ。

3.覆土内。
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18 (B-0671) 1不 l.57-(156)-56・図示部のM。

2.内外面共へラミガキ。※内面の周縁部下に稜をもっ。

3.床面直上。

19 (0451、0534、B-0587・l 坪 1.60-(150) -42・体部Mと口縁部の一部。

0706) 2.外面 口唇部にヨコナデされるほか体部・底部共にへラミガキ。※中位

に稜をもっ。内面一口唇部ヨコナデ他は全面へラミガキ。

3.覆土内。

20 (0001、0287、0708) 坪、 1. (55)一(150)-X.図郡部の巧。

2外面一口縁部ヨコナデ。体部へラナデ。内全面ナデ。

3.床面。※内外面に赤彩を施す。

21 (0115、0120、0154、 土干、 l. 69-146-50・口縁部Mを欠くほか完存。

0538、0542、0716) 2外面一口唇部ヨゴナデ。体部へラナデ。底部へラナデ。内面 へラナデ。

※内外面共擦痕が著しい。

3.床面・床面直上。※内外面に赤彩を施す。

22 (0004) 土干、 1. 56~60-148-38 ・復原完形。

2.外面一口縁部ヨコナデ。体部と底部はへラナデ。内面一口縁部ヨコナデ。

体部へラミガキ。※器形が歪んで、おり、部位により器高差がある。

3.覆土内。※内外面共赤彩が施されるが外面の体下部は消滅している。

23 (0749) 坪 1. 68一(180)-48・口縁部%と体部%。

2.外面一体部・底部共へラナデ。内面ーへラナデ、中位以下は剥離のため

不明。

3.覆土内。※内面の中位から上半に赤彩が残る。

24 (0337、0338、0355、 好、 1.72一(180)-52・因不部の封。

0363、0553、0747、 2.外面一体部・底部へラナデO 内面一全体の%は剥離のため不明、遺存部
B-0707、032-0001)

はナデ。

3.覆土内。

25 (0002、0147、0191、 好、 1.76-(150) -35・図示部の%。

0192、0194、0199、 2.外面一口縁部ヨコナデ。体部・底部はへラナデ。内面一全面ヘラミガキ
0205) 

※口縁部直下に稜をもっ。

3.覆土内。※外面の体部下部にスス付着。

26 (0453) 双孔円盤 -長径43、短径39、厚さ 5、完形。

-貫通孔の径はl.5で両側から穿孔している。両面および側面に成形時の

研磨痕とみられる擦痕が残る。

-覆土内。

27 (0452) 双孔円盤 -径21、厚さ 5・周縁部を欠損する。

-貫通孔の径はl.8で片側から穿孔される。

-覆土内。

28 (0041) 紡錘車 -長径45・短径32・厚さ11・完形。

-中央の穿孔は径 7。周縁部には成形時の研磨痕が放射状に残る。また上

の穿孔周辺にも放射状の擦痕が認められる。石製。

-覆土内。

29 (0749) 土 玉 -径25の球形で径 5の孔を貫通している。完形。

-覆土内。

308号住居跡

番 下口7 器種 内 タ'コtマー

1 (0411、031-0001) 宜古E 1.口径 (180)・口 ・頚部小片。

2.外面一複合帯はへラミガキされ、平行沈線が3本巡る。複合帯と頚音1)の

境はナデ。頚部はナデ。 頚部は刷毛目が施され、 一部にナデ。

※複合帯には3.5cm程度の間隔で赤彩が百包される。内面一口縁部はヨコナデ

され、羽状のへラ描き沈線が巡らされる。頚部はへラナデ。

3.覆土内。
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2 (0474、0684、A-0375、 ]E 1.円径 (180)・図不部の光。
0534) 2.外面一複合体はヨコナデ。頚部刷毛日。 胴部ヘラナデ。内面一口 ・頭部

へラミガキ。胴部へラナデ。

3.覆土内。

3 (0599、0637、0639、 宝官E 1.円径134・n縁部%と胴上、ド部%。
0642、0651、0658、 2.外面 口・頚部刷毛日後ヨコナデ。胴古[1刷毛目後へラナデ。内面一口 ・
0661、0663、0664、

頚部 ・胴部共にナデ。
0683、0706、0707、

3.床面直上・覆土内。
0738、0741、0742)

4 (0002、0426、 宝官E 1.口径 (120)・閃不部のM。

H 10-0000、 2.外面一口・頭部へラナデ。胴部は剥離のため不明。
H 36-0001) 

3.覆土内。

5 (0593、0594、0595) 軍 1.口径142・口縁告[1Y2。

2.外面一口容部ヨコナデ、録音日制毛日後へラナデ、口 ・頚部下端ヨコナデ。

内面一口 ・頚自1Iへラミガキ。胴部へラナデ。

3.覆土内。

6 (0623、0624、0626、 宝官E 1.口径 (136)・閃不自IIYs。
0627、0678、0706) 2.外面一口 ・頒古1I・胴古11共に刷毛目。内面一口 ・頚部刷毛目。胴部ナデ。

3.床面直上・床面。

7 (0573、0625、0692、 Z要 1.口径168・口縁部%と胴部K。
0693、0694、0707、 2.外面 口縁部刷毛日後ヨコナデ。胴部は制毛目。※胴部上、ドは左から右
A -0359) 

下へ、下半は上から下への刷毛日が行われた後右下から左 上へ行われる。

内面一口縁部刷毛目後へラナデ。胴音1Iへラナデ。

3.床面直上 ・覆土内。

8 (0650、0660、0706、 饗 1.口径 (170)図不吉11のK。
A-0446) 2.外面一日縁部ヨコナデ。胴音1I局IJ毛目。内面一口縁部ヨコナデ。 胴部へラ

ナデ。

3.磁土内。

9 (0534、0570、0577、 主要 1.円径152・n縁背11Y2と胴上、ド宮[1Y2。
0578、0579、0706、 2.外面一円縁音1Iへラナデ。胴部へラナデ。※粗雑な主主形のため器面は凹凸
0707) 

が著しい。内面一日縁昔日ヨコナデ。胴音11へラナデ。

3.額上内。

10 (0667、0670、0706、 Z題 1. il筏 (160)・同不部%。
A-0002) 2.外面一円縁古[1ヨコナデ。胴音1Iへラナデ。 内面一日縁部ヨコナデ。胴日1Iへ

ラナデ。 ※円縁部と胴部の境に後をもっ。

3.床面 ・床面直上。

11 (0700、0702、A-0398 、I口u] 上干、 1.円任 (190)・係自IU1'。

0419、0423) 2.外面一張出しi守[1はヨコナデ、他は全面へラ ミガキ。一部に制毛日を残す。

内面一全面へラミガキ。

3.覆土内。

32号住居跡

番 7口7 器種 内 ，谷古

1 (0001) 褒 1.口径 (110)・間不音IIYs。

2.外面一口縁告1Iヨコナデ。胴古[1刷毛日後へラナデ。内面一口縁部ヨコナデ。

胴音[1へラナデ。

3.床面。

2 (0003) 褒 1.口径 (110)・間不吉IIYs。

2.外商-u縁部と胴古1I上端ヨコナデ。』阿部刷毛日後ナデ。内面一口縁部ヨ

コナデ。胴古[1へラナデ。

3.床面。

3 (0001) 町、 1.円径140・[$<J不部のバ。

2.外面-n縁部ヨ コナデ。{本部へラナデ。 内面一全面へラナデ。

3床面。※内外面共低かながら赤彩を留めるが磨耗が著しく、実浪IJ図には

陰影を付さなかった。
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33号住居跡

番 下日守 器種 内 出谷

1 (0001、0003、0226、 宜主E 1.口径(160)・口・頚部%と胴上半音[1}-3'。
0243、0251、0254、 2.外面一口 ・頚部ヘラミガキ。胴部へラミガキ。内面一口 ・頚部へラミガ
0256、0260、0265、

キ。胴部ナデ。※剥離が著しい。
0269、0270、0275、

3.覆土内。 1'と同一個体であるが接合しない。0311、0346、0347、

0353、0364、0426、

0427、0438)

l' (0003、0219、0224、 Z古E 1.底径86・胴下半部%。
0227、0228、0240、 2.底部に木葉痕を残すほか内外面共 1と同じ。
0243、0260、0348、

3.覆土内。
0412、0416、0423、

0427、0435、0439、

0440、0450)

2 (0406) 宜士E -胴音[1最大径 (280)・図示部のK。

-外面一最大径部より上部は左下りの上に右下りの付加状縄文、以下は右

下りの付加状縄文を付す。上端部に S字状結節文を巡らす。内面一全面

へラナデされる。最大径部に接合痕を残す。

-覆土内。

3 (0001、0040、0041、 宝世E -胴部破片。
0083、0177、0179、 -外面一鋸歯状のへラ描き沈線で区画された内側は斜格子日文でうめつく
0186、0338、0426)

す。へラ描き沈線の外側は上部、下部共にへラミガキされた後、赤彩を

施す。内面ーナデ。

-覆土内。

4 (0238、0241、0427、 査 l.底径 (50)・底部と胴音[1}-3'。

0441、0450、H29 2.内外面共へラナデ。※底部中央に焼成後の穿孔(径 9%) がある。
l、H03-3) 

3.床面。

5 (0145) 宜古E -胴部小片。

-外面一上端に 2条のS字状結節文を巡らし、その聞はナデにより付加状

縄文を消去している。以下は左下りの付加状縄文でうめつくす。

内面ーへラナデ。※接合痕を残す。

-床面直上。

6 (0001、0196、0216、 宝古E l.口径134・口・頚部完存、胴音[1は図示音[1のM。

0217) 2.外面一口 ・頚部上半ヨコナデ、下半へラナデ。胴部へラナデ。

3.覆土内。

7 (0187) 宜古E 1口径 (110)・口・頚部五。

2.内外面共口唇部はヨコナデ、口・頚音[1ヘラミガキ。

3.覆土内。※外面の一部にスス付着。

8 (0038、H02-0000) 宝古E l.口径 (140)・口・頚部対。

2.外面斜格子目文。内面 へラミガキ。※内全面に赤彩される。

3覆土内。

9 (0146) き要 1.口径 (220)・図示部%。

2.外面 複合口縁帯・口唇部 ・胴音[1中位に付加状縄文。遺存部の下端には

竹管様具による刺突文が巡る。口縁部下のくびれ音[1はナデが施される。

内面 全面にわたり入念なナデが施される。複合帯の直下とくびれ部に

接合痕が認められる。

3.床面。

10 (0001、0002、0183、 要 1.214-160-52・口縁音[172'と胴部%。

0193、0214、0239、 2.外面 口縁部ヨコナデ。 胴上部は刷毛目後一部にへラナデ、中位は雑な
0246、H3 -0000、

へラナデ、下部はへラナデと一部に刷毛目を残す。内面一口縁部ヨコナ
H24-0001) 

デ。胴昔[1へラナデ。

3.覆土内。
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11 (0001、0002、0003、 察 l.口径 (180)・図示部のM。
0263、0426) 2外面一口縁部は下から上への刷毛目後一部ヨコナデ。胴部刷毛目。

内面一口縁部ヨコナデ。胴部へラナデ。

3.覆土内。

12 (0003、0056、0103、 饗 l.口径 (210)・口縁部M。
0426) 2外面一口縁部ヨコナデ。胴部刷毛目。内面一口縁部ヨコナデ。胴部へラ

ナデ。

3.覆土内。

13 (0001、0003、0094、 き襲 l.口径 (180)・口縁音li}1'。
0426) 2.外面一口縁部は下から上への刷毛目後ヨコナデ。胴部刷毛目。内面一口

縁部は刷毛目後ヨコナデ。胴部は刷毛目。※口縁部直下に稜をもっ。

3.覆士内。

14 (0003、0198、0248、 き雲 l.口径 (170)・図示部%。
0249、0264、0276、 2.外面一口縁部ヨコナデ。胴部は制毛目が施され、さらに棒用具による太
0345、0426、0427)

めの沈線が左下り方向に施される。内面一口縁部ヨコナデ。胴部へラナ

ア。

3.覆土内。

15 (0190) 饗 l.口径 (110)・図示音liのK。

2.口縁部内外共ヨコナデ。胴部内外面共へラナデ。胴部外面の上端に刷毛

目が残る。

3.覆土内。

16 (0002、0040、0106、 察 l.底径70・底部 (完存)と胴部%。
0212、0218、0221、 2.外面 上半部は入念なへラナデが施されるが下半部は組雑である。
0223、0237、0396、

内面は全面入念なへラナデ。
0426) 

3.覆土内。

17 (0001、0003、0035、 き襲 -胴音15最大径270・因不部のM。
0039、0090、0304、 -外全面へラミガキ。 ※外全面に赤彩される。内全面へラナデ。
0306、0308、0309、

-覆土内。
0314、0326、0328、

0330、0331、0338、

0339、0348、0363、

0379、0381、0399、

0426、0427)

18 (0389) 褒 l.口径 (150)・口縁音liYs。

2.外面 口縁音15ヨコナデ。胴部へラナデ。 内面一口縁部ヨゴナデ。胴部刷

毛目。

3.覆土内。

19-21 (0002、0003、0229) 饗 .8字状口縁部片。

22 (0124) 台付饗 l.裾径94・e 脚音li完存。

2.外面一裾部に刷毛目を残すほかへラナデ。 内面ーへラナデ。

3.覆土内。

23 (0271) 台付婆 -脚音li上端の小片。

-外面はへラナデ、内面はナデ。

-覆土内。

24 (0003、0009、0090、 小形饗 l.口径 (120)・図示部の%。
0427、0451)

2.外面一中位より上は口縁部に至るまで刷毛目、以下はへラナデ。

3.床面。

25 (0002、0128、0130) 土不 1.69-(104) --36・底部(完存)と体音fi7:i'。

2.外面一口縁部ヨコナデ。体部へラナデ。内面一全面へラナデ。

3.覆土内。

26 (0382、0405) 鉢 l.188一(362)一116・底部(完存)と体音li7:i'。

2.外面一全面付加状縄文。底部に木葉痕。内面一全面ナデ。

3.床面。

r
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27 (0001、0193、0201、 問口1 土干、 1.口径116・好、部Mと脚上端部。
0243) 2土干、部は内外面共へラミガキ。脚部は外面にへラミガキ。内面に刷毛目を

施す。

3.覆土内。

28 (0003、0116、0172、 品 好、 1口径234・口縁部光を欠くほか図示部完存。
0188、0217、0234、 2内外面共入念なへラミガキ。
0349、0407、0426)

3.覆土内。

29 (0231) 問口] 土不 1.裾径88・脚部M。

2.内外面共へラナデ。

3.床面直上。

30 (0119、0120、0157、 器 4口ょ、 1. 99 受部径100-裾径130・受部Mと脚部M。
0158、0410、0411、 2.外面一全面へラミガキ。内面一受音15へラミガキ。脚部へラナデ。
0427) 

3.床面直上。※透孔は 3個もつ。

31 (0397) 器 L口」、 1. 75 受音15径74-裾径76・受部%と脚音15 (完存)

2.外面一全面へラナデ。内面一受部へラミガキ。脚部刷毛目。

3.覆土内。

32 (0199) 器 i口~ 1.裾径140・裾音1572'を欠くほか脚音15完存。

2.外面ーへラミガキ。裾部はヨコナデ後へラミガキされる。内面一制毛目。

3覆土内。※透孔は 3個もつ。

33 (0046、0383、C92-1) 器 4口4 1裾径(100)・脚部M。

2.外面 へラナデ。裾音15に刷毛呂を残す。内面一刷毛日後一部にへラナデ。

※透孔は 3個もつ。透孔の穿孔か所はタテ方向に制毛目を 1-2度施し、

その後に孔を開けられている。

3.床面直上。

34 (0255) 器 L口A -脚部小片。

-内外面共へラナデ。

-覆土内。

35 (0388) 台付墾? -裾径34・裾音1573'を欠くほか完存。

-内外面共ナデ。

-覆土内。

36 (0001、0210) 婆 1.底径180・底部完存。

2.内外面共へラナデ。※底部に木葉痕を残す。

3.覆土内。

37 (0114、0152) 饗 1.底径64・底音1572'。

2.外面 下端部にへラナデを施すほかは刷毛目。内面 へラナデ。

3.覆土内。

38 (0017) Z警 1.底径36・底音15完存。

2.内外面共へラナデ。

3.覆土内。

39 (0427、0450) 婆 1.底径68・底音1572'。

2.外 面刷毛目。底部はへラナデ。内面 へラナデ。

3.覆土内。

40 (0155) 察 1.底径50・底部完存。

2.内外面共へラナデ。

3.覆土内。

41 (0394) 要 1.底径50・底部完存。

2.内外面共へラナデ。

3.覆土内。

42 (0141) 主要 1底径70・底部完存。

2.内外面共へラナデ。

3覆土内。
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43 (0180) 

44 (0408) 

34号住居跡

番 子口子 器種

1 (0001、0002、0003、 台付費
026-0002、0115)

2 (0002) 台付饗

3 (0008) 費

4 (0011) Z要

5 (0002、0003) 直1 I不

6 (0006) 器 L仁1、

7 (0003) 器 4E21 、

35号住居跡

番 下口ヲ 器種

1 (0226、0227) 饗

2 (0003、0021、0056、 婆
0224、0225)

3 (0002、0004、0120) 察

4 (0004、0033、0055、 婆

0064、0074、0080、

0081、0082、0090、

0121、0165、0250、

0293、0317、0334)

1.底径50・底部完存。

2内外面共へラナデ。

3.覆土内0

・径28・完形・覆土内。

内

第 2篇 船 尾町田遺跡 (CN709) 

容

1.269-172-92・口縁部%、胴部は一部を欠くほか復原。脚部%。

2.外面一口縁部刷毛目、胴部は上半部右下り、下半部左上りの刷毛目。脚

部から胴下端にかけて下から上方向のへラナデ。脚部は刷毛目。内面一

口縁部刷毛目。胴部は底部から%にナデが施されるほかへラナデ。脚部

ナデ。※口縁部直下に稜をもっ。

3.床面、床面直上。

1.裾径92・脚部完存。

2.外面ーナデ、裾部ヨコナデ。 内面 へラナデ、中位から裾部まではヨコ

ナデ。

3.床面。

1.底径50・底部完存。

2.外面 脚部刷毛目。底部へラナデ。 内面ーへラナデ。

3.床面直上。

1.底径48・図示音15のM。

2.外面一胴部 ・底部へラナデ。内面ーナデ。

3.覆土内。

1.144-238一裾径104・坪部は口縁部と体部をそれぞれ一部欠くほか完存。

2.外面一杯部へラナデ。脚部へラミガキ。内面一坪部へラミガキ。脚部へ

ラナデ。※透孔は縦位に 2個を一対として 3対 6個もつ。

3.床面。

1.80-83 受部径82 裾径98.復原完形。

2.外面一受部ヨコナデ。 脚部へラミガキ。内面一受部ヘラナデ。脚部へラ

ナデ。

3床面。※透孔は 3個もつ。

1.88 受部径70 裾径90・受部口縁の%欠くほか復原。

2外面 受部へラナデ。脚部刷毛目後へラナデ。内面一受部へラミガキ。

脚部へラナデ。

3床面。※透孔は 3個もつ。

内 d百 マ

1.口径 (180)・図示音15;1。
2.外面 口縁部刷毛目。胴部は上部に刷毛目、下部はへラナデ。内面 口

縁音15刷毛目。胴音11へラナデ。

3.覆土内。

1.口径(180)・口縁音15，)1。
2.口縁部は内外面共ヨコナデ。 胴音15は外面制毛目。内面へラナデ。

3.覆土内。

-口径(180)・口縁音1172'。

-内外面共ヨコナデ。

-覆土内。

1.底径44・底部 (完存)と胴音15は図示音15の%。

2.外面刷毛目。※底部は大きく えぐられている。内面 へラナデ。

3.床面、床面直上。
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5 (0234) 褒 -底径80・底部M。

-内外面共へラナデ。※底部に木葉痕を残す。

-覆土内。

6 (0073、0147、0148、 褒 -底径76・底部(完存)と胴部の一部。
0260、0271) -内外面共へラナデ。※外面のへラナデは入念でへラ痕を残さない。

-覆土内。

7 (0004、0005、0006、 台付墾 1.333一(206) 裾径98-104・口縁部泊、胴部沼、脚部%。
0016、0023、0024、 2.外面一口縁部刷毛目。口唇部ヨコナデ。胴音11は全面刷毛目(左上り)。
0046、0054、0056、

脚部刷毛目。内面一口唇部ヨコナデ。口縁部へラナデ。胴音11へラナデ。
0058、0062、0069、

脚部ヘラナデ。0070、0075、0088、

0158、0159、0160、 3.覆土内、床面直上。

0162、0164、0242、

0247、0310、0317、

0343、0344、0345、

0349、0354、0359、

0362、0363、0365、

0378、0380)

8 (0208、0286、0289、 台付褒 -裾径 (104)・脚部%。
0317、0323) -外面 刷毛目後ナデ。内面ーへラナデ。

-床面直上。

9 (0002、0004、0106、 台付褒 -裾径 (90)・脚部M。
0283、0305) -外面一刷毛目、裾部はヨコナデ。内面ーへラナデ。

-床面直上。

10 (0214、0215、0216、 台付費 1.裾径92・脚部(完存)と胴音11の一部。
0355、0364) 2.外面一胴部制毛目。胴部下端から脚音11上端にかけてへラナデ。脚部は刷

毛目。内面一胴部へラナデ。脚部へラナデ。

3.覆土内。

11 (0004、0203、0204、 台付褒 -裾径58 ・脚音~Ys。
0273、0317) -外面ーへラナデ。内面ーナデ。

-覆土内。

12 (0324) 台付褒 - 裾径68 ・脚音~完存。

-外面ーナデ。内面ーへラナデ。

-床面。

13 (0004、0012、0013、 宝古E 1.口径104・口・頚部%、胴部%。
0032、0076、0079、 2.外面一口 ・頚音11ヨコナデ後タテ方向のへラミガキ。胴音11ヨコ方向のへラ
0096、0097、0113、

ミガキ。内面一口 ・頚部タテ方向のへラミガキ。胴部へラナデ。
0211、0171、0177、

0241、0292) 3床面、床面直上。

14 (0004、0011、0027、 :tf 1口径 (100)・口・頚部%と胴部M。
0028、0055、0060、 2.外面一円将官11ヨコナデ。日 ・頚部タテ方向へラミカ‘キ。胴古11へラミカ、キ。
0167、0168、0261、

※胴上端部に刷毛目を残す。胴告11のへラミガキは粗雑である。内面一口・
0262、0311、0312、

頚音11ヨコ方向へラミカ。キ。胴音11へラナデ。0317、0401)
3.床面、床面直上。

15 (0145) 褒 1.106-113-109-113-34。完存。

2.内外面共へラナデ。※総形に歪みがある。

3.床面。

16 (0004、0192、0194、 Z建 1.口径116・口縁音11は復原して完形。胴告11は|河原古11の%。
0195、0201、0202、 2.外面一口特部、口縁音11共ヨコナデ。胴古11は刷毛日後へラナデ。内面一円
0274、0275)

縁音11は制毛日後口将音11にヨコナデ。胴音11へラナデ。

3.覆土内。
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17 (0382、0383、0385、 褒 1.137-148-46・胴部の一部を欠くほか復原完形。
0386、0384、0397) 2.外面一口縁部ヨコナデ。胴部へラミガキ、胴上端部に刷毛目を残す。

内面 口縁部ヨコナデ。胴音11へラナデ。※外全面と内面口縁部に赤彩を

施す。

3.覆土内。※外面の赤彩は全体に班点状の剥離がある。外面の口縁部から

胴上部にかけでほぼ全周にススが付着する。底部付近の胎土は赤色化し

ており、 二次焼化が認められる。内面も全面にわたって器面の剥離が著

しい。

18 (0004、0252、0256、 費 1.口径80・図亦部のM。
0257、0339) 2.外面 口縁部ヨコナデ。胴部は上半部刷毛目、下半部へラナデ。

内面一口縁部ヨコナデ。胴部へラナデ。

3.床面直上。

19 (0004、0077、0175、 饗 1. 73-(82) -34。図示部の%。
0185、0317) 2.外面 口縁部ヨコナデ。胴部は最大径付近にへラナデされるほか刷毛目。

内面一口縁部ヨコナデ。胴部へラナデ。※口縁部直下に稜をもっ。

3.床面直上。

20 (0004、0139、0179、 警 1.77-94-46・口縁部泌を欠くほか復原完形。
0182、0193、0200、 2.外面 口縁部ヨコナデ。胴部は上部に刷毛目、下部はへラナデ。
0219、0276、0317、

内面一口縁部ヨコナデ。胴部へラナデ。
0350) 

3覆土内。

21 (0004、0088、0206、 費 1.70-(106) -36・口縁部の一部と胴部%。
0299、0317、0335、 2.口縁部内外面共ヨコナデ。胴部内外面共へラナデ。
0399) 

3.床面、床面直上。

22 (0004、0083、0087、 Z妻 1.104-(84) -50・口縁部の一部と胴部M。
0180、0184、0196、 2.外面一口縁部ヨコナデ。胴部へラナデ。 胴下端部から底部にかけてへラ
0199、0212)

ナデされへラ痕を残す。内面一口縁部ヨコナデ。胴部へラナデ。

3.床面、床面直上。

23 (0004、0183、0294、 Z警 1.底径46・胴部%と底部%。
0317、0325、0401) 2.外面ーへラナデ。内面一口縁部ヨコナデ。胴部へラナデ。

3.床面、床面直上。

24 (0004、0142、0153、 j宛 1.75-(116) -(48)・図郡部のパ。
0189、0297) 2.外面 口縁部ヨ コナデ。体部は剥離が著しく一部にへラナデを残す。

3.覆土内。

25 (0004、0186、0284、 j宛 1.44-60-(28)・底部%を欠くほか復原。
0291、0317) 2.外面の口唇音1Iにヨコナデされるほか内外面共へラナデ。内面には擦痕が

残る。

3.覆土内。

26 (0004、0128、0317、 問口1 土干、 1.1 55~ 158-236 裾径138・好、部%と脚部%。

0327、0368) 2.外面 係官1I、脚部共へラミガキ。 内面一杯昔日へラミガキ。 脚部へラナデ。

※外面のへラミガキは粗雑なための擦痕が残る。

3.床面直上。※杯部がやや傾いておりために器高が一定しない。透孔は 3

個もつ。

27 (0004、0181、0187、 日回I 土手 -口径178・杯部%。
0191、0193、0207、 -外面一口唇音1Iにヨコナデを施すほかへラナデ。内面ーへラミガキ。
0209、0281、0282、

-床面直上。
0284、0317)

28 (0329) 品 好、 -口径120・1不部完存。

-内外面共へラミガキ。

-床面。※内全面に班点状の剥離が著しい。

29 (0004、0034、0084、 探 4口A -受音1I径86・図示音1Iの%。
0161、0270、0337) -外面一受部ヨコナデ。 脚部へラミガキ。 内面一受部は口縁音[1がヨコナデ

されるほか、脚部へラミガキ。脚部へラナデ。

-床面、床面直上。
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30 (0131、0188、0174、 舌ロロ百 斗口」、 -裾径102・脚音[172'0 1 
0317) -外商ーへラミガキ。内面ーへラナデ。

-覆土内。

31 (0004、0117、0124、 宝古E -屑部小片。
0301、0303、0306、 -口 ・頚部直下に平行直線文を巡らし、その下には波状櫛摘文を施す。遺
0318、0319)

存部の下端にも平行直線文が一部残る。

-覆土内。

36号住居跡

番 干ロ王 器種 内 d官 マ

1 (∞01、0002) 宜古E -口窪 (110)・口 ・頚音1173'。

-外面一口縁部ヨコナデ。頚部ヨコナデ。遺存音11の最下端に一部刷毛目 を

残す。内面一刷毛目。

-覆土内。

2 (0015) 笠古 -口径 (140)・口 ・頚部M。

-外面 口縁部ヨコナデ。頚部へラナデ。内面 ヨコナデ。頚音11下端はへ

ラナデ。

-覆土内。

3 (0009) 宜古 -口径144.口 ・頚音[1J1。

-外面 口縁部ヨコナデ。 頚古[1へラナデ。内面 口 ・頚音11へラナデ。胴音11

上端にヘラナデ。

-覆土内。

4 (0003、0013) 要 -口径144・口縁部M。

-外面一口縁部ヨコナデ。胴部へラナデ。※口縁部直下に稜をもっ。

-覆土内。

5 (0004、0018、0035、 饗 -口径160・口縁部一周と胴上部の一部。

0039、0042、0043、 -外面一口縁部ヨコナデ。胴部ヘラナデ。内面一口縁部ヨゴナテ、。 胴部へ
0045、0046)

ラナデ。※口縁部下に接合痕を残す。

-覆土内、床面直上。

6 (0016) 台付饗 -口径 (110)・図示部のK。

-外面一口縁部はヨコナデした後、t1iii歯列点文をめぐら す。胴宮[1は上端に

ヨコ方向の刷毛目、以下は左上りの刷毛目。内面一口縁音11ヨコナデ。胴

部ヘラナデ。

-寝土内。

7 (0007) 婆 1.100-98-52・完存。

2.口縁部内外面共ヨコナデ。胴部内外面共へラナデ。※内面の口縁部直下

に稜をもっ。

3.床面直上。

8 (0005) 護 1.75-104-48・復原完形。

2.口縁部内外面共ヨコナデ。胴部内外面共へラナデ。※内面の口縁部直下

に稜をもっ。

3.床面直上。

9 (0024) 察 1.口径 (88)・図示音[1のM。

2.外全面ナデ。 内面は口縁部刷毛目、胴部へラナデ。

3.床面直上。

10 (0008) 1宛 1.70-116-38・完存。

2.口縁部内外面共ヨコナデ。体部内外面共へラナデ。

3.床面直上。

11 (0030) I笥 土不 -口径 (224)・図示部の%。

-内外面共へラミカ、、キ。

-覆土内。
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12 (0001) 饗 -胴部最大径 (80)・図示部の泊。

-外面上端部にヨコナデを施すほか内外面共へラナデ。

-覆土内。

13 (0011) 品 坪 -裾径 (110)・脚部M。

-外面一制毛目。内面ーへラナデ。

-覆土内。

14 (0026) 要 -底径40・図示部完存。

-内外面共へラナデ。

-覆土内。

15 (0003) 要 底径 (68)・底部対。

-内外面共へラナデ。

-覆土内。

16 (0002) 警 -底径 (70)・底部M。

-内外面共へラナデ。

-覆土内。

17 (0177) -土器片再加工品。

土器片錘? -周縁部は磨耗し丸味を帯びる。

-中央よりやや上のくびれた部分は西側から意図的に加工したようである。

18 (0002) -土器片再加工品。
土器片錘?

. 17にみられる企画性はなく、周縁部は磨耗して丸味を帯びている。

19 (0027) 石屋 石 • 4面に使用痕を残す。

. 2薗には細い条痕がみられるが他の 2面は平滑である。

37号住居跡

番 下口7 器種 内 n台-、

1 (0001、0040) 婆 1.口径208・口縁部全周と胴部対。

2.外面一口縁部は中位から口唇部にかけてヨコナデ。下半は下から上への

刷毛目を行った後上から下へ胴上端まで及ぶ刷毛目を施す。胴部は右下

りの刷毛目。内面一口縁部制毛目。胴部へラナデ。※口縁部直下に稜を

もつ。

3.覆土内。

2 (0004) き妻 1.227-176-60・口縁部対と底部%を欠くほか復原。

2.外面 口縁部刷毛目。胴部は右下りのへラナデ、下端部は左上りのへラ

ナデ。※へラナデは粗雑で擦痕が著しい。内面一口縁部刷毛目後弱いヨ

コナデ。胴部へラナデ。

3.床面。

3 (0055、0068) 護 -口径 (150)・口縁部%。

-内外面共ヨコナデ。

-床面。

4 (0001、0002、0004、 Z話 1.底径78 ・ 底部 (完存) と胴音~YJ。
0011、0013、0014、 2.外面ーへラナデ。 内面 へラナデ。底部付近に刷毛様具によるナデ痕を
0015、0016、0017、

残す。
0018、0019、0022、

3.床面。0023、0027、0036、

0055、0057、0065、

0067、0069、0071、

0072、0074)

5 (0054) 護 -底部68・図示部の%。

-外面一粗雑なへラナデ。 擦痕が著しい。内面ーへラナデ。

-柱穴内。

6 (0001、0004、0024、 台付斐 1.153-124-62・口縁部と胴部とそれぞれ一部を欠くほか復原。
0025、0026、0032、

2.外面 口縁部ヨコナデ。胴告15は左上りの刷毛目。脚部へラナデ。
0041、0055)

内面一口縁部刷毛目。胴音[5、脚音15共へラナデ。

3.床面。
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7 (0056) 台付費 1.127-100-80・口唇部の大半を欠くほか完存。

2.外面一口縁部はヨコナデ後、櫛歯列点文をめぐらす。胴部は下部%がタ

テ方向(下から上へ)のへラミガキ、他はヨコ方向のへラミガキ。

上端部の一部に制毛目を残す。脚部は上から下へのへラミガキ。

内面一口縁部ヨコナデ。胴部は入念なヘラミガキ。脚部は刷毛目。

3.柱穴内。

8 (0003) 台付費 -裾径70・脚部完存。

-外面の裾部にヨコナデを施すほか内外面共へラナデ。

-床面。

9 (0050) 台付費 -裾径104-108・脚部完存。

-内外面共へラナデ。

-覆土内。

10 (0009) 褒 1. 73一(92)-32・口縁部%と胴部%。

2.内外面共へラナデ。

3.覆土内。

11 (0054) 品 坪 1.108一(216)一裾径120・坪部%、脚部M。

2.坪部内外面共へラミガキ。脚部外面へラミガキ、内面は裾部にヨコナデ

を施すほかへラナデ。

3.柱穴内。※透孔は 3個もつ。

12 (0010、0055、0066) 器 4ロ」、 1. 75 受部径78一裾径116・受部%、脚部M。

2.外面ー受部は口唇部にヨコナデを施すほかへラナデ。脚部へラミガキ。

内面ー受部ヘラミガキ。脚部へラナデ。

3.床面。※透孔は 3個もつ。

13 (0001、0002、∞51) 器 」口」、 -脚部封。

-外面ーへラミガキ。内面ーへラナデ。

-覆土内。※透孔は 6個もつ。

14 (0035) 器 A口J、 -脚部片。

-外面ーへラミガキ。内面ーへラナデ。

」 ー
-覆土内。※透孔は 3個もつ。

40号住居跡

番 予I=J吉 器種 内 H廿， 

1 (0151、0181) 費 -口径 (190)・因不部のM。

-外面一口唇部と胴部最大径付近は付加状縄文。他はへラナデ。内面ーへ

ラナデ。※擦痕が著しい。

-床面。

2 (0003) 費 -図示部%。

-外面一付加状縄文、下端部はへラナデ。内面ーへラナデ。

-覆土内。

3 (0002) 品 坪 -口径152・口縁部Mを欠くほか図示部完存。

-外面ーへラナデ。内面ーヘラミガキ。

-覆土内。

4 (0001) 浮子 ワ -軽石製の加工品である。現存長7lmm、最大幅3伽mを測る。上端部にくび

れが一周し、周囲は約 l叩間隔で、半円状に加工される。片面には 3か所

円形の凹みがある。浮き具の一種とも考えられるが、使途不明品として

おく。

-覆土内。

5 (0157) 紡錘車 -径47mm、厚さ3伽m。粘土塊を手控ねで成形し、乾燥前に孔を貫通してい

る。二次焼化の痕跡を残す。

-覆土内。
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出土遺物一覧(その他の遺構)

11号祉

番 下目ヲ 器種 内 容

1 (0002) 饗 胴部最大径 (130)・胴部M。

-外面 下部に一部へラケズリ痕を残すほか全面へラミガキ。内面一上端

部にヨコナデを施すほかへラナデ。※外全面に赤彩されるが下部は剥離

が著しい。外面はへラケズリの後、へラミガキされるが、ミガキが組雑

なためへラケスリ痕が多く残る。内面の上端部にも一部赤彩が残る。

2 (0001) 器 4口2、 -裾径 (90)・図不部の%。

-外面一裾部に複合帯が巡り、ヨコ方向の刷毛目が施される。脚部はタテ

方向の刷毛目。内面ーナデ。

3 (0003) 陶器小皿 . 16一72-32・全体のM。

-右回転のロクロ成形。外面は下端部と底部に回転へラ削りを行い、ほか

は回転ナデ。内面はナデ。※胎土は明灰色で固く焼き締る。回転へラけ

ずりされた部分を除いて内外面共褐色の粕をかけている。

4 (0004) 鉄 包皇 -現存52、断面は 4x 5。箆被の一部であろう 。

15号祉

番 下口ヨ 器種 内 ~ コ
1 (0002) 察 -口径 (90)・図示部M。

-外面ーへラナデ。内面一口縁部に組雑なヘラミガキを施すほかへラナデ。

※外面の一部にスス付着。

2 (0004) 日ロ1 :tf -図不部河。

-外面 張り出し部はヨコ方向、ほかはタテ方向のへラミガキ。内面 へ

ラミガキ。※坪部の透孔は 4個確認できる。

3 (0002) 器 i口A、 -裾径 (98)・脚部M。

-外面粗雑なヘラミガキ。内面刷毛目。

4 (0002) 器 L口糸 -図示部のK。

-外面ーへラミガキ。内面ーナデ。※脚部の透孔は l個確認。

48号祉

番 下口7 器種 内 ぜ1コマl 

1 (0001) Z雲 -底径 (60)・底部%。

-内外面共ヘラナデ。※底部に木葉痕を残す。

2 (0014) 石底 石 -破損品を再利用したものであろう 。

. 2面に使用痕が認められ、使用面は平滑でなく反っている。

3 (0053) 石底 石 -石皮損した小片である。

. 2面に使用痕が認められ、各面共平滑である。

4 (0010) 不 明 -鉄製品の小片。断面は23x4。

5 (0049) 刀子 ワ -万身の一部であろう 。砥ぎi成りが著しい。断面は10X2。

6 (0032) 童T -頭T頁部の一部と下半部を欠く 。断面は 7x 4。
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5章遺構外出土の遺物

これまで、遺構とその遺物について解説してきたが、本章では、表土除去作業・遺構確認作業等に

おいて検出した遺物で、所属する遺構の明らかでないものに関して解説することとした。

出土位置については、検出したグリッド名を用いて明確にするよう努めたので、第 5図船尾町田遺

跡グリッド配置図および、第 4図グリッド呼称例を併せて参照されたい。

1.弥生時代以降の遺物

一覧表の内容は以下の通りである。

1.器高一口径あるいは受部径一底径あるいは裾径・遺存度。

2.成形・調整など。

3.出土グリッド名 ※その他特記事項。

なお、法量の項で( )を付したものは推測値である。単位はすべて mmを用いた。

。 10cm 

第92図 Aグリッド出土遺物実測図(1/4)

Aグリッド(第92図・図版42)出土遺物一覧(遺構外)

番 字Eコ7 器種 内 $ 
1 (A 90-0001) 台付鉢 1.132-191-202一76・復原完形。

2.外面一口縁部ヨコナデ。胴部は上半部が右から左ヘヨコ方向の刷毛目、

下端部は下から上への削毛目。脚部はナデ。内面一口縁部ヨコナデ。胴

部へラナデ。脚部へラナデ。

3.A90※口縁部は歪曲しているため口径は一定しない。完形品が圧し潰ふ苧

された状態で出土した。

Cグリッド(第93図・図版42)

番 巧Eコ 器種 内 H廿~ 

1 (C51-000L 0019、 墾 1.口径(100)・口縁部の一部と胴上部%。
0061) 2.外面一口縁部ヨコナデ。胴部刷毛目。内面一口縁部ヨコナデ。胴部へラ

ナデ。

3. C51。

2 (COO-OOOO) 褒 1.底径一70・底部完存。

2.内外面共へラナデ。

3.COO。底部に木葉痕を残す。
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3 (C51-0002、0010)

4 (C51-0047) 

5 (C51-0060) 

6 (C51-0005) 

7 (C86-0000) 

8 (C81-0000) 

9 (coo-OOOO) 

10 (coo-OOOO) 

費

費

台付饗

台付費

小形土器

皿

土 玉
土 玉

第 2篇船尾町田遺跡 (CN709) 

1.底径58・底部完存。

2.内外面共へラナデ。

3. C51。

1.底径 (70)・底部M。

2.内外面共へラナデ。

3. C51。※底部に木葉痕を残す。

1.裾径60・脚部%。

2.内外面共へラナデ。

3. C51。

1.脚部上端部径34・裾部を欠く脚部小片。

2.内外面共へラナデ。

3.C51o 

1.33一(40) 品台径18・全体の%。

2.外面の口唇部にヨコナデを施すほか内外面共ナデ。手控ね成形によるも

のであろう。成形は粗雑で、ある。

3. C86。

1.11-58-38、全体の%。

2.ロクロ成形。外面の体部はナデ、底部は回転糸切り痕を残す。内面は回

転ナデ。

3. C81。

径28・完形・ COO。

径28・完形・ COO。

一三《胃亙ヒタ

以lvld

L上マ2
5 

。
メ川!;1!11

10cα:m n l 

¥以 8

① ③ 

。 5cm 

第93図 Cグリッド出土遺物実測図(1/2・1/4)
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第94図 Dグリッド出土遺物実測図 (1/2・1/4)

Dグリ ッド(第94図・図版42)

番 下口デ 器種 内 H壬テ~ 

1 (043-0001) 婆 .S字状口縁部小片。

2 (045-0001) 察 .S字状口縁部小片。

3 (075-0001) 褒 1.底径 (74)・底部M。

2.内外面共ナデ。

3. D75。※底部に木業痕を残す。

4 (024-0002) き堅 1.底径 (70)・底部M。

2.外面付加状縄文。内面ーナデ。

3. D24。底部に木業痕を残す。

5 (075-0001) 石丘 石 -両面と周縁音11に使用痕を残す。片面と周縁部の一部に細かい擦痕が認め

られる。

. D75。

6 (022-0001) 刀子 ワ -断面の形状から万子の万身片であろう。

. D220 

7 (076-0000) 主I つ -頭頂音11を折り曲げただけの単純な造りである。下端部を欠損する。

-幅 6-10、j亨さ 2。

. D76。

8 (032-0003) 不 明 -鉄鍛の一音11と思われる。上部では長方形の断面であるが、下部では円形

となる。

-上端で幅 5、厚さ 2。

. D32。

9 (078-0000) 不 明 -上端部は折り返しされた後、約30守呈の角度に曲げられている。幅11、厚

さ2。

. D78。
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3 

。 10cm 。 5cm 

第95図 Gグリッド出土遺物実測図(1/2・1/4)

Gクリ ッド(第95図・図版43)

番 子ロ玉 器種 内 由主全

1 (G72~0000、 0001 、 婆 l.口径 (142)・図示部のM。

0002) 2.外面 口縁部刷毛目後ヨコナデ。胴部へラナデ。内面一口縁部刷毛目。

胴部へラナデ。

3. G720 

2 ( G95~0000) f克 1. (75) -104-X・口縁部%、胴部M。

2.口縁部は内外面共ヨコナデ。胴部は外面へラナデ。内面ヨコナデ。

3. G950 

3 (G31 ~OOOO) 台付饗 l.裾径 (90)・脚部巧。

2.外面刷毛日後ナデ。内面刷毛目。

3. G31。

4 (G 19~0000) 砥 石 -両面及び周縁部は磨耗が著しく、表面は滑らかである。磨耗の状態から

推測すれば、砥石を手に持って研磨に用いたものであろう。

. G190 

5 (G57~0001) 凹み石 -約yzの破損品で、約 1mm程凹んで、いる。

. G67。

6 (G83~0001) 土製紡錘車 -長径40、短径25、厚さ13。完形。

-全面へラナデによる整形が方包される。

. G830 

7 (G 51 ~0001) 石製品 -径29、厚さ12の円形の石を中央に穿孔し、さらに一部を切断している。

中央の穿孔は初めに小孔を貫通し徐々に広げられたようである。穿孔部

と切断面には製作時に生じたと思われる擦痕が残る。おそらく装飾具の

類であろう。

. G610 

8 (G05~0001) 不 明 -鉄鍛の一部であろうか。

-中央付近では幅 7、厚さ 3を測る。

. G05。

9 (GOO~OOOO) 不 明 -鉄製品の小片である。 2か所に突起部をもっ特異な形状である。使途は

不明で、ある。

. GOO。
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第97図 Hグリッド出土遺物実測図 (1/2・1/4)

Hグリ ッド (第96・97図・図版43)

番 下目玉 器種 内 ?fI. コ!
1 (H31-0034、0108、 査 1.130一120-36・口縁部Mを欠くほか復原。

0110、0123) 2.外面一口縁部と頚部は共にヨコナデ。胴上端部と胴中部にへラによる刺

突文を巡らす。その聞はへラ描きによる山形文と平行直線文を各3段巡

らせている。胴中部から底部にかけては入念なへラミ ガキ。底部はへラ

ナデ。内面一口縁部に「ハ」の字状に楠歯列点文を巡らす。以下は剥離

が著しく 、整形は不明。

3. H31。※外面の全面と内面の口縁部に赤彩される。

2 (H31-0046、0050、 宝古E l.280-132一72・胴部の一部を欠くほか復原。
0066、0071、0100、 2.実測図の矢印部には復原時の接合痕が一周していることから成形は輪積
0103、0114)

によるものであろう。胴部内面の下部にはヒビ割れが%周しており 、内

面の底部に入念な刷毛目を残す。また、 同ーか所の外面には粘土の盛り

上がりが一周しており、このことから胴下部を成形した後、 輪積された

ょうである。外面一口唇部ヨコナデ。口縁部は下から上ヘへラナデ。胴

音flは全面、 ミガキに近い入念なへラナデが行われ、下部はヨコ方向、ほ

かはタ テ方向である。口・頚部直下にへラ痕を残す。内面一口 ・頚部へ

ラナデ。 頚部の下端カら

施される。

3肌※外面の胴中部は近には、ほぽ全周にわたってススの付着がみら l
れる。

3 (H45-0001、H54ー 笠 l.口径 (160)・図郡部の対。
0001、0030、0038、 2.外面一頚部と胴部の境界に隆帯が巡り、刻目が施される。口 ・頚部はへ |
0039、0040、0097、

ラナデ。 頚部の下端に一部ヨコナデが施される。胴上端部はへラナデ。
0098、0099)

内面一口 ・頚部へラナデ。胴部ナデ。

3. H45、H54。
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4 (H31-0034、0053、 宜古E 1.口径 (170)・口・頚部先。

0105、0121、0137) 2.外面一口唇部にヨコナデを施すほかへラナデ。内面ーへラナデ。

3. H31。

5 (H21-0001、H31ー Z古E -図示部のM。
0040、0056、0069、 -外全面へラナデ。内面は全体に黒変しており、剥離が著しいため整形不
0074、0100、0105、

明。
0122、0132、H32

0001) 
. H21、H31、H32。

6 (H31-0009、0034、 軍 -底径42・底部%と胴部は図示部の%。

0104、0115、0118) -外面 入念なヨコ方向のへラナデ。内面一全面にわたり班点状の剥離が

著しく整形不明。※内面に 2か所輪積痕を残す。

• H310 

I 7 (H 20-0014、問5) 護 1.口径 (190)・口縁部%と胴上半部M。

2.外面一口縁部へラナデ後ヨコナデ。胴部ナデ。内面 口縁部ヨコナデ。

胴部へラナデ。

3. H20。

8 (H45-0001、H53 饗 1.口径(190)・図示部のパ。

0034、0043、0083、 2.外面一口唇部ヨコナデ。口縁部は下から上への刷毛目が施され一部は胴
0087、0090、H54ー

上端部に及んでいる。胴部は右下りの刷毛目。内面一口縁部は刷毛目が
0023) 

施された後上半部はヨコナデによって消去される。胴部は入念なへラナ

ア。

3. H45、H53、H54。

9 (H31-0008、0012、 き警 1.口径156・口縁部Mと底部を欠く胴部M。

0014、0018、0019、 2.口縁部と胴部の境界のほか 5か所に輪積痕が残る。口縁部内外面共ヨコ
0020、0025、0037、

ナデ。胴部内外面共へラナデ。
0053、0077、0100、

3. H31。※二次焼化の痕跡があり、胎土は非常に脆く、器面が荒れている。
0119、0135)

10 (H 31 -0032， 0045、 婆 1口径140、因不部の%。

0065、0067、0131、 2.外面 口縁部は下半音[1の全周が剥離するが、上半部はヨコナデ。胴部は
0165) 日の荒い櫛様具によるナデ。内面一口縁部ヨコナデ。胴部は粗雑なナデ。

3. H31。※外面の口縁部と胴部にはそれぞれ一部にスス付着。内面は班点

状の剥離が著しく、底部付近は胎土の黒変がみられる。

11 (H54-0027、0045、 饗 1.口径 (160)・口縁部Kと底部を欠 く胴部%。

0048、0049、0053、 2.外面一口唇部ヨコナデ。胴部へラナデ。内面 口縁部は刷毛目後ヨコナ
0057、0058、0059、 デ。胴部へラナデ。※口縁部と胴部の境に稜をもっ。
0062、0064、0070、

3. H54。
0101) 

12 (H31-0126) 饗 1.口径 (160)・口縁部%。

2.外面一口縁部ヨコナデ。胴部刷毛目。内面一口縁部刷毛日後ヨコナデ。

胴部へラナデ。※口縁部と胴部の境に稜をもっ。

3. H31。

13 (H31-0029、0053、 台付 饗 1.231一(172)-92・口縁部%、胴部完存。

0061、0069、0071、 2.外面一口縁部ヨコナデ。胴部は左上りの刷毛目、一部にナデが施され刷

0100、0124、0127、 毛日を消去している。脚部は刷毛目。内面一口縁部は刷毛目後、上半部
0142、0164、0165)

にヨコナデ。胴部へラナデ。脚部刷毛目。※口縁音[1と胴部の境に稜をも

つ。

3. H310 

14 (H31-0089、0100) 護 1.底径28、図示音[1の封。

2.外面一口縁部の下端にヨコナデ。胴部へラナデ。内面 へラナデ。

3. H31。

15 (H07-0000) 費 -底径74・底部巧。

-内外面共ヘラナデ。

• H07。
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16 (H68-0010) 

17 (H31-0099) 

18 (H 54-0051、0056、

0057、0066、0071、

0072、0073、0075、

0077、0078、0081、

0096) 

19 (H23-0006、0011)

20 (H31-0070) 

21 (H07-0003) 

22 (H66-0000) 

23 (H 31-0039) 

24 (H 38-0000) 

25 (H 32-0008) 

26 (H05-0000) 

饗

護

品 土不

問口1 土干、

器 A口乙J、

器 d口乙、

器 4ロA 

小 形土器

宝古E 

土 玉

土製紡錘車

第 2篇船尾町田遺跡 (CN709) 

-底径88・底部完存。

-外面一胴部は刷毛目。底部へラナデ。内面は剥離のため不明。

. H680 

-底径76・底部完存。

-外面一胴部ナデ。底部へラナデ。内面 へラナデ。

. H31。

1.107 -204-104・月、部対、脚部は裾部の一部を欠くほか完存。

2.:l不部 ・脚部共に内外面は入念なナデが施される。※透孔は 3個もつ。

3. H54。

-口径 (140)・土午、部巧。

-外面一口唇部ヨコナデ。体部は刷毛日後へラナデ。内面一口縁部ヨコナ

デ。体部は入念なヘラナデP。

. H230 

1.86-80-104・受部対を欠くほか完存。

2外面一受部口縁部ヨコナデ。受部ナデ。脚部へラナデ。内面一受部ナデ。

脚部刷毛目後ナデ。※透孔は 3個もつ。

3. H31。

-受部径84・受部完存。

-外面の口縁部にヨコナデが施されるほか内外面共ヘラナデ。

. H07。

-裾部径 (86)・脚部足。

-内外面共へラナデ。 内面の一部にへラ痕を残す。

. H66。

1.44-45-50-28・口唇部の大半を欠損するほか完存。

2.内外面共全面ナデ。

3. H31。

-胴部小片。

-上端部に S字状結節文が一条巡り、以下は空白部をも った付加条縄文を

施す。

. H38。

-径27・完形。

. H32。

-径 (50)、厚 さ14・全体の約K。

-成形は組雑で、粘土塊から円盤状に手造りした後、表面はナデられる。

忠則1

ぞ十J
。 10cm 

第98図 Iグリッド出土遺物実測図 (1/4)
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Iグリッド(第98図)

番 号 器種 内 容

1 (136-0001) 壷 -図示部のM。

-頚部と胴部の境に隆帯が巡り、刻目を施す。頚部は外面ヨコナデ、内面

刷毛目。胴部は内外面共ナデ。

• 136。

2 (136-0001、αl(2) 費 -口径 (180)・口縁部%。

-内外面共ヨコナデ。

• 136。

3 (1 18-0001) 品 好、 -坪部の小片。

-外面一張り出し部より上はヨコナデ、下はへラナデ。内面ーへラミガキ。

• 1180 

2.縄文時代の遺物

( I )縄文土器〔第99'"'-'101図、 図版44'"'-'46)

今回の調査では、縄文時代に属する遺構は認められなかったが、破片は若干ではあるが出土してい

る。これらの土器片は、復原する事ができたものは 1点も無かった。

第99図 1.2は、波状口縁を呈する深鉢で、同一個体のものである。器面全体には、撚糸文が地文と

して施され、口縁部および胴部中程のくびれ部には、半載竹管の内側による連続爪形文が各一列横走

している。波状口縁の山部と谷部には、半載竹管による刺突文が垂下され、胴上半部文様帯には、平

行沈線による山形文が施されている。諸磯a式である。

3は、波状口縁を呈する深鉢で、山部には、突起が剥落した痕跡が認められる。口縁部には、刺突

による波状文と、沈線が施され、沈線聞には、刻みが密に施されている。また、沈線文の下端には渦

巻文的隆帯が貼付されており、胴部文様帯は L-Rの単節縄文が密である。胎土中には雲母および白色

砂粒が多量に含まれている。いわゆる中峠式と称されるものである。

4は、深鉢の底部に近い胴部片である。 L-Rの単節縄文を地文として、磨消しの懸垂文が施されて

いる。加曽利 EII式である。

5は、底部から、緩やかに内寄ぎみに外反する大形の深鉢である。口縁にそって、沈線が一条横走

し、胴部には、刷毛状工具による条線が施されている。加曽利 EII式並行のものである。

6は、胴上半部が内傾する深鉢の口縁部片で、 Rの無節縄文が施されている。

7は、胴上半部にくびれを持つ深鉢で、口縁部には、粘土紐が貼付され、押捺が密になされている。

胴部には、粗い R-Lの単節縄文が地文として施され、この上に密に沈線が斜方向に認められる。加曽

利 B式である。

8 '"'-'12は底部片で、 8、9ば胎土中に繊維を含むもので、 11は員穀条痕文が施されている。

9は、櫛歯状工具による条線が密に認められる。

第100図1は、外反した口縁部の小片である。 R-Lの単節縄文が口唇部の表裏には斜方向に、胴部

には横方向に施されている。井草 I式である。

2、3は、胎土中に繊維を含むもので、表裏とも貝穀条痕文が施されている。茅山式である。
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4は、深鉢の大形片で細い L-Rの単節縄文を地文として、細い半載竹管を施しているものである。

5は、連続爪形文と沈線を横方向に施したもの、 6、 7はアナダラ属の腹縁による連続貝穀文のも
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ので、いずれも浮島式土器である。

8は、小形の深鉢の胴部中程の破片で、沈線を頂部に施した隆帯により上下に区画し、上部文様帯

には細い工具による刺突文が見られる。

9は、隆帯により口縁部に楕円形の区画を行い、内側には刺突文が、外側には短い沈線が縦方向に

施されている。

10は、半裁竹管の刺突文と沈線が見られるもので、 8、10は勝坂3式である。

11は、刺突による波状文と沈線が、 12"'15は沈線文のもので、 13、14は同一個体の波状口縁を呈す

る鉢と思われる。

16は、口唇部に沈線が廻る深鉢で、底部からほぼ直線的に外傾するものであろう。

17"'27は、いわゆるキャリパー形の深鉢、 28は、口縁部に沿った 2列の刺突文列を配し、地文に l

の撚糸文を施したもの、 29もlの撚糸文が施されたものである。

30"'33は、単節縄文を地文とした微隆起線の一群である。

11は、いわゆる中峠式、 12"'16、21、22は加曽利 E1式、 17"'20、23"'29は加曽利 EII式、 30"'33

は加曽利 EIII式である。

第101図 1 、 2 は櫛歯状工具による波状文を垂下させたもの、 3 は沈線聞に L~R の単節縄文を充填

させたもの、 4"'6は沈線聞に刺突を配したもの、 7は、沈線による区画内を条線を施したものであ

る。

3"'7は有名寺式土器の深鉢である。

8 、 9 は、沈線聞に L~R の単節条文を充填した小形の深鉢、 10"'15は、胴部上半にくびれを持つ深

鉢の一群で、 10は斜方向に施した沈線に刺突文を垂下させている。

11"'15は、組い縄文を地文に、沈線を胴上半部に施し、 16、17は、格子目状に沈線を配した深鉢で

ある。 8"'17は加曽利 B式である。

18は帯縄文の施された安行I式の深鉢であろう。

19"'31は縄文のみが認められる。破片では細い L~R の単節縄文、 20は付加条、 21"'23は l の撚糸が

施されている他、 24、32のように原体の一部が、また、 28"'31の施文方法が特殊なものもある。

(2 ) 石器〔第102図・図版47)

金入金 418

<::::=:> 〈こ:::> <:::::::> 

10 -0008 。 5叩

〈こ〉
第102図石器実測図

(2β) 
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当遺跡からは、 20点あまりの出土にとどまり、また遺構に伴うものもなかった。図示した 4点は、

そのうち完形の尖頭器と石鉱である。

1は小形の木葉形尖頭器で、黒曜石製である。両面から組く整形の後、細部調整を片面主体に行っ

ている。形状からみて、おそらく先土器時代末から縄文時代草創期にかけてのものと思われる。

2---....4はチャート製の石鉱である。 2は円基鉱で片面の稜の一部が磨かれている。 3は無茎の凹基

銀、 4は有茎錬である。これらの石鯨については時期の決め手はない。
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6章小結

1.古墳について

今回調査した 3基の古墳の内、調査前からその所在が明らかであったのは、 1号墳のみであった。

したがって、 2号・ 3号墳については、集落跡の調査に伴ってその所在が判明したところから、古墳

の調査法として適切さを欠いた部分が多々あったと思われる。しかし、調査中に古墳であることを知

り得た時点で適宜対処したつもりである。

本項では、発掘・整理段階において留意した諸点を抽出してまとめとしたい。

墳形

前方後円墳と円墳によって構成される古墳群である。

前述したように、 2号・ 3号墳は、調査前にはその所在を知らなかったため、周溝の復原に際して

は、古墳の調査を前提とした適切な対応を欠いていた。ために、周溝の形態の忠実な復原という点で

は、誤認か所が多かったと思う。特に周溝の外側の範囲の検出に誤認が多かった。この点も、古墳の

所在を知り得ていたなら、あるいは未然に防ぐことができたと思われるが、今後の反省点としたい。

幸いにも、周溝の内側上端線は忠実な復原を為し得たと考えている。

今回調査した 3基の古墳は、周溝の内側上端線を基に墳形を復原した場合、いずれも非常に整備さ

れた形状である事から、構築前から周到な企画に基づいて計画されたことが窺える。また、こうした

企画性は、各々の古墳の形状だけに留まらず、古墳群全体を構成する際にも及んだことと推測される。

調査区内では 3基の古墳の所在を知ることができたが、本遺跡の所在する狭い舌状台地上には他にも

数基の古墳が築造されたに相違ないものと考えられる。

調査した古墳は、いずれも開墾時の削平によって盛土を失っているため、墳丘の構築法に関しては

全く資料が得られなかった。ただ、 2号墳にみられるブリッジ、から、盛土の採取場所あるいはその搬

入方向等が想定される程度である。

主体部

3基の古墳は、いずれも方形の土壌内に板状の石材で組んだ箱式石棺であろうと考える。

しかし、各古墳の項で述べたように、原形を留めるものはなく、諸状況からの判断では、盗掘によっ

て破壊されたか、あるいは開墾時の削平で露呈したため搬出されたなどが考えられる。

1号墳では、石棺の構築に用いた石材が遺存しており、これらの石材の形状と量、加えて土壌内に

検出した方形に巡る溝の痕跡などから想定して、主体部は板状の石材を立てて側壁とし、石の葦を置

いて封じた箱式石棺であろうと結論した次第である。

2号・ 3号墳においても、少量ではあるが、石材を検出した。また、土墳底には 1号墳例にみた方

形に巡る溝がここでも検出することができたことから、 2号・ 3号墳も 1号墳と同形態であろうこと
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が想定されよう。

石棺の構築は入念な裏込め作業と並行して行われたことが、石材の形状から推測される。それは、

何らの支点もない板状の石材は、浅い溝の中に立られたとしてもそれ自体で安定しているとは考えら

れないからである。

したがって、側壁の構築が完了した時点では、ある程度の高さまで裏込めも行われていたと考えた

い。しかる後に、被葬者を納め上蓋を置いて封じたのだろう。裏込めがどの程度の高さまで為されて

いたかは、推測の域を出ないが、石棺の構造からは入念な裏込めが行われたことは想像に難くない。

石棺に用いられた石材は、板状であるが人工的に均一な厚さに加工されたものではなく、自然石に

僅かな加工を施こした程度で、ほとんどの石材は自然面を残している。

主体部の位置と方向について

調査例が少ないことから、具体的な結論を呈示することはできないが、 1号 ・3号墳について両者

に共通すると思われる諸点を抽出してみた。

まず主体部の位置であるが、両古墳共に墳丘の中心から南の方向に位置し、周溝の内側上端線から

3"'4mの範囲内に構築されている。また、土墳の長軸は 1号墳では N-700 -E、3号墳では N-78

o -Eを指し、これも 8。の差異はあるもののほぼ同一方向と見倣してよいだろう。

この 2例をもって、当台地上に構成された古墳群の共通性とすることは、あまりに性急と思われる

が、主体部にみた共通性あるいは前述の墳形の企画性などを加味した場合、主体部の位置と方向につ

いても前掲の共通性は否定し去る諸点ではないものと考えたい。

副葬品

直万 ・鉄鉱 ・鈴 ・玉類などを検出した。各古墳の項でも触れたように、全ての副葬品は原位置を留

めるものではなかったが、全体的な印象としては、終末期古墳に通例の傾向下にあると言えよう。 7

世紀中葉から 7世紀後半の遺存した少数例の副葬品をもって、本古墳群の傾向を明確にすることは至

難であろうが、検出した遺物によって一応の検討を試みてみたい。

1号墳例では、鉄製品を主体とする。長三角形式の鉄鉱に比較的遺存のよいものがあるほかは全て

破損品である。遺存部位・断面形状等からの推測では、直万 ・万子 ・鉄鉱等が想起される。なかでも

箆被の長い鉄鉱が量的に多いようである。

2号 ・3号墳例では、玉類を主体とし鉄製品の出土はなかった。

以上の副葬品から一つの概略的な傾向として、鉄製品を主体とするものと玉類を主体とするものと

に大別できるようである。

2 .住居跡について

今回の調査において検出した竪穴住居跡は計27軒である。すべての住居跡群が同一時期の所産で、な

いことは、遺構の形態、重複の状態、出土遺物の特徴等によって明らかである。
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出土土器・住居跡の形態をもって該当時期を検討した結果、本遺跡の住居跡群は、弥生時代終末期、

古墳時代前期・中期に大別できた。古墳時代前期(五領期)はさらに古期と新期に細分が可能であっ

た。

検出したすべての住居跡が特徴的な遺物を共伴するわけではなく、また決定した時期以外の特徴を

もっ遺物が同一住居跡から出土する例等多々みられるが、出土する器種のセット関係あるいは出土状

況等多角的な検討を行って時期決定の要因とした。

以下に各時期の住居跡、出土土器についてまとめてみた。

( f )弥生時代終末期

この時期に含めた住居跡は、 1・8・9・33・46号住居跡の 5軒である。 9号住居跡には、時期を

決定する資料は得られなかったが、住居跡の平面形態からこの時期と判断した。

台地上の所在位置は、 33・46号住居跡が台地中央の平坦部に占地するほか、 1• 8・9号住居跡は

南側の縁辺部に沿って占地している。こうした所在位置による同時性については、出土土器・平面形

態からの共通点を見い出せる手掛りは得られなかった。

平面形態は各住居跡共に四隅に丸味をもつが、四壁にふくらみをもつもの、長軸方向の壁が直線に

近く他壁にふくらみをもつもの、四壁共直線に近いもの等類型化されたものではなく、平面規模も、

33号住居跡を最大として以下8号→ 9・46号→ l号住居跡の順である。

炉I止は 1号住居跡を除くすべての住居跡で検出できた。炉祉の位置は、いずれも床面中央からいず

れかの方向へ偏った位置にあるが、床面に円形の掘込みをもっ 9・33号住居跡、単に床面上に焼化の

痕跡を留める 8・46号住居跡など形態上の差異が認められる。

貯蔵穴は 1・33・46号住居跡に検出した。いずれも南壁の中央からやや西寄りに掘込まれているが、

深さは10cm前後と浅く、形態も一定しない。

壁溝は全周を検出できた例はなかったが、 8.33・46号住居跡に認められ、他の 2軒はこれをもた

ぬ住居跡である。

長軸の方向は 5軒共に北から西に偏っており、その割合は33号住居跡の17。が最も北に寄り 9号住

居跡の590 が最も西に寄る。 長軸の方向のばらつきは、所在位置に起因すると考えられるが、 8・9

号住居跡の例にみられる長軸の方向の共通性と両住居跡所在位置を考慮した場合、この 2軒の住居跡

が同時存在した可能性は強いものと考える。

この時期に含めた 5軒の住居跡に限って出土土器をみた場合、当該時期を決定するにたる資料は極

めて少ないのが実情である。古墳時代前期の土器と共伴する例、あるいは異系統の土器と共伴する例

等、当該時期の住居跡群の出土土器に通例する傾向が本遺跡でも認められた。

したがって、厳密な時期の決定はでき得ないが、当該時期に比定される資料の様相としては、久ケ

原期~五領古期にかけての広範に及ぶようである。また、系統的には南関東系として把握されるもの

が圧倒的に多く、次いで北関東系、さらに少量ではあるが東海地方からの搬入品と考えられる東海系
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土器も混在し、様相は多岐にわたっている。

現段階では、周辺地域における当該時期の調査例が少ないことから、一つの傾向を抽出し得る資料

の集積は少なく未知の部分も多いと思われる。

こうした現状の中で、この時期の出土例の少ない本遺跡の資料をもとに当該時期の様相について触

れることには、資料として乏しく、また時期尚早とも思えるのである。

以後の調査例の集積が為された時の資料の一助となれば幸いである。

( 2 )古墳時代

この時期に含めた住居跡群は、前項で扱った 5軒と時期不明の51号住居跡を除く 21軒が包括される

わけであるが、出土土器の特徴によってさらに 3時期に細分することができた。つまり、五領古期・

五領新期・和泉期の 3時期である。ただし、五領期に含めた住居跡では古・新期共にいわゆる移行期

に当るとも考えられる特徴をもっ土器も含まれていることから、五領古~中期・五領中~新期のよう

に時間的な幅をもたせて表記することとした。

a.五領古~中期

この時期に含めた住居跡群は、 7• 12・14・16・17・18・19・23・25・28・34・36・37・40号住居

跡の14軒である。

台地上の所在位置は、 7号住居跡が南側の縁辺部に占地するほか台地の平坦部に所在し、ほぽ遺跡

全域に及んでいる。

住居跡の平面形態は、四隅に丸味をもっ共通性はあるが、全体にふくらみをもった方形状・正方形

状・長方形状等類型化されていない。

平面規模は、長軸の長さをみると14号住居跡の7.0mを最長とし、 40号住居跡の3.2mが最も短い。

また、長軸と短軸の差をみると、 28号住居跡では100cmで最も長方形状を呈し、 12・37号住居跡では

10cmで正方形に近い形状を呈している。

平面規模の分布を長軸の長さを基準としてみた場合、 3m台3軒、 4m台3軒、 5m台4軒、 6

m以上4軒であった。この結果から台地上の所在位置をみると長軸 5m以上の比較的大形の住居跡が

台地の全域に点在するが、 4m以下の小規模住居跡は狭い範囲に密集して占地する傾向にあった。

柱穴は 7・17号住居跡の 5カ所は例外で大半の住居跡で4カ所が普遍的なようである。

炉牡は、床面を掘込んで所在の明らかなものは 7・12・23・36号住居跡の 4軒に過ぎなかった。床

面上に焼土の堆積を検出し、炉祉の所在を窺わせる住居跡は数軒認められたが、その内焼土の除去後、

床面に焼化の痕跡を留めたのは16号住居跡 1軒だけであった。

貯蔵穴は12・14・16・17・18・36・37号住居跡で検出した。住居跡内の貯蔵穴の位置・形態は類型

化されたものではなく、東・南・北側の壁際あるいは隅部等に位置するものがある。

壁溝は、 12・14・37号住居跡に検出できた。 12号住居跡は全周したが、他2軒では部分的に消滅す
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るか所があった。

住居跡の長軸方向は北から西に偏るものと東に偏るものに分かれた。前者の方が多かったが後者側

に14・19・23・28・36・40号住居跡が該当する。

出土土器

この時期に含めた土器群は、聾・査・台付窒・高坪・器台などで構成されるようである。

斐形土器は口縁部が直線的に立上るものと外反しながら立上るものに大別される。

前者は胴部から屈曲する角度、器肉の厚さ、口唇部の形状等でさらに細分も可能であると思われる。

口縁部から胴部にかけての調整は、口縁部に明瞭な刷毛目を残すもの、刷毛目の痕跡を留めるもの、

丁寧にヨコナデされるもの等多様である。また胴部も口縁部と同様の様相がみられる。

口縁部が外反するものも、その形状は一様ではないが、口縁部に刷毛目の痕跡を留める例は多くみ

られるようである。また胴部の調整も刷毛目を残すものが大半を占めた。

聾形土器では、他に S字状口縁部片が出土している。

出土例は 7・14・19・25・37号住居跡にある。 S字状の屈曲のし方あるいは口唇部の形状に差違が認

められるが、口唇部の形状によって大別すると、つまみ上げられた形状のもの、やや丸味をもつもの、

平坦なもの等に分けられる。他遺構から検出したものも総合すると本遺跡では、口唇部に平坦面をも

つものが量的に多かった。

台付聾は出土例が少なかったが、 34・37号住居跡に遺存の良いものが出土した。特に37号住居跡出

土の 7は完存品である。この時期に含めた住居跡から出土する台付警は古期・新期の特徴を具備する

ものが共伴しており、時期決定の指標にはなり得ない例もあるが、当時期の様相を窺い知る資料にな

ろうかと考える。

高杯は遺存の良いものが少なくほぽ完形となったものは34号住居跡の 1例に過ぎなかった。

形態は定形化されており、杯部下端の外面に稜を有し直線的に立上がる。器面の調整はいずれも粗

密の差はあるものの、内外面共へラミガキが施こされる。

器台は34号住居跡の出土例のように貫通孔のないものは例外的であるが形態上の類型化は認められ

ず多様性がみられる。 脚部の透孔は、 確認できたものすべてが3個である。

査形土器は出土例が少なく、この時期に含めた住居跡群からは、 5点に過ぎなかった。 12号住居跡

からは小片ではあるが頚部と胴部の境に突帯をもっ、 当該時期に特徴的な形態の出土例がみられる。

各住居跡から検出した土器群について、共伴の可能性が強く、かつ遺存度の良いものに着目して、

その構成をみてみたい。この時期に含めた住居跡群は14軒であるが、土器群の構成を知るうえで多く

の資料を得られたのは14・34・36・37号住居跡の 4軒であった。 14号住居跡は聾・小形斐・高杯、 34

号住居跡は台付聾・高坪・器台、 36号住居跡は聾・小形聾、 37号住居跡は聾・小形聾・台付聾・高坪・

器台の構成である。

概して、遺存の良いものが少なく土器群の構成をみた場合、資料的に乏しい状況であるが、当該時

期の様相を知る手掛りになろうと思われる。
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b.五領中~新期

この時期に含めた住居跡群は、 24・26・29・30B・32・35号住居跡の 6軒である。

台地上の所在位置は、遺跡の中央、台地の平坦部に集中している。

住居跡の平面状態は、 24・29号住居跡が長方形状であるのに対し、 26・30B・35号住居跡は隅丸の正

方形状を呈し、形態 ・規模共に類型化がみられる。 32号住居跡は他遺構との重複で全容を知ることが

できなかった。

平面規模は26号住居跡が最も大きく、 30B・35号住居跡もほぼ同規模であるのに対し24号住居跡は極

端に規模の小さい住居跡である。

柱穴は 4か所が基本になるようだが、 30B号住居跡は 5か所にあり、 29号住居跡では柱穴の確認は

できなかった。

炉祉は、 24・26・35号住居跡に認められたが、他3軒にはその痕跡も検出できなかった。炉祉の位

置は住居跡の平面形態が類型化しているものの、その位置は一定していない。また、炉杜そのものの

形態も一様ではなかった。

貯蔵穴は24・26号住居跡に認められる。なかでも、 26号住居跡の貯蔵穴はその形態から明らかに意

図的な所産であることが窺えるものである。

五領期に含めた住居跡群を概観した場合、貯蔵穴をもっと判断した住居跡は多々あったが、 26号住

居跡例にみられるような貯蔵穴の形態は他に類例がなく、他住居跡においては、あるいは誤認か所も

あろうかと思われる。

壁溝は26・30B・35号住居跡で検出できた。 35号住居跡は一定の幅・深さを保ち全周し、 26号住居跡

は一部を除いてこれも全周する。

長軸の方向は、 29・30B号住居跡が北から東に偏しており他例は北から西を指向し、 24号住居跡と

35号住居跡は北から西へ31。の指向が共通であった。

出土土器

この時期に含めた土器群は査 ・斐 ・小形窒 ・台付聾 ・高坪 ・器台などで構成される。個々の土器群

が当該時期の特徴をもつものばかりではなく、五領古期の特徴をもつものとの共伴が全般にわたって

認められた。

整形土器は、口縁部の形状・胴部の形状等多様性をもち、当該時期の特徴を抽出することは難しい。

概略的には、胴部のふくらみが減じる傾向が強く、胴部の調整も刷毛目からへラナデが多くみられる

ようである。

査形土器は、当時期に特徴的な形態のものを26号と29号住居跡で検出した。

26号住居跡の32、29号住居跡の 4・5が掲げられる。 29号住居跡の4・5は五領新期から和泉期に

かけての特徴を具備しており、本遺跡の様相を知るうえで一つの指標となろう。

そのほかこの時期の指標となるものに高坪がある。26号住居跡、 30B号住居跡に出土例がみられた。
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表2 船尾町聞遺跡住居跡一覧

住居跡 平面規模(m) 炉社 貯蔵穴(位置) 壁溝 長軸の方向 時 期

l 4.5X3.7 o (南壁西寄り) N -420-W  弥生終末期

7 5.5 x 5.3 。 N -630
- W 五領古~中

8 6.7X5.2 。 。 N-560- W  弥生終末期

9 5.7X4.9 。 N -590
- W 弥生終末期

12 6.1 x 6.0 。 o (南壁東寄り) 。 N-200-W  五領古~中

14 7.0X6.6 o (東壁北寄り) 。 N -310
- E 五領古~中

16A 6.9 x 6.3 。 o (東壁南寄り) N -00 五領古~中

16B 6.2 x 5.4 。 N-OO 五領古~中

17 4.9 x 4.3 o (東壁中央) N -700
- W 五領古~中

18 5.6 x 4.8 o (北壁東寄り) N -570
- W 五領古~中

19 3.5 x 3.3 N -290
- E 五領古~中

23 4.5 x 4.0 。 N -940
- E 五領古~中

24 3.5 x 3.0 。 o (北西隅) N-310-W  五領中~新

25 3.9 x 3.2 N -240
- W 五領古~中

26 6.9 x 6.7 。 o (東壁北寄り) 。 N -530
- W 五領中~新

28 4.9 x 3.9 N -520
- E 五領古~中?

29 6.2 x 4.9 N -560
- E 五領中~新

30A 9.2 x 9.1 o (南東隅) 。 N -290
- W 和泉期

30B 6.2 x 5.9 。 N -720
- E 五領中~新

32 4.6 x ? 9 五領中~新

33 7.4X5.5 。 o (南壁西寄り) 。 N-170-W  弥生終末期

34 5.1 X 4.2 N -300
- W 五領古~中

35 6.2 X 6.2 。 。 N-310-W  五領中~新

36 5.6X5.2 。 o (南壁西寄り) N -580
- E 五領古~中

37 6.3 X 6.2 o (南東隅) 。 N-280- W  五領古~中

40 3.2X2.8 N -200
- E 五領古~中

46 5.7X4.9 。 o (南壁西寄り) 。 N -340
- W 弥生終末期

51 2.9 X ? 。 N -460
- W 不明
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いずれも坪部の下部に張り出しをもっ器形である。

以上のように当時期の特徴を具備する土器は査形土器と高坪にみられる程度であったが、こうした

状況があるいは当時期の様相といえるのかも知れない。

C. 和泉期

この時期に含めた住居跡は30A号 1軒である。遺跡の中央、台地平坦部に位置し、本遺跡で検出し

た住居跡群中、最大規模である。平面形は四隅が角張り、整った正方形状を呈する。柱穴は、住居跡

対角線上に 4か所配置され、南東隅部に貯蔵穴をもっ。平面規模は9.2mX9.1mの大形住居跡である。

出土土器

坪形土器の特徴をもって、本跡を和泉期とした。

器形は、丸底で体部が球形を呈するもの 2点を除いて平底である。平底のものはさらに、口唇部が

内膏するもの、底径が小さく体部は大きく聞いて僅かに内寄するもの、体部にくびれをもつもの、球

形の体部で口唇部が外反するもの等器形は多様である。

この時期とした住居跡例が 1軒だけであるため、土器群の構成については資料が乏しく詳細は不明

で、ある。

なお、以上の住居跡について、その要点のみを表 2にまとめたので参照されたい。

3.その他の遺構について

( I )溝

調査した12条の溝は、いずれも時期を決定する資料を欠いているが、他遺構との重複状態 ・形態 ・

覆土の状態等から近世以降の所産であることは明らかである。

例外的に 3号I止のように性格の推測が可能な溝を除いて、他の溝については推測の域を出ることは

できなしユ。ただ、本県における遺跡調査一特に畑地の調査 ではこうした性格不明の溝は極く普遍的

にみられ、地元民から幸いにしてその溝について知見を得ることがある。その大半は地境か、耕作地

に侵入する山林の根を断つための根切溝であることが多い。

本遺跡も調査前は畑地であったことから、これらの溝も例外ではないと考える。

(2)土壌

前出の溝同様、本項で扱った土墳の具体的な性格、年代は明確でなし〉。また、その形態からもこれ

らの土墳の性格が多岐にわたることも推測されよう。

土墳墓 ・貯蔵穴 ・陥し穴等々の人為的な所産、あるいは木根等の自然の所産によるものなどが挙げ

られるが、いずれも確証を欠いている。

調査例の増加に伴い、本項で扱ったような土壊に関する報告は日々増大しつつある今日である。
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いずれ集大成されることが急務と考えるが、本項で扱った土壌例がその一助となれば幸いである。

-166-



第3篇谷田木曽地遺跡



第 3篇谷田木曽地遺跡 (CN411)

1章調査の概要

本遺跡の調査は、第 l篇 1章で述べたように、昭和53年度から昭和57年度にかけて実施しており、

又諸般の事情により年度毎の調査範囲を、虫食い状に設定せざるを得なかった。そのため、各年度毎

にやや違った調査方法をとってきた面もある。しかし、基本的には、南北方向あるいは東西方向に幅

2mのトレンチを設定し、遺構の有無や濃密あるいは土層の堆積状態、を把握した後、重機による表土

除去を範囲内全面に行なった。

調査区の設定は、基準点測量によって得られた基本杭を基準とした。基本杭は、一辺20mの方眼に

設定し、この方眼杭で遺跡全体を覆うようにした。またこの一辺20mの方眼4升、つまり一辺40mの

方眼を l単位とし、これを大グリッドと呼称した。さらに、大グリッドを一辺 4mの方眼に区切り、

この方眼単位を小グリッドと呼称した。大グリッドは、北東端を基点とし、東から西へ 1-----13の数字

を付し、北から南へは A-----Gの記号を付した。そして、この数字と記号の組み合わせにより、各大グ

リッドを 1A-----13Gと呼称した。また小グリッドは、 00-----99の番号とした。各グリッドの配列及び呼

称は、付図 2のとおりである。

先土器時代の調査は、小グリッドの一辺 4m方眼単位に行った場合と、小グリッドをさらに 4分割

した一辺 2mの方眼単位でト行った場合とがある。しかし、出土した遺物の取り上げは、小グリッド単

位とし、取り上げた順に0001-----の通し番号とした。

遺構の調査は、重機による表土除去後行った。いずれも土層観察用のベルトを残して掘り進め、図

面と写真による記録を行った。遺構番号は、調査に着手した順に001-----の通し番号とし、遺構の性格毎

や年度毎に番号を付すことは避けた。出土した遺物は、遺構毎に0001-----の通し番号とし、原則として

1点毎に番号を付し、明らかに同一個体と思われる破片のみ、まとめて番号を付した。

なお、表土除去やトレンチ調査、あるいは遺構等の検出作業中に採集した遺物は、小グリッド単位

に番号を付した。
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1. 谷田木曽地遺跡 (CN411) 
3. 清戸遺跡 (CN410)
5. 白井先A遺跡 (CN305) 

7. 復山谷遺跡 (CN204) 

A主要遺跡

2. 谷田神楽場遺跡 (CN 504) 
4. 小室遺跡 (CN 301-303) 
6. 池谷津遺跡 (CN304) 
8. 一本桜遺跡 (CN 401-403) 

第103図 谷田木曽地遺跡・谷田神楽場遺跡及び周辺遺跡の位置
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第104図 谷田木曽地遺跡及び谷田神楽場遺跡周辺地形図 昭和53年度調査区 昭和55年度調査区 多多昭和昨度調査区

~"'-"'1!，"'~ 

昭和54年度調査区 t!.知名ぷ昭和56年度調査区
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2章先土器時代の調査

本遺跡の場合は、全面積の約20%について確認調査を実施し、遺物が出土したグリッドについては

拡張を行った。したがって、最終的には、全面積の約30%を調査したことになる。また、調査した面

積の約80%は、武蔵野ローム上面まで掘り下げた。その結果、遺物の集中して出土したか所、つまり

ユニットとして把えることができたものは、 6D区と10E区の 2か所で、共に約60点余りの石器や剥片

を採集した。さらに 8E区では、撹乱層中とはいえ、焼けた醸片約1000点と石器類を採集した。また、

単独出土の遺物も多く、 20数か所のグリッドから採集した。

1 層序

本遺跡は、調査区のほぼ全域にわたって撹乱が著しく、ハードローム層まで及んでいる場合も多かっ

た。そのため、千葉ニュータウン内の他の遺跡と比較・検討しつつ層順の認定を進めた。また、土壌

分析等も行わなかったため、標準土層図の作製は省略した。したがって、以下各層の特長のみ簡単に

述べておきたい。

第 I層 表土撹乱層。黒褐色土を主体とし、ロームブロックを適量に含むことが多い。

第11層 暗褐色土層。縄文時代遺物包含層であるが、大半は耕作や整地により削平されており、 8

E区のごく一部に認められる程度であった。

第皿層 黄褐色軟質ローム層。いわゆるソフトローム層である。耕作により撹乱をうけている場合

が多く、 8Eの西半部を中心とした地区で出土した焼醸片群も、本来は第皿層に含まれるものと考え

られる。

第IV層 黄褐色硬質ローム層。クラックの発達が著しく、長時間放置すると剥落しやすくなる。本

遺跡では、第 I層下に認められる事が多い。

第V層 本遺跡においては、第IV層と区別することができない。立川ローム層第 I黒色帯に相当す

る。

第VI層 黄褐色硬質ローム層。第IV層よりやや明るく、姶良丹沢ノfミスを含有していると思われ、

若干白色を帯びている。

第四層 暗褐色ローム層。立}IIローム第11暗色帯に相当する。色調を詳細に観察すると、上部と下

部ではやや色合いが異なり、下部堆積層が黒味が強しh。また 9D区付近では、その上部にさらに黒っ

ぽい層が認められた。このため、色調の異なる暗色帯については、上より VIIa ・VIIb・刊 c層として区

分した。これを黒っぽい順に並べると、 VIIc ・Vlla.Vllbとなる。

第VIII層 黄褐色ローム層。立}11ローム層最下部に相当する。この層も場所によって上部と下部で色

彩に相違があり、下部がやや暗い感じであった。そのため上部をVII句、下部をVIIIbとして区分した。

第IX層 褐色ローム層。武蔵野ローム層最上部に相当する。本遺跡では、ほとんどこの上面までの

調査を実施した。
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以上が各層の特徴であるが、本遺跡の西端部付近 (12F区)に、ローム層とは全く異質の層が認めら

れた。この層は、第VI層と第VII層の聞に堆積しており、西側寄りのグリッドほど厚くなり、最大では

50cmほどの厚さで堆積していた。色調は黒っぽい灰色を呈し、強度の粘質を帯びており、多量の砂粒

を含んでいた。鉱物分析等を行っていないため、性格等については不明である。なお、土層断面図中

でスクリーントーンで表現したものが、この層に相当する。

2. 53~55年度調査分〔第105 ・ 106 ・ 120~123図、図版51~53 ・ 55-3、 56 ・ 57-1)

(I)VII層(第II暗色帯)出土の石器。

単独出土(1・ 16)

確実に第四層中から出土した石器は 2点で、共に単独で出土した。

1は局部磨製石器で、石材に安山岩を使用している。偏平な原石を素材にしており、未加工の自

然面は裏面に多い。しかし風化も進んでおり、研磨した面と自然面との区別は不明瞭である。加工

は、比較的大きな剥離で周囲を整形しており、組雑な感を呈する。刃部については、非常に撤密に

研磨を施し、鋭い刃を形成する。 16はチャートで、表面に自然面を多く残す。周囲に調整痕が認め

られ、主剥離面にも剥離痕が認められるところから、スクレイパーとして使用された可能性が強い。

(2) IV~VI層出土の石器

ユニット出土 (20 ・ 21 ・ 24~27 ・ 29 ・ 30 ・ 32 ・ 33)

本ユニット出土の石器及び剥片は、総数で約60点、である。そのうち、 20・32を除いたすべてがメ

ノウの石材であった。なお、 20はチャート、 32は安山岩であった。

図示した石器は10点であるが、スクレイパ一類が卓越している。出土層位は、第105図に示したよ

うに、ハードローム層の上部となり、 6D-53、6D-64の2か所に集中しているが、全体を 1個のユ

ニットとして把えるべきであろう。石器には、スクレイパー・敵石があり、剥片には、スポー/レ状

のものもある。

スクレイパー 24~26の 3 点があり、 26は欠損品。 24は先端部を中心にして加工を施しているが、

25は右側縁だけに認められる。

敵石 32は上端部を欠損しているが、使用の際に失われたものであろう。出土時にはすでに割れ

ており、若干の剥離痕も認められるところから、破砕した後も敵石として使用していたらしい。

剥片 上記以外はすべて剥片となるが、 29はスポールとしてよい。 33は大形の剥片で、石器の素

材として充分となろうが、特に加工は認められない。

単独出土 (2~15 ・ 17~19 ・ 22 ・ 23 ・ 28 ・ 31 ・ 34~37)

すべて単独出土の石器で、定形石器・石核を中心に図示した。

ナイフ形石器 2~8 がナイフ形石器で、 7 点出土した。 2 は 2 片が接合したものである。破砕

面の右側に、数回の剥離痕が認められる。再利用のための加工であろう。素材には、縦長剥片を用
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いているが、バルブは認められない。 10cm前後の石刃状剥片が素材となっているものと思われる。 3は

左側縁にきれいな刃潰し加工が認められる。 5は風化が著しく、加工痕が不明瞭な部分もあるが、ナイ

フ形石器としていいだろう。刃部は右側にとっている。 6は小形品で、横長剥片を素材とし、背面の

~::::::::::::!-t 

4島
6 D -63 

.. . 
. -・.

でに組
電

33 .. 
24 

信
26・ . . .. 

寵~

6 D -55 

-メ ソウ

25 。 2m 企その他

(1/80) 

25 23 24 
.1:R.柏・

噌ーーでτすーで一ーーナ一一一

26 ・-ーz・・ ， ~. 、

第105図 先土器時代遺物出土状態実測図 (6D -53、54、55、63、64、73、74)
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加工も念入りである。 7は粗雑なっくりで、打面を残す。 8も横長剥片を素材とし、両端を加工し

てナイフ形石器としている。石材と出土地点から考えると、ユニット構成の石器群と関連をもっと

思われる。 5と7はハードローム層の下部、いわゆる第皿層から出土し、他は上部から出土してい

る。石材は 2"'4が頁岩、 5が泥岩、 6・7が黒曜石、 8がメノウとなっている。

尖頭器 9"'11・14・23の5点である。しかし、 14と23は欠損品で不明瞭な点もあり、断定しが

たい。 9は両面加工の小形品で、よく整形されている。 10・11は有舌尖頭器であるが、便宜的にこ

こに含めた。 11は欠損品といえども整然とした剥離が認められる。石材は 9・11が黒曜石、 10が凝

A 

11 

6C-63 A' 

1V A' 
ly 

o 1m 

22.00m (1/40) 

第106図先土器時代遺物出土状態実測図(6 C -53) 
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灰岩、 14はメノウ質、 23はチャートである。

スクレイパー 13・15・31の3点である。 13は分厚い剥片を素材とし、かなり頑強な感を呈する。

15は自然面を残し、両面に加工が施される。 31は分厚い横長剥片を素材とし、左端部を加工してス

クレイパーとする。石材は13・31がメノウ、 15は安山岩である。

石核 調整剥片まで含めると、 34'"'-'37の4点となる。 35は第VI層から第VII層にかけて出土した。

34・35は調整剥片で、 34には使用痕も認められる。 37は3方向から剥離しているが、自然面も認め

られるところから、母岩は小さかったものと思われる。石材は34・35・37が頁岩、 36が黒曜石であ

る。

剥片 上記以外はすべて剥片であり、 17・18・22のように使用痕、調整痕等が認められるものも

ある。 18は第VI層から出土しており、他は第IV層上部からの出土である。剥片については他にも若

干出土しているが、大形剥片と使用痕のある剥片に限って図示した。石材は17・28がメノウ、 19・

20がチャート、他は頁岩である。

3. 56・57年度調査分〔第107'"'-'119・124'"'-'129図、図版54・55ーい 2、57-2、58'"'-'61J

A' 
E 

7 E -55 

ててナ一

ゐ也
白

8 E -50 

A' 

o 1m 

21. 20m (1/40) 

第107図先土器時代遺物出土状態実測図 (7E -57) 



(I)VII層(第 11暗色帯)出土の石器

ユニット出土 (38'"'-'67)

10E13.23・24で径10mほどの範囲に約60点が出土している。その内、石器は 1点のみで、残りは

すべて剥片である。

ナイフ形石器 38の1点のみで、厚手 (1.2cm)の素材を利用し、粗く急角度に打欠いてプラン

テイングをしている。石材は頁岩である。

剥片 39'"'-'67の29点を図示した。 39'"'-'42は単片のもので、石材はいずれも頁岩である。 41は特に

大形で、離面を半分残し、上部には大きな剥離が加えられ、側縁には使用痕が認められる。 43'"'-'46は

同一母岩からなる玄武岩の膿片で、 46は上部を欠くが、下半部が45と接合するものである。 47'"'-'67

は、こ

一仁三』

o i ~m 

21.20m (1/40) 

A 

VlJa 

VlJb 

Vs]a 
珊b

A' 
74.。

第108図 先土器時代遺物出土状態実測図 (7E -88) 
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のユニットの主体をなす黒色頁岩の剥片で、全て同一の母岩から剥離されている。 47~52の 6 点は

接合資料である。 47~49は縦長の不定形剥片で、 47 ・ 48の小片を剥離後、大形の49が剥離されたこ

とがわかる。 50・51は49のパノレフゃ部に接合するもので、これらにはさらに52が接合し、 49を剥いだ、

石核の一部を構成している。 50は51・52を剥ぐ打面を作るために剥離されたスポールであり、 51・

52は47~50 と角度を90度変えて、その打面から剥離されている。 53~55は醸表皮近くの薄い小形剥

片で、同一方向から剥離され、 53が54に、 54が55に接合する。 54・55は打面も共通でbある。 56・57

は小剥片の接合したもので、上部には細かい頭部調整がみられる。 58~67は単片のもので58以外は

小剥片である。

単独出土の石器 (68~72)

68.69は剥片である。 70は一面が磨かれており、砥石片であろう。石材は68が頁岩、 69は黒曜石、

A A' 

73・

0 
』二=:C:I

21.20 

1m 
ゴ

(1/40) 

llc 

田

町-v
W 

VIla 

VIlb 

VIIIa 

咽b

第109図 先土器時代遺物出土状態実測図 (8E -13) 
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70は砂岩である。 71・72は流紋岩の焼けた礁である。

(2)VI"'-'V層出土の石器 (73'"'-'75) 

この層からの出土量は少なく、 3点だけである。 73は黒曜石のスクレイパーの破片であり、 74は

頁岩の小剥片で、周縁には二次調整がみられる。また75は一端が打ち欠かれた玄武岩の礁である。

(3) 1 "'-' III層出土の石器 (76'"'-'99)

第凹層からの出土は、 79の1点しかなかった。しかし、 8Eの西半部をを中心とした地区では、

天地返しによる撹乱がIII層まで及んでおり、その揖乱された層から焼醸片約1000点と、石器類が出

o 1m 

21.60m (1/40) 

.0001 

VHa 
VHb 
VHc 

珊a

・0001 W1b 

E 

第110図先土器時代遺物出土状態実測図 (9D-55) 
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土した。これらは土器を伴出しないこと、性格や石材等からみて、先土器時代のもので、本来はIII

層中に包含されていたと思われる。

尖頭器 76・77の2点ある。 76は周縁に片面の大まかな二次調整が施されている。 77は細かい二

次調整で、先端より作り出したものだが、下半部を欠損するため、加工が中途となっている。石材

は前者がメノウ、後者が玄武岩である。

スクレイパー 93の 1点のみで、石材は玄武岩製である。下部から左側縁にかけて加工し、刃部

を作り出している。

二次調整のある剥片 78'"'-'80の3点である。典型的な石器以外で、加工痕をもつものをまとめた。

78は両側縁の一部調整がみられ、る厚めの剥片で、ナイフ形石器の可能性もある。 79は周縁と先端に、

A' 

澗a

四b

。 1m 匝

21.60m (1/40) 

第111図先土器時代遺物出土状態実測図 (9D-71) 
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第112図 先土器日キ代遺物出土状態実測図 (9D-73)

80は下部の両面に加工痕がみられる。石材は78が頁岩、 79がメノウ、 80はチャートである。

剥片 81~84 ・ 88~99の 16点である。接合資料外のものは、 81~84の 4 点である。 81は頁岩、 82

はメノウの小形品で、いずれも一辺に使用痕をもっ。 83 ・ 84は黒曜石で半欠品である。 88~92は同

じメノウの石材から剥離されたもので、瞭表皮が残っている。 89と90、91と92が接合する。図示し

た他にメノウ剥片は 14点ある。 93~99は玄武岩の剥片で、おそらく同じ離から剥離されたものだろ

う。 93 ・ 94 は単品で、 93は皮面を残し一辺にスクレイパ一様の二次加工がある。また95は 96 に、 97~99

は3点、が接合している。 97は99から剥離されており、 98は99から剥いだ、残りの石から剥離されたも

のである。

瞭器 85・86の 2点である。両者とも火を受けて焼けている。 85は先端に敵打痕がある。 86は凹

凸のある醗の一部が擦られている。

石核 87の l点である。石材はメノウで、打面の縁を廻って剥離がなされている。
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一宇:::::::::，_

A A' 

75 

o 1m 
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第114図 先土器時代遺物出土状態実測図 (12F -13) 
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第115図 先土器時代遺物出土状態実測図 (12F -50) 

-186 



第 3篇谷田木曽地遺跡 (CN411) 

A A' 

てて才一

~ 7.9 

間
山

79 

N-V 

。 1m 
珊

22.20m (1140) 

第116図 先土器時代遺物出土状態実測図 (12F -55) 
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3章 住居跡、の調査

本遺跡、において検出した住居跡は、総数で13軒である。各住居跡は、本遺跡の中央付近から北東

側にかけて発見されており、いずれも53年度から55年度にかけて調査したものである。各住居跡を

時代別に分けると、縄文時代 1軒、弥生時代 9軒、古墳時代 3軒となる。

以下、時代別に各住居跡の特徴等を述べてみたい。

l 縄文時代

当該期の住居跡は、 021号住居跡 1軒のみであった。

021号住居跡 〔第130・131図、図版62-1~ 3) 

遺跡の中央付近北寄りに位置する。プランを検出した段階では、土墳状の遺構と考えていたが、精

査の結果住居跡と判明した。

覆土は、ローム粒 ・ローム小フ+ロック及び炭化粒を含む暗褐色土の単一層で、短期間に堆積した状

態を呈していた。

平面形は、直径約3.2mの円形を呈する。

壁は、掘り込みが浅く 、最深部でも15cm程度である。おそらく上部が削平されたものと考える。立

ち上がりは、やや傾斜をもっ。

床面は、踏み固められて堅くしまっており、比較的平坦であるが、全体に大小の浅い窪みがみられ

る。

.;:t> 
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第130図 021号住居跡実測図
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ピットは、壁沿いに 5か所 (P1 ----P 5)、炉祉の西側に 2か所 (P6・P7)、炉牡内に 1か所(P

8 )検出した。 P1----P5は、位置関係がやや不規則であり、掘り込みも 10cm----20cmと浅い。柱穴で

あろうか。 P6・P7は、掘り込みが10cm程度で、 P8は炉底より約 5cm窪む程度である。撹乱墳

の可能性が高い。

壁溝は検出しなかった。

炉壮は、中央付近やや西寄りに位置する。平面形は、直径約70cmの円形を呈し、住居跡の規模の割

りには大きく、掘り込みも深い。炉牡内には焼土が充満していた。

遺物は概して少なく、炉牡の南側から南壁付近に集中していた。いずれも床面あるいはやや浮いた

状態で出土し、土圧によりつぶれた状態を呈していた。大半が同一個体である。

出土遺物〔第130図、図版62ー3) 

土器片としては約15点程採集したが、いずれも同一個体であった。そのうち 5点が接合した。深鉢

で、口縁部には円形、楕円形が凹線で描かれ、円形文の部分4か所は、口縁部が山形に突出している。

加曽利 EIII式土器である。
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第131図 021号住居跡出土遺物実測図

2 .弥生時代

本遺跡において検出した住居跡は、 9軒である。いずれも、遺跡の中央付近から東側にかけて分

布している。

なお、各住居跡から出土した土器については、この項の最後で一覧表にまとめたので参照された

し)0

001号住居跡〔第132・133図・図版63)

遺跡の北東寄りに位置し、今回の調査で検出した当該期の住居跡中最大規模である。覆土中より

炭化材が多量に出土しており、焼失住居跡と判断した。

覆土は、いずれも自然堆積土で 7層に分けられた。 3・6層中より炭化材及び焼土粒を多量に検

出した。

平面形は、直径約10.9m、短径約8.0mの隅丸長方形を呈する。
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谷田木曽地遺跡 (CN411)
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001号住居跡実測図第132図

壁は、耕作による撹乱が覆土中に及んでいるわりに、遺存状態が良好である。掘り込みは40cm程

で、床面は、全体にほほ、平坦で、比較的よくしまっている。
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立ち上がりは垂直に近い。



ピットは、 4か所 (P1-----P 4)に検出した。掘り込みが60-----65cmと深く、 4本の位置関係に規

則性があることから、 P 1-----P 4は主柱穴と判断した。なお、 P2の西側にみえるピット 2本は、木

根等による撹乱墳である。

壁溝はない。

炉祉は、中央やや西寄りに位置する。直径約160cm、短径約130cmの長円形を呈する。掘り込み

は浅いが、底面がよく焼けていた。

遺物の出土は、炭化材が多量に出土している程度で、土器類の出土は極めて少なし3。炭化材は、

東側壁付近と西側壁付近に集中しており、本跡の長軸に平行して横たわっているものが大半である。

これは、各炭化材がそれ程太さがないことと考え併せて、上屋の骨組みに使用されていたことを示

すものであろう。

出土遺物〔第133図〕

土器片は、査・聾の小破片が若干出土したが、実測可能なものは 1点のみであった。

、ld
o lOcm 

(1/4) 

第133図 001号住居跡出土遺物実測図

010号住居跡〔第134・135図・図版64-1) 

001号住居跡の南西約40mに位置する。耕作による撹乱が著しく、正確なプラン等を把握すること

ができなかった。また、本跡南側は、 008号祉(溝)により削平されている。

覆土は、耕作による撹乱が著しく、詳細は不明である。

平面形は、直径約6.2mの不整円形を呈する。

壁は、遺存状態が悪く、掘り込みも浅い。遺存部より推測すれば、立ち上がりは傾斜をもつよう

である。

床面は、耕作によるうねが南北に走っており、遺存状態は極めて悪い。遺存部より推測すれば、

小さな起伏がみられやや軟弱な面を呈している。

ピット及び壁溝は、検出しなかった。

炉牡は中央やや北寄りに位置する。長径約80cm、短径約60cmの長円形を呈する。掘り込みが浅

く、底面はそれ程焼けていない。

遺物の出土は、炉祉の東側にまとまって出土(1)した以外は、全体にまばらであった。いずれ

も床面よりやや浮いた状態を呈していた。
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出土遺物〔第135図〕

査の破片が主で、木葉痕のみられるものもあった。
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第134図 010号住居跡実測図

物Wiトノf

税制
0013 

第135図 010号住居跡出土遺物実測図

0悶号住居跡 〔第136・137図 ・図版64-2) 

010号住居跡の西方約30mに位置する。

第 3篇谷田木曽地遺跡 (CN411) 

∞. 

∞! 

。 2m 

22.40m (1/80) 

。 10cm 

(1/4) 

覆土は、いずれも自然堆積土で6層に分けられた。黒色土を主体とし、ローム粒を含む層が目立つ

た。

平面形は、長径約7.0m、短径約4.7mの隅丸長方形を呈する。
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壁の遺存状態は、北側壁が部分的に撹乱を受けているが、全体に良好といえる。掘り込みは約25

cmで、垂直に近い立ち上がりを呈する。
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019号住居跡実測図第136図

床面は、全体にほぼ平坦で、、中央付近が堅く踏み固められている。

ピットは、 9か所 (pl~P 9)に検出した。柱穴は Pl~P 4で、掘り方もしっかりしており、

位置関係も規則性がある。 P5・P6は、掘り込みが約40cmと比較的深く、掘り方もしっかりして

いる。本跡に伴うピットであろうか。 P7~P 9は、掘り込みが浅く、底面も不規則である。おそら

く木根等による撹乱墳と考える。

壁溝は検出しなかった。

炉牡は、中央やや西寄りに位置する。長径約100cm、短径約80cmのやや不整な長円形を呈する。

よく焼けていた。底面に暗褐色土を貼って火床としており、

遺物の出土は、約15点と少なく、大半は床面より出土している。

出土遺物〔第137図〕

土器片では、聾や査が主であったが、いずれも小破片であり、実測可能なものは高坪 l点のみで
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第 3篇谷田木曽地遺跡 (CN411)

ある。 2は敵石である。両端に打痕をよく遺している。石材は砂岩。縄文時代の所産と思われる。

おそらく再利用したものであろう。

o lOcm 0 5cm 

(1/4) (1/2) 

第137図 019号住居跡出土遺物実測図

022号住居跡〔第138図・図版65-1J 

010号住居跡の南方約34mに位置する。

覆土は、暗褐色土の単一層である。

平面形は、長径約10.0m、短径約6.5mの隅丸長方形を呈する。

壁は、北側壁が一部撹乱を受けている以外は、比較的良好な遺存状態を呈する。掘り込みは約40

cmで、立ち上がりは垂直に近い。

床面は、一部撹乱を受けているが、全体に平坦でやや軟弱である。

ピットは、 6か所 (Pl"-'P 6) に検出した。 P1 ，，-，p 4は主柱穴である。掘り方がしっかりして

おり、掘り込みも深い。 P5は深さが約15cmと浅い。支柱穴であろうか。 P6は主柱穴に比べてや

や細い掘り込みだが、深さは主柱穴とほぼ同じである。 P5と同様支柱穴であろうか。

壁溝はない。

n
w
u
 



炉祉は、中央やや西寄りに位置する。南北径約120cm、東西径約100cmで、やや不整形だが方形

を呈する。掘り込みは約15cmと浅く、焼土粒もそれ程多くなかったが、底面はよく焼けていた。

遺物は、本跡の南側付近より出土しているが、約15点と少ない。大半は床面或いは床面よりやや

浮いた状態を呈していた。
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第138図 022号住居跡実測図

-210-

一一・C〆

一一・D'

凶j

C' 

D' 

m
 

n〆“「寸
d

、ー''

一
『
円

U

二
0
0

二
/
/

一
-

司

E
A

ニ
(

エ
m

E
n
u
 

ニ
AUτ

;
・

二
q
L

Z
ワ
ω

n
Uト』



第 3篇谷田木曽地遺跡 (CN41l) 

026号住居跡 〔第139・140図・図版65-2) 

019号住居跡の南西約18mに位置する。

覆土は、 6層に分けられた。暗褐色土を主体とする覆土で、第 2・3層中には焼土粒が含まれる。

いずれも自然堆積土と考える。

平面形は、長径約5.5m、短径約4.5mの隅丸長方形を呈する。

壁は、南側壁が一部撹乱を受けている他は比較的良好な遺存状態を呈し、掘り込みも 30~40cm と

深い。立ち上がりは垂直に近い。

床面は、全体に堅くしまっているが、凹凸が著しい。

ピットは、 30か所 (p1 ~P30) に検出した。主柱穴は、 P l~P 4 である。掘り込みは30~40cm

とさほど深くなしやや雑な掘り方を呈する。 P5は、壁側から本住居跡の中央方向へ斜めに掘り込

まれており、掘り込みは約20cmである。位置及び形状により、出入口に関連した施設の可能性が考

えられる。 P6は、浅い窪み程度の掘り込みであるが、東側壁中央に接していることや形状より、貯

蔵穴と考えるのが妥当であろう。 P7 ~P30は、掘り込みが1O~30cm と比較的浅く、径も 15~20cm

と小さい。各々の位置関係にやや不規則な面もあるが、比較的各壁沿いに並んだ状態を呈しており、

壁柱穴の可能性が高い。なお、 P17~P30は、床面を10cm 程掘り下げた段階で確認できたものであ

る。

壁溝は、一部(北側壁付近)それらしき痕跡を検出したが、明確に確認することはできなかった。

炉祉は、中央寄りに大・小 2か所検出したが新旧関係を確認することはできなかった。大きい方
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は、長径約80cm、短径約60cmのやや丸みをもっ長方形を呈する。小さい方は、直径約40cmの円形

を呈する。共に焼土の堆積はほとんどなく、掘り込みも約 5cmと浅い。底面はよく焼けている。

遺物は、ほぽ全体から出土しており、大半は第2層中に含まれていた。

出土遺物〔第140図、図版67-3 J 

査 ・聾の破片が多く出土し、 3は約15点が接合した。

0007 
0010 
0011 
0019 
0031 
0032 
0035 
0037 
0038 
0039 
0040 
0041 
0043 

3 0047 

第140図 026号住居跡出土遺物実測図

028号住居跡 〔第141・142図 ・図版66-1J 

。

2 0023 

10cm 

(1/4) 

010号住居跡の北方約22mに位置する。北西付近が、 029号社(溝)と重複し、一部削平されてい

る。

覆土は、 6層に分けられた。暗褐色土を主体とし、いずれも自然堆積土である。

平面形は、長径約6.8m、短径約4.9mの隅丸長方形を呈する。

壁は、西側壁から北側壁にかけて溝等により一部撹乱を受けているが、幸い溝の掘り込みが浅い

ため、比較的良好な遺存状態を呈している。掘り込みは約50cmで、垂直に近い立ち上がりを呈する。

床面は、比較的堅くしまっており、炉祉周辺が特に堅い。また全体に小さな凹凸がみられ、壁周

辺部に若干の高まりがみられる。

ピットは、 5か所 (Pl~P 5)に検出した。主柱穴は Pl~P 4で、やや中央に偏しているが、

位置関係には規則性がある。 P5は掘り込みが約10cmと浅い。支柱穴であろうか。

壁溝はない。

炉士止は、中央やや西寄りに位置する。長径約100cm、短径約60cmの長円形を呈する。掘り込みは
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第 3篇谷田木曽地遺跡 (CN411) 
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第142図 028号住居跡出土遺物実測図
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約10cmと浅く、焼土粒の堆積もほとんどない。底面も余り焼けていない。

遺物は、炉牡の北側付近に集中しており、大半が第2層中より出土している。

出土遺物〔第142図〕

壷の破片が多く出土しており、そのうち約20点が接合した。

031号住居跡〔第143・144図・図版66-2 J 

001号住居跡の北側約10mに位置する。

覆土は、耕作による撹乱が著しく正確な観察はできなかったが、暗褐色土の単一層であろう。

平面形は、全体に撹乱が著しく不明瞭な部分が多いが、長径約4.7m、短径約4.0mのやや不整形

な隅丸長方形を呈すると考える。

床面は、全体に踏み固められて堅いが、やはり耕作による撹乱が著しい。

ピットは、 4か所 (P1-----P 4) に検出した。いずれも柱穴である。位置関係に規則性があり、掘

り込みも50cm前後でしっかりした掘り方を呈している。

壁溝はない。

炉杜は、中央やや西寄りに位置する。平面形は、長径約80cm、短径約50cmの長円形を呈する。

掘り込みが浅く焼土粒の堆積はそれ程多くないが、底面はよく焼けている。

遺物の出土はほとんどなく、東側の床面より 3点出土しているだけである。
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第 3篇谷田木曽地遺跡 (CN411) 

10001 

o 5cm 

(1/2) 

第144図 031号住居跡出土遺物実測図

035号住居跡 〔第145・146図 ・図版67-1) 

026号住居跡の南西約30mに位置し、東側が033号土止(溝)に一部切られている。

覆土は、耕作による擾乱が著しく、さらに本跡の掘り込みが浅いこともあって明確に把握するこ
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第145図 035号住居跡実測図
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とはできなかった。

平面形は長径約6.8m、短径約4.9mの隅丸長方形を呈する。

壁は、耕作による撹乱が及んでいるわりに遺存状態が良好である。掘り込みは約15cmと浅い。立

ち上がりは、ほぽ垂直である。

床面は、耕作による撹乱が多くみられるが、踏み固められて堅くしまっている部分が多く遺存し

ており、全体に堅徹であったと考える。

ピットは、 6か所 (P1 '""P 6)に検出した。主柱穴は、 P1 '""P 4である。掘り込みは、いずれ

も60cm前後と深く、掘り方もしっかりしている。 P5は、東側壁寄りに位置しており、壁側から中

央方向斜めに掘り込まれている。深さは約50cmである。出入口に関連した施設であろうか。P6は、

東側壁に接して掘り込まれており、不整形な長方形を呈している。掘り込みは浅く、内より若干の

土器片とともに炭化材が出土した。平面形がやや不整で掘り込みも浅いが、その位置から貯蔵穴と

考えるのが妥当であろう。

壁溝はない。

炉祉は、中央やや西寄りに位置する。長径約80cm、短径約70cmのやや不整な円形を呈する。掘

り込みは約15cmと浅い。
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第 3篇谷田木曽地遺跡 (CN411)

遺物は、他の住居跡に比して多く、西側壁寄りと東側壁寄りの 2か所に集中しており、大半が床

面あるいはやや浮いた状態で出土している。

出土遺物〔第146図、図版67- 4 J 

査の破片が多量に出土し、うち 3個体が実測復原できた。土器以外では、石器が 2点、出土してい

る。共に縄文時代のもので、再利用品である。 4は敵石であるが、打痕はほとんど認められない。

石材は砂岩。 5は石皿を再利用した砥石である。側面はよく研摩されている。石材は砂岩。

038号住居跡 〔第147・148図 ・図版67-2 J 

001号住居跡の南側約10mに位置する。覆土は、全体に耕作による撹乱が及んでおり 、明瞭な堆積

状態を把握することができなかったが、 9層に分けることができた。上層はやや不自然な堆積状態

を呈しているが、いずれも自然堆積土と考える。

平面形は、長径約5.5m、短径約4.5mの隅丸長方形を呈する。

壁は、南側壁が部分的に撹乱を受け遺存状態がよくないが、全体には比較的良好な遺存状態とい

える。掘り込みは30'"'-'40cmあり、立ち上がりは垂直に近い。

床面は、部分的に堅いか所もあるが、全体にやや軟弱で、凹凸が著しい。
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ピットは、 6か所 (pl~P 6) に検出した。主柱穴は Pl~P 4である。掘り方はやや不整形

を呈するが、掘り込みは50~60cm と深い。 P 5は、東側壁中央寄りに位置しており、支柱穴と考え

られるが、平面形や掘り方が不整形で掘り込みも約10cmと浅い。 P6は、東側壁中央やや北寄りに

接して掘り込まれており、その位置と形状から貯蔵穴と考える。平面形は、長径約55cm、短径約35

cmの長方形を呈する。底面はほぼ平坦で、深さは約20cmである。

壁溝はない。

炉祉は、中央やや西寄りに位置する。平面形は、長径約70cm、短径約50cmの長円形を呈する。

掘り込みは約10cmと浅い。

遺物は、 P6内やその周辺に大半が集中しており、一部西側壁中央寄りから出土している。ほとん

どが床面より浮いた状態を呈していた。

出土遺物〔第148図〕

査と斐の破片が出土しており、うち 2個体を図示した。

t-一一'一一-__lOcm
(1/4) 
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第148図 038号住居跡出土遺物実測図
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第 3篤谷田木曽地遺跡 (CN411) 

土器一覧表

番 可ロ 器種 内 q宇仁~マ

001号住居跡

1 宝士E 底部の一部のみ遺存。斜縄文が施されている。

010号住居跡

l Z古E 口縁部約M、頚部約u遺存。折り返し口縁に単節斜縄文、肩部にも単節斜

縄文。

2 宜古E 底部付近%遺存、木葉痕が明瞭。

3 宜で佐E 底部約%遺存、木葉痕が明瞭。

019号住居跡

1 高 坪 脚部のみ遺存。

026号住居跡

l 宝古E 胴音15のみ約M遺存。肩部に平行櫛日文、胴部に付加条。

2 賀古 口縁部から肩音f5にかけ約%遺存。口縁部に輪積み痕残し斜縄文を施す。

頚音15に平行術目文を格子状に、 j皮状櫛目文を 2条廻らす。肩部から下には

斜縄文。

3 婆 折り返し口縁の下端に刻み目。器面全面に付加条。外面にススの付着が著

しい。

028号住居跡

l 宜古E 胴部から底部約対遺存。外面赤褐色、丁寧なへラ磨き。

035号住居跡

1 宝士E 口縁部約%、胴部約%欠損。折り返し口縁の口唇部に刻み目。頚部に 3条

の波状櫛目文が廻る。肩部に絡状体の圧痕を廻らし、 胴部には、平行櫛目

文を斜状に施す。底部には木葉痕が残る。

2 査 口縁部を若干欠損。折り返し口縁に、口唇部から無節縄文を、下端に刻み

目を施す。肩部には絡条体の圧痕が廻る。

3 査(? ) 底部約%遺存。木葉痕を残す。

038号住居跡

1 宜古E 口縁部から肩まで約%遺存。折り返し口縁に斜縄文。口唇部と口縁部下端

に刻み目。頚部に一部無文帯を残し、ほぼ全面に羽状縄文か?

2 婆 胴下半音15から底部まで約M遺存。付加条を全面に施す。

遺構出土の土器片〔第149・150図 ・図版68・69J

弥生時代の住居跡は 9軒検出されたが、概して遺物量が少なかった。しかし、採択に関しては、小

破片を除外しているため実際の出土量は図示した土器片の約 3倍となろう。 一括土器は表中で記述し

ておいたが、土器片類についてはここでまとめて述べておきたい。

|号住居跡 (1・2) 

1は頚部から胴部に至る破片で、上部には無文帯が認められる。縄文は 2回以上施文しており 、方向

を変えて羽状とする。 2は底部片で、底部の器厚は 2cmほどである。

10号住居跡 (3 ------15) 

本跡から出土した土器には良好な破片が多く、 13片を採択した。 3------6は口縁部で、いわゆる折り

返し口縁の形状をとる。いずれも口唇部にまで縄文を施す。 4の縄文は粗い。 7------9は同一個体で無

文帯の下端に櫛描文をもっ。 15は底部に近い破片となろう。
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22号住居跡 (27"-'29)

3片だけ図示したが、いずれも胴部片である。 28の施文は縄文間の間隔が粗く、撚りもゆるい。

26号住居跡 (30"-'37)

8片図示したが、32は大形片である。 30・34は口縁部で、 34の縄文は粗い。 30ω縄文には撚りもど

しをかけている。 31は頚部で波状の櫛描文が認められる。 33は下端にわずかの櫛状工具の痕跡を残す。

28号住居跡 (38"-'45)

39は口縁部で、38と41は頚部となる。 38は査形土器の破片となろう。頚部文様帯は沈線によって区

画されており、縄文は磨滅によりはっきりとは表現し得なし3。本遺跡での南関東系土器の出土唯一の

例である。 41には山形の櫛描文をもっ。 45の底部には木葉痕が認められる。

35号住居跡 (46"-'59)

46"-'48は口縁部片であり 、46は土器の裏面にも縄文が施文される。このような例は僅少となろう。

また、ここでの縄文は口唇部までには至っていない。 49は大形片で頚部の一端も遺存しており 、櫛状

工具による連続押圧が認められる。縄文の原体の長さは、 3cm前後で下から上へと施文している。

50"-'55も頚部片であり、 54の施文は49と同様な方法をとる。 59は底部で木葉痕をもっ。

36号祉 (60"-'63)

本跡は塚であるが、弥生式土器の出土が認められたためここに図示した。わずかに 4片ではあるが、

他の住居跡出土土器と同時期のものとなる。 60は口縁部片で、他の口縁部よりも外反の度合が強い。

38号住居跡 (64"-'70)

7片を図示した。 64は口縁部で円形の押圧文が目につく。他は胴部片でとりたてて説明することも

なかろう。

3 .古墳時代

本遺跡において検出した当該時期の住居跡は 3軒である。

002号住居跡 〔第151・152図、図版70-1、73-1J 

遺跡の北東寄りに位置し、013号牡 (土墳群)と重複しており、北東壁コーナー付近を一部削平され

ている。

覆土は、5層に分けられた。暗褐色土を主体とする覆土で、大半の層中にローム粒を含んでいる。

いずれも自然体積土と考える。

平面形は、長径約4.5m、短径約3.2mの不整形な長方形を呈する。特に東側壁の両隅は、丸味をも っ

ている。

壁は、部分的に撹乱を受けているが、比較的良好な遺存状態を呈する。掘り込みは約30cmで、立ち

上りは垂直に近い。

床面は、カマ ドの前面付近が踏み固められて堅くしま っており、その他の部分も比較的堅くしま っ
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ている。全体に平坦な面を呈している。

ピット及び壁溝はない。

第151図 002母住居跡実測図

第 3篇 谷田木曽地遺跡 (CN411)
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カマドは、西側壁中央に位置する。壁と接する部分がほとんど遺存せず、床面に若干の痕跡が認め

られる程度であった。両袖部は比較的遺存状態がよく、山砂を多く含む黄褐色の粘土を構築材として

れず、壁外への切り込みもない。

使用していた。火床や袖部内面はほとんど焼けておらず、焼土の堆積も少ない。煙道部の痕跡はみら

は、床面より出土している。

遺物は、本跡のほぼ全面に分布しており、特にカマド右袖部付近に多く集中している。大半の遺物

出土遺物〔第152図、図版73-1J 

護、甑、高郎、坪及び土製支脚などが出土した。各遺物の特徴などについては表 3のとおりである。
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第 3篇 谷 田 木 曽 地 遺 跡 (CN411)

表 3 002号住居跡出土遺物一覧

番号 器種 法量 {繭 考

cm 

口 2l.9 
l 費 底 一一一 南側壁東寄りに集中して出土、外面に縦方向のへラ削りを施す。

2日'h

20.2 カマド右脇に集中して出土、ほぼ完形に復原、胴部中位に最大径24.0cm、外面にへラ削
2 '" 7.1 

30.0 りが若干認められる。

23.2 
3 /， カマド右脇と左前面が接合、外面にへラ削りを施す。

4 曾正 9.4 カマドの上より出土、 一孔式、内・外面にへラ削りを施す。

5 饗 9.4 東側壁中央寄りに出土、底部破片。

6 // 8.4 カマド右脇と東側壁寄りが接合、底部破片。

7 // 底部の小破片

8 イシ 5.1 カマド前面と東側寄りが接合、底部破片、木葉痕あり 。

13.6 
9 高土不 カマド右脇より出士、士不部は横ナデ、脚部にはへラ削りが施される。

18.9 
10 鉢 カマドの上と右脇より出土、円盤状の丸底に粘土紐を積み上げてf本音~を成形。

6.8 

11.4 カマ ドの上より出土、口縁音11はナデ、体部外面は細かいへラ削り、内面はミガキ、丸底
11 士平、

4.6 を呈する。

12.1 カマド右脇より出土、休部外面に若干へラ削りが認められる。円盤状の丸底に粘土紐を
12 イン

4.0 積み上けてf本音11を成形。

11.8 カマド右脇より出土、 M遺存、口縁部内 ・外共横ナデ、体音1I外面へラ削り、内面ミガキ、
13 イシ

3.3 丸底を呈する。

12.4 1の饗と一緒に出土、 M遺存、口縁昔11内・外共横ナデ、体部外面組いへラ削り、内面上
14 // 

3.9 半部ナデ、底部付近ミガキ、丸底を呈する。

14.1 
15 /， 東側壁寄りに集中して出土、口縁部内外商共横ナデ、 f本音11は不明日京、丸底を呈する。

4.5 

(1'住)12.9
16 イン 小砂片、休告11内面にへラミ ガキを施す。

(推)15.8 
17 イシ カマドの上より出土、小破片。

(推)14.6
18 /， 東側壁北寄りに出土、 f本部外面にへラ削りを施す。丸底を呈する。

2.5 

(推)14.6 カマ ド右側より出土、 M遺存、口縁部外面へラ削り、内面横ナデ、f本音11外面雑なへラ削
19 イシ

(推)2.7 り、内面へラミガキ、丸底を呈する。

20 土製支脚 上部を欠損する、断面径5.6cm
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004号住居跡 〔第153・154図、図版70-2、71・73-2 J 

002号住居跡の南側約18mに位置する。

覆土は、 10層に分けられた。いずれも自然堆積土で、レンズ状の堆積状態を呈する。

平面形は、一辺約4.5mの比較的整った方形を呈する。
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印サrr it N ，----J '"， !1!! "" 
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/ .>-
D lA' '¥ ./ 

1.黒色土

2. 黒褐色土(ローム粒を含む)

C C' 3. 黒褐色土 (2層よりローム粒を多く含む)

ーーーー‘ ‘ ~r 
4. 黒褐色土(小ローム粒を含む)

‘ 
..・'.・ 5. 黒色土(ローム粒を少し含む)\_..~-一一「

6. 暗黒褐色土(ローム粒を含む)

7. B音褐色土(ローム粒を含む)

D 3 1 0' 
8. ~音褐色土(ローム粒、小ロームブロ y クを含む)

l 
9. 暗褐色土(ローム粒を多量に含む)

2 

:trl E: 

w 

-閃 E'. 

1. 暗褐色土(ローム粒、粒土粒を含む)

2. 褐色土

3. ロームブロック

5 

4. 褐色土(山砂、粘土を含みザラザラしている)

5. 粘土

10. 褐色土

4企 。
22.50m 

6. B音褐色土(山砂、粘土、焼土を少し含む)

7. 日音褐色土(焼土粒、焼土フロ yクを含む)

8. B音褐色土(焼土粒、ローム粒を少し含む)

。 1m 

22.50m (1/40) 

第153図 004号住居跡実測図
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第 3篇谷田木曽地遺跡 (CN41l) 

壁は、数か所土墳状の落ち込みにより撹乱を受けているが、全体に良好な遺存状態を呈している。

掘り込みは約60cmと深 く、立ち上りは垂直に近い。

床面は、 カマドの前面付近が比較的堅いが、それ以外の部分はやや軟弱である。全体に平坦である。

ピットは、 4か所 (Pl"-'P 4)に検出した。いずれも柱穴である。掘り込みは、 50"-'60cmあり、

整った掘り方を呈している。

壁溝は、カマド下を除き各壁沿いを巡っている。幅は約15cm、深さは10cm弱でほぼ均一な掘り方

である。

カマドは、北西側壁の中央に位置する。両袖部は若干遺存する程度で、火を受けた痕跡はほとんど

認め られない。壁外への切り込みは50cm程である。

遺物は、いずれもカマドの両脇に置かれたよ うな状態で出土した。

出土遺物 〔第154図 ・図版71・73-2 J 

~ ・ 鉢 ・ 杯、などが出土した。 各遺物の特徴については表 4 のとおりである。

表 4 004号住居跡出土遺物一覧

番号 器種 法量 f漏 考

cm 

口 20.8 
1 夢t櫨~ 底 8.4 カマ ド左脇より出土、 完形、胴宮11外面に細かいへラ削りを施す。最大径銅宮rl中位26.3cm

高 33.6 

16.9 
2 '-' 7.4 カマ ド左脇より出土、 I1縁部と胴音11を一吉11欠損、胴宮11外面にへラ削りを施す。小形の主題。

13.8 

18.1 カマド左脇より出土、 完形、口縁部内・外面共繍ナデ、 f本部外商に不明際だがへラ削り
3 鉢

8.4 を施す。 九底を呈す る。

14.9 カマ ド右脇より出土、 一部欠損、口縁部内外面横ナデ、f本部外面にへラ削りを施す。丸
4 土手

4.2 底を呈す る。

12.6 
5 /， カマ ドお脇より出土、 11ぽ完形、底古11外面が全面剥落磨滅している。丸底を呈する。

4.7 

14.5 カマド右脇より出土、 完形、口縁部内面に スス付丘、口縁部内面ハケナデ、平底に近い
6 イシ

4.0 丸味を呈する。

13.8 
7 。 カマド右脇より出土、 一部欠損、{本音11外面にへ ラナデを施す。丸底を呈する。

4.0 

11.4 
8 。 カマド右脇より出土、ほぽ完形、{本部外国にへ ラナデを施す。丸底を呈する。

3.6 

12.7 口縁部のー音11及び底部を欠損す る。 口縁古11内・外面共横ナデ、{本部外面若干へラ削りが
9 /， 

認められ る。

10 /， カマド右脇より出土、口縁部を欠損、丸底を呈する。

(推)12.7 
11 蓋 土手受け古11の痕跡、あり、極少破片、須忠;様。
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第154図 004号住居跡出土遺物実測図
。 10cm 

(1/4) 

023号住居跡 〔第155・156図、図版72・73-3) 

004号住居跡の南西約45mに位置する。東側コーナー付近が道路下になっていたため、その部分のみ

掘り残し、次年度調査時に道路部分を拡張して完掘した。

覆土は、 8層に分げられた。上層部分は、耕作等による撹乱が著しく、やや不明瞭なか所もあるが、

各層とも自然堆積土と考える。

平面形は、一辺約 8mの整った方形を呈する。

壁は、良好な遺存状態を呈し、掘り込みは約30cmである。立ち上がりは垂直に近い。

床面は、全体に平坦で、それ程堅くしまっていない。 025号社(土墳)と重複している部分は、 10~15

cmの厚さに暗褐色土を貼って床としていた。

ピットは、 4か所 (pl~P 4) に検出した。いずれも柱穴である。 P2は、 025号祉の覆土を掘り

込んでいた。したがって、本図中では表現しなかった。各柱穴は、いずれも掘り込みが約90cm と深く、

掘り方も整っている。

壁溝は、カマド下を除き各壁沿いを巡っている。幅は約15cm、深さは10cm弱でほぼ均一な掘り方

である。

カマドは北西側壁の中央付近に位置する。全体に良好な遺存状態を呈し、両袖部や煙道部などの構

築材が、旧状に近い状態で遺存していた。構築材には、黄色の山砂を含んだ粘土を使用している。火

床は平坦で、よく焼けている。煙道部は、壁面に粘土を貼って構築しており、立ち上がりは垂直に近
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第 3篇谷田木曽地遺跡 (CN411)
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A' B' 

1. 黛色土(ローム粒を含む)

2. H音褐色土(粘土、山砂を含む)

3. 11ま褐色土(若干の焼土粒を含む)

4. 褐色土(小ロームブロックを含む)

E' 5. 褐色土(粘土、山砂を含む)

'F' 6. 褐色土(ロームブロックを多く含む)

7. 時褐色土 。
8. 黄褐色土

2m 

22.40m (1/80) 

C' 
D.-

rコ

題発7
一 'D'

6 1. 時褐色土(粘土粒を含む)

2. 褐色土(粘土、焼土を含む)

イ麗容」
3. 褐色土(焼土を多く含む)

4. 焼 土

5. 褐色土(粘土、焼土を多く含む)

6. 時褐色土(ローム塊を含む)
F'一一 一一.F' 7. 黒色土(焼土を若干含む)。

1m」鈍重し 8. 焼 土(ロームの赤変)

22.30m (1/40) 9. キ占 土(黄色山砂を含む)

第155図 023号住居跡実測図
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い。壁外への切り込みは約45cmである。

遺物は、 P4の南側周辺に大半が集中してお り、カマド付近にはあまり多くなかった。また、ほとん

どの遺物は、覆土の中位付近より出土しており、床面に近いものはほとんどない。

出土遺物〔第156図、図版73-3 J 

護、鉢、高杯、坪、土製支脚および玉類が出土した。各遺物の特徴については表 5のとおりである。
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第156図 023号住居跡出土遺物実測図
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第 3篇谷田木曽地遺跡 (CN411) 

表 5 023号住居跡出土遺物ー貰

番号 器種 法量 備 考
cm 

口 17.1 P4の東側付近に点散、胴音11外面に不明瞭だがへラ削りが認められる。胴部内面に接合
1 饗 底

田1吉1 痕が明瞭に認められる。

18.6 P4の東側より出土、底部破片は接合しなか ったが、同一団体と判断した。胴部外面に
2 // 6.0 

へラ削りが施される。

14.3 北東側壁中央寄りに出土、完形、 f手部のf本部外面から脚部にへラ削りが施される。坪部
3 高坪 10.1 

7.8 
はいび、つ。

14.7 
4 今 南西側壁中央寄りに出土、坪音11のみ遺存、体部外面に若干へラ削りが認められる。

17.7 南側コーナー付近に集中して出土、%遺存、{本部外面にへラ削りが施される。丸底を呈
5 鉢

9.2 する。

17.1 
6 イシ P4の東側付近に集中して出土、 f本音11外面にへラ削りを施す。平底に近い丸底を呈する。

7.4 

13.9 カマド左脇と南側コーナー付近が接合、{本部外面に若干へラ削りが認められる。丸底を
7 :f:j': 

4.3 呈する。

15.4 
8 ク カマド前面と P4の北西側とが接合、休部外商にへラ削りを施す。丸底を呈する。

4.4 

12.7 
9 イシ P4の北西側より出土、体音11外面に若干へラ削りが認められる。丸底を呈する。

3.2 

14.2 P4から南東側壁にかけて散乱して出土、体部外面に若干へラ削りが認められる。丸底
10 ろ，

3.9 を呈する。

11 イシ 7.4 P4の北側より出士、底部に回転糸切り痕が認められる。

12 土製支脚 カマド左脇より出士、上部を欠損する。断面径5.4cm

13 管玉
覆土中より出土、 一方向から穿孔、孔が中心よりずれる。石材は凝灰質頁岩、

長さ 3.3cm、径1.3cm、口径0.2-0.3cm。

14 土 玉
覆土中より出土、極めて小形、両方向より穿孔、径0.8cm、厚さ0.6cm、口径O.lcm、

焼成前穿孔。
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4章 その他の遺構の調査

1.塚の調査

本遺跡において調査した塚は、 1基である。

036号祉 〔第157・158図 ・図版74J

本遺跡の東側寄り、 038号住居跡の南側約13mに位置する。 10cm単位の等高線による地形測量の成

果では、最頂部の標高23.78m、平坦部との比高差約0.8mを計測した。全体に削平等による撹乱が及

んでおり、現況より旧状を推定することは不可能である。

土層観察の結果、第 2・3層及び第 9層が盛土と考えられる。第6層は目表土層の可能性が高い。

4 C -34十 A1 4C-3計 4 C -3Z+ 4 C -31ート

ぜコ

4 C -4す

4 C -st 

。 4cm 

22.60m (1/120) 

1. 表土 6. 黒褐色土(ローム粒を含む)

2. 0音褐色土(軟質) 7. 褐色土(やや軟質)

3. a音褐色土(ローム粒を含む) 8. 褐色土(ややしまりあり)

4. 暗褐色土(焼土・灰を含む) 9. a音褐色土

5. 日音褐色土(焼土粒を含む)

第157図 036号祉実測図
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第 3篇谷田木曽地遺跡 (CN411) 

また、第 4・5層は擾乱、第 7・8層は盛土の流失土と考えられる。

なお、この塚は037号牡(溝)と重複関係にあり、 037号祉の上に盛土をしていることから、本社が

新しいと判断した。

遺物は、本社に伴うと思われるものは 1点もなく、盛土中より土器片が若干と石器が 1点出土して

いる。

出土遺物〔第158図〕

1は底部に木葉痕がみられる。おそらく弥生時代所産になる査の底部破片と思われる。底部径7.5cm

を測る。 2は磨石の破片で、石材は安山岩である。

、トヴ

。 1Qcm 。 5cm 

(1/4) (1/2) 

第158図 036号祉出土遺物実測図

2 .土墳

本遺跡において調査した土墳は、土墳群を含めて 9基である。各土墳とも、伴出する遺物がほとん

どなく、遺物より土墳の時期を判定することはほとんど不可能といってよい。したがって、各土墳の

形態より時期や性格を想定することになる。そこで、ここではあえて時期毎に分類せず、一括して土

墳として扱い調査順に列記した。そして時期等が判別できたものは、各項中でその旨を記載すること

とした。

003号士止 〔第159図、図版75-1J 

本祉は、遺跡の北東端部近くに位置し、本遺跡において最も北側に位置した遺構である。遺構確認

面では、住居跡と思われる落ち込みを呈していたが、精査の結果、柱穴や炉祉等住居跡に伴う施設が

なく、土墳と判断した。

覆土は、 3層に分けられた。何れも自然堆積土である。

平面形は、一辺約3.5mの隅丸方形を呈し、各辺はいずれもやや丸味をもっ。
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側面の立ち上りは傾斜をもっており、掘り込みは約25cmである。

底面は、全体にほぼ平坦で、、軟弱である。

ピット等の掘り込みはない。

遺物は、土器の極少破片が数点出土したのみである。

A 

48寸

A A' 

J
b
 

A守口
9
7」土

)

)

色

む

む

黒

含

含

・

を

を

粒

粒

粒

ム

ム

ム

一
一

一
ロ
ロ

ロ
/
t
f
k

(

土

土

土

色

色

土

色

褐

褐

表

黒

崎

暗

1
4

η
L
q
J

4
q
 

図司
M
M

実止
1
4
a
a
，
 

口
一円

η〈
unu
 

n
U
 

図
n
H
d
 

r「
U

1
Eよ

信
用

o 1m 

22050m (1/40) 

005号祉 〔第160・161図・図版73-4、75-2 J 

本社は、 010号住居跡の北西約 5mに位置する。

覆土は、 5層に分けられた。いずれも自然堆積土である。

平面形は、長径約300m、短径約104mの長方形を呈する。

掘り込みは、中段までが約40cm、中段から底面まで、が約50cmである。底面からの立ち上りはほぼ

垂直で、中段からの立ち上りはやや傾斜をもっ。

底面は、ほぽ平坦で、堅い。

遺物は、底面よりやや浮いた状態で土器が 1点出土した。

234-



第 3篇谷田木曽地遺跡 (CN41l)

この土器が本社に伴うと考えれば、本土止は、古墳時代の所産と考えられる。なお、性格は不明であ

る。
A 

.;T 

一一-.B' 

ー一一・C'

.;T 
A' 

B 1 2 B' C C' 

1. 黒色土

2. 黒色土(ローム粒を若干含む)

3. 黒褐色土(ローム粒をやや多く含む)

o 1m 4. ~音褐色土(ローム粒、ロームブロックを含む)

22.30m (1/40) 5. 褐色土

第160図 005号祉実測図

モヨグ
。 10cm 

(1/4) 

第161図 005号社出土遺物実測図
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出土遺物 〔第161図、図版73-4) 

1点のみの出土で、器種は坪である。口縁部内外面に刷毛目がみられる。口径11.9cm、器高4.8cm

を測る。古墳時代前期に相当する。

0ほ号祉 〔第162図、図版75-3) 

本牡は、 003号牡の南東約22mに位置する。本社の北側付近には、大小の土壌が群を構成してしてい

る (013号牡)が、形態的に土横群と異なるため、本土止を単独で掲載した。

C' B' 

『寸一

A A' 

B C 

A A' .-- 一・ . 

c¥l 

1. 暗褐色土

o 1m 
2. 黒褐色土(ローム粒を含み、しまり有る)

3. 黒褐色土 (2層よりもしまりなし)

22.40m (1/40) 4. 暗褐色土(ローム粒を多く含む)

第162図 012号祉実測図
5. 褐色土(軟質で、やや粘性を有する)
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第 3篇谷田木曽地遺跡 (CN41l)

覆土は、 5層に分けられた。このうち、第 1層は撹乱の可能性が高いが、他の 4層は自然堆積土と

考える。

平面形は、長径約2.4m、短径約1.8mの長円形を呈する。

掘り込みは、約2.7mと深い。長軸断面では、やや傾斜をもちながら直線的に立ち上り、短軸断面で

は、中位から傾斜が緩やかになって立ち上る。

底面は、長径約1.2m、短径約O.4mのやや丸味をもっ長方形を呈し、平坦で堅い。

遺物出土はない。

本牡の形状から、おそらく縄文時代の陥し穴であろう。

013号祉 〔第163図、図版76- 1) 
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第163図 013号祉実測図
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本祉は、大小17基の土墳で構成する土墳群で、 012号牡の北側周辺に点散する。

これらの土墳は、平面形や掘り込みの深さに共通性がなく、また各土墳の位置関係にも規則性がな

い。このことから、この土墳群全体で一つの遺構とは考えられない。比較的形態的に共通しているの

は、直径90cm前後、深さ20cm前後の P2・P4"'P7及び P3の北東に接する 2基だが、これらも

位置に規則性がみられない。

以上のことから、これらの土墳は、各々が単独の遺構と考えるのが妥当であろう。また、各土墳共、

時期及び性格は不明といわざるをえない。

025号I止〔第164図、図版76-2 J 

本土止は、 023号住居跡と重複関係にあり、 023号住居跡の柱穴 (P2)に覆土を切られている。

覆土は、 8層(第 7層~第14層)に分けられた。いずれも自然堆積土である。第 1層~第 5層は、

C' / 

A
一B

----・A〆

一一・B'

C 

A . _""_ 6 A' B 

o 1m 

1.S音褐色土 (上位に炭化粒を含みしまりある)

2暗褐色土(ローム粒を含み、やや軟質)

3.暗褐色土(ローム粒をやや多く含む)

4. S音褐色土(ローム粒を多く含む)

5.ロームフnロック

6.暗褐色土 (023号住居跡の貼床)

7.黒褐色土(ローム粒を含む)

8.褐 色土

9.褐色土(ローム粒を含む)

10.褐色土(ローム土を多量に含む)

11.ローム土

12.ローム土 (やや暗い)

13.S音褐色土(ローム士を含む)

14.ローム土

023 
pzの履土

B' 

22.00m (1/40) 第164図 025号祉実測図
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第 3篇谷田木曽地遺跡 (CN411) 

023号住居跡の柱穴の覆土で、第6層は023号住居跡の貼床である。

平面形は、長径約2.1m、短径約1.2mの長円形を呈する。

掘り込みは、約1.8mと深い。長軸断面では、若干の傾斜をもって直線的に立ち上り、短軸断面では、

中位からやや緩やかな傾斜となって立ち上る。

底面は、長径約1.9m、短径約0.4mの丸味をもった長方形を呈し、中央から長軸方向へ段をもって

下がっている。

遺物の出土はない。

本土止の形状より、おそらく縄文時代の陥し穴であろう。

027号祉〔第165図、図版76-3 J 

本社は、 019号住居跡と026号住居跡の中間地点に位置する。

覆土は、 4層に分けられた。いずれも自然堆積土と考える。第 2・3層は、比較的しまっている。

平面形は、長径約2.8m、短径約1.4mの不整形な長円形を呈する。

掘り込みは、最深部で約0.4mである。底面及び立ち上り共凹凸が著しく、全体に不整形な掘り方

〆
B' 

海
副
「

B B' 

o 1m 

22.00m (l/40) 

第165図 027号祉実測図
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を呈している。

覆土のしまり具合から、比較的古い時期の所産かと思われるが、正確な時期及び性格は不明である。

遺物の出土はない。

052号士止〔第166図、 図版77-1) 

遺跡の中央やや西寄りに位置する。この付近は、長期間午芽や長芋の畑として利用されていたため

撹乱が著しく、遺構の検出は困難を極めた。

遺構の形状は、撹乱の影響で正確に把握できなかったので、比較的遺存状態の良好な底部付近の立

ち上り傾斜より推定した。その結果、長径約1.5m、短径約1.2mの不整円形を呈するすり鉢状の掘り

込みとなった。確認面より最深部までの深さは、約0.5mを測る。

覆土は、 2層に分けられた。共にローム粒を若干含む自然堆積土である。

遺物は、覆土上面で土器片が約30点出土したが、いずれも本社に伴う遺物とは考え難い。また、い

ずれも小破片で実測復原できるものはない。

.;.:. A 

B' 

B ① 
.;.:. 

A' 

B 
B' . 

。 1m 
1. H音褐色土層

21.60m (1/40) 2. 褐色土層

第166図 052号祉実測図

061号祉・ 062号士止〔第167図、図版77-2 "-' 4 ) 

遺跡の西寄りに位置する。遺構確認面まで表土を除去した段階では、 061号牡だけの単独遺構と考え

ていたが、精査の結果、 061号祉の北側に、 062号牡が重複関係で存在することが判明した。そのため、

両祉を通した土層観察を怠ってしまったが、幸い遺存していた重複部の土層観察の結果、062号祉が061

号牡を切って掘り込んでいることが判明した。

061号壮一平面形は、遺構確認面で長径約2.0m、短径約1.7mの円形を呈し、底面では長径約1.lm、

短径約0.7mの長方形を呈する。底面は、ほぽ平坦である。掘り方は、上半部が若干傾斜をもつが、下
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電旦篇 谷田木曽地遺跡 (CN411) 

半部が垂直に近い。遺構確認面よりの深さは、約106mを測る。

覆土は、撹乱部を除いて 4層に分けられた。 3・4層は、ローム粒 ・ロームブロックを多量に含ん

でおり、壁面の崩落による短期間の堆積土と考える。

遺物は、 1点も出土していない。

062号牡一平面形は、遺構確認面で長径約105m、短径約100mの楕円形を呈し、底面では長径約007

m、短径約004mの長方形を呈する。底面は、ほぽ平坦である。掘り方は、やや傾斜をもって立ち上り、

遺構確認面よりの深さは、約009mを測る。

覆土は、 7層に分けられた。いずれも自然体積土と考える。

遺物は、 1点も出土していない。

A 
.)> 

〉

事

B 

-ar 
戸、

C C' B 

¥3 ¥ /ソ。 1m 

22050m (1/40) 

第167図 061号祉・062号祉実測図
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062号制;土層説明

1. 黒色土層

20 11音褐色土層

30 黒色土層

( 1層よりやや暗い)

40 11庁褐色土層 (粘質)

50 褐色土層

8' 60 IIjJ;褐色土層(軟弱)

7 黄褐色土層

8' 

061号祉土層説明

H音褐色土層

2 黄褐色土層

30 黄色土層

40 黒褐色土層



3. 溝状遺構〔図版78)

本遺跡において検出した溝状遺構は、 20数条である。

これらの遺構は、幅 ・深さ共に規則性がなく、所々に土墳状の落ち込みを伴う場合が多い。また明

らかに伴うと考えられる出土遺物もなく、時期・性格を把握できる遺構は皆無である。

強いて挙げるならば、 037号祉が、 036号社(塚)より古いということと、 074号牡の底面が踏み固め

られていることから、道であった可能性があるということぐらいである。

したがって、各遺構毎の挿図等の掲載は省略し、全測図(付図 2)中にその配置を図示した。
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第 3篇谷田木曽地遺跡 (CN41l)

5章遺構外出土の遺物

1.縄文土器〔第168'"'-'183図、図版62-4、79'"'-'93)

53年度から57年度までの調査で、この時期に属する住居跡などの遺構は加曽利 EIII式を出土する

021号住居跡の 1軒、そして012号壮、 025号祉の時期の詳細は不明の土壌と極めて少なかった。しかし、

前期初頭から後期後半までの多くの型式の土器が出土し、特に前期初頭などの一部の時期については、

量的にも非常に多く、比較的良好な資料を得ることができた。

これらの縄文土器を下記のとおり分類し、これに沿って説明していくこととする。

I群土器

胎土中に繊維を含むものであり、文様により、次の 5類に分類した。これらのほとんどが、花積下

層式土器であると考えられる。

1類土器

土器表面に、貝殻条痕文が施されているもので、内面にも認められるものを a種、内面には認めら

れないものを b種とした。全出土量の約2/3は、 3Aグリッドの西側から残りは2Bグリッドの北西部か

ら出土している。

2類土器

土器表面に、各種の縄文が施されているもので、内面に貝殻条痕文が施されているものを a種、施

されていないものをb種とした。 a種は、出土量が極めて少ないため、その分布範囲は明確ではない

が、 2Bグリッドの西側に中心が認められ、 b種は、 2Bグリッドの西側に全体の約70%が集中し、他

は、 2Cグリッドの東側、 3Aグリッドの西側に散布している。

3類土器

無文土器である。 2Bグリッドの西側に分布の中心が認められる。

4類土器

貝殻による文様が施されているもので、アナダラ属の背圧痕による文様が施されているものを a種、

腹縁による文様が施されているものを b種とした。分布の中心は3Aグリッドの西側に約2/3が集中し

ており、他に、 2Aグリッドの西側、 5Cグリッドの北東部からも出土している。

5類土器

撚糸圧痕文の施されているもので、蕨手状文、渦巻文が形づくられているものもある。圧痕文の周

囲には、山形などの沈線文や刺突文が施されている。

II群土器

胎土中に雲母を含み、結節沈線、爪形、断面三角形の隆帯などにより文様が構成されているもので、

突起や把手が顕著である。阿玉台 1b式土器を主体とした一群である。分布は、 3Bグリッドの西側に
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集中している。

III群土器

上記したもの以外の土器で、中期後半から後期後半までの土器を一括した。土器の出土量は全体的

に少なく、調査区域全体から、分散して出土している。

以上が、今回の調査で得られた縄文土器の分類であるが、次に、これらの土器についての記述を行

う。なお、 169図'"'-'181図までが53年度から56年度までの調査で出土したもの、 182図、 183図は57年度

の調査のものである。

I群土器

1類土器〔第169図 1'"'-'21、図版79J

貝殻条痕文の土器である。内面にも条痕の認められる a種(1'"'-'16)と内面には認められない b種

(17'"'-'21) とに細分している。いずれも非常にもろい土器である。

2類土器〔第169図22'"'-'37、170図、 171図、 172図 1'"'-'25、174図5、図版79'"'-'82・84J

表面に縄文が施されているもので、内面に条痕の認められる a種(第169図22'"'-'32) と認められない

b種(第169図33'"'-'37、170図、 171図、 172図1'"'-'25、174図5)とに細分している。

a種はすべて、羽状を呈しており、 26は付加状が施されているものである。

b種も、羽状縄文が施されているものが多く、また、第169図34'"'-'37のように、底部にまで縄文が施

されているものもある。

3類土器〔第172図26'"'-'31、図版82J

無文土器である。 26は口縁部で、やや内膏ぎみの器形を呈しているもの、 32は、尖底土器の底部近

くと思われる。

4類土器〔第172図33'"'-'38、173図、図版82・83J

貝殻背圧痕文の施されている a種(第172図33'"'-'38、第173図 1'"'-'8、11'"'-'13、16'"'-'19、21'"'-'25、27'"'-'30)

と貝殻腹縁文の施された b種(第173図9・10・14・15・20・26) とに細分している。

a種は、いずれも縄文を擬して施されている、また、 5・12・18・19・28のように、内面に条痕の

認められるものもある。

b種は、 a種に比べると量的には少ない。

9は貝殻条痕の後に腹縁文が、 10は貝殻条痕及び平行沈線の後に腹縁文が、 26は縄文と腹縁文とを

併用して施されているもので、 14・15・20は腹縁文のみが認められるものである。また、 15以外は、

アナダラ属を施文工具としている。

第172図38は、円筒状の土製品であるが上部、下部とも欠損しており、原形を推定することはできな

¥t)。

5類土器 〔第174図 1'"'-'3、6'"'-'50、図版84J
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撚糸圧痕による蕨手状文、渦巻状文と、へラ状工具による山形沈線文、刺突文などが顕著な一群で

50以外は深鉢である。

1 ~24までは口縁部の破片であるが、二重口縁のもの( 1 ・ 2 ・ 8 ・ 11~13 ・ 17~19 ・ 23 ・ 24) も

多く、これ以外に、隆帯が貼付され、二重口縁的に見えるものもある。

1は、二重口縁の部分に山形の沈線を施し、これをはさむように上下端に 2条の撚糸圧痕を廻らし、

さらに刻みを加えている。胴部には、 3条の、撚の方向の異なる撚糸圧痕文を交互に施し、刻みを周

囲に加えている。

2は、器形、文様が 1と類似しているものであるが、やや小形であることと、口縁部文様帯に施さ

れた撚糸圧痕が 1条であることが異なっている。

7は、口縁部文様帯には沈線ではなく、撚糸圧痕により山形が形づくられている。

13と17は同一個体で、口縁部文様帯には撚糸圧痕文を廻らしている。

15は、円形の小突起を持つもので、他に比べて、胎土中に繊維が多く 、粒子も撤密であり、内外面

とも赤褐色を呈している。 16は15と同一個体である。

25~49は胴部片であり、いずれも 3 条を単位とした撚糸圧痕を施している。また25~33は隆帯が廻

るものである。

50は板状の土製品であるが、両端を欠損しているため原形を知ることはできない。撚糸圧痕により

山形を形づくり、刺突を加えたもので、両側面には刻みが見られる。

II群土器 〔第175図~179図、図版85~89J

胎土中に雲母を含み、結節沈線、爪形、断面三角形の隆帯などによる文様が施されているものを一

括した。すべて深鉢であり、主として、阿玉台 1b式土器である。

これらは、 3Bグリッドの北西部を中心に集中しており、若干2Bグリッドの北西部から出土してい

る。

第175図 1~3 は無文の土器である。 4 ~10は粘土の積み上げ痕を残した突起を有するものである。

7は山形の小突起が、口縁から立ち上っているもので、 8、10は口縁部の 4単位と思われる楕円形の

区画文に結節沈線を施しているもの、 9は、口唇部に沿って、爪形文を廻らしているものである。 11・

12は、小突起により 4単位の区画文を隆帯とこれに沿った沈線により配しているものである。 14・15

は同一個体であり、隆帯と結節沈線の楕円形を区画した小突起の頂部には、粘土紐による渦巻文が施

され、この脇には、口縁から山形の把手が立ち上っている。

175図のうち、 4~10は、阿玉台 1 a式土器である。

第176図は大形の深鉢の破片で、 5・6は、渦巻状に貼付した隆帯に沿って、先端の細い工具で結節

沈線を施しているもので、一見撚糸圧痕的に見ることができる。 12・13は、隆帯を垂下させ、爪形文

を横方向に配している胴部片である。

1 ~15までいずれも、金雲母と白色の砂粒を多量に含み、やや赤味を帯びた褐色を呈している。

r
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177図は非常に大形の深鉢で、 3と5------7以外は同一個体と思われる。

1は、朝顔状に開いた大形の把手を残す破片であり、 4も把手の一部である。この個体は、比較的

低い隆帯と細い結節沈線により楕円形の区画文を口縁部文様帯とし、胴部には、同様の区画文に加え

て、輪積みの一部に爪形文を配したものである。 3・5------7は同一個体と思われ、 3は把手の一部で

あり、 6・7は5に見られる粘土紐による渦巻状の突起である。この個体もやはり大形のものである。

9は把手である。

両方の個体とも、金雲母が多量に含まれる。

178図 1------9は、結節沈線による山形文などが口縁部に施されているもので、11は、同様の文様が頚

部に施されているものである。 12------21は爪形文の施されているもの、 22・23は隆帯による楕円形区画

文が形づくられ、内側に結節沈線による渦巻文が施されている同一個体で勝坂式である。

24・25は土器片錘である。

179図は同一個体と思われる大形の深鉢である。口縁部は積み上げ痕の残る小突起を境に、 4単位の

区画文を、隆帯と結節沈線により形づくっている。胴部には垂下させた隆帯、粘土紐の波状文、アナ

ダラ属の貝による腹縁文、波状沈線などが配されている。また、底部の周縁には、網代痕が残る。胎

土中には、白色の砂粒が多く含まれている。

III群土器 〔第168図、 180図------183図、図版62-4、90------93)

第168図は、復原可能であった数少ないものである。

1は無文の鉢で、2は沈線で区画された内側に、単節斜縄文を充填したもので加曽利 BII式、 4は

口縁部に縄文帯を持ち、胴部に刻みを持った隆帯が廻り 、胴下半部には条線が施された鉢で、安行 I

式土器である。

第180図 1------9は、口縁部に渦巻文を持ち、磨り消しの懸垂文を胴部に施したもので、加曽利 EIII式

土器の深鉢である。 10・11・21は、沈線による区画内に刺突を加えた称名寺式土器、 12------14・19は沈

線の区画内に縄文を充填したもの、16------18・20は円形の粘土組を貼付したものである。 12------20は、堀

之内 I式土器である。

第181図は加曽利 B式土器を一括している。いずれも深鉢であるが、 16------24は粗製土器である。

第182、183図は57年度の調査によるものである。 1・2・4------11は、各種の縄文、撚糸文が施され

たもの、13------15は磨り消しの懸垂文が施されているもの、 16------18は微隆起線により縄文を区画してい

るもので、 19は沈線により縄文を区画しているもので、 12------19はこれまでの調査で出土したものから

見ると、加曽利 EIII式土器であると考えられる。 22------27は櫛歯状工具によるもの、 28------30は沈線の区

画内に刺突が加えられたもので、28------30は称名寺式土器である。

第183図は 2が堀之内 I式土器である他、加首利 B式土器であり、1は鉢の口縁部であるが、表面に

は粘土紐と押捺で 8字状文を施し、内面にも木の葉状に沈線で描いている。 1• 10------14が鉢である他

は深鉢であろう。
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第 3篇谷田木曽地遺跡 (CN411)

2 .石器

本遺跡から出土した石器には、石鉱 ・磨製石斧・打製石斧・敵石・磨石 ・3来状耳飾などがある。い

ずれも縄文時代の所産となろうが、それ以降の人々によって再利用されていたものも少なくない。再

利用の石器は、敵石・磨石に限られているようである。これらの出土層位は、包含層が存在していな

いところから、表土層のものが多く、縄文土器との関連は把握しにくい。

石鉱〔第184・185図、図版94・95(1 '"'-'71) ) 

71点を採集したが、欠損品も多い。縄文時代でも、前期から後期に至るまでの長期間の石錬であり、

タイプは様々となる。 1• 2は有茎鯨で、特に 2は入念な調整が施されている。 3以降は無茎鎮で、

そのうち45'"'-'49は一次剥離面や、自然面を残しているところから未製品と思われる。石材は、 1'"'-'49 

がチャート、 50'"'-'65が黒曜石、 66'"'-'69が頁岩、 70が玄武岩、 71が細粒砂岩となっている。

錐〔第185図、図版95(72)) 

1点のみ出土した。欠損品であるが、形状は把握できる。先端部の断面は菱形となり、縄文時代の

錐の特徴をよく表わしている。石材はチャートである。

掻器〔第185図、図版95(73)) 

1点の出土で、しかも約半分が欠損している。表裏両面ともに一次剥離面を残し、周囲をていねい

に調整している。形状より爪形掻器と考えられる。石材は黒曜石である。

決状耳飾〔第185図、図版95(74)) 

グリッドから 1点出土した。欠損品ではあるが形状は把握できる。ていねいな作りとなっているが、

石質が粗悪で、砕面を見ると気泡が認められる。おそらく縄文時代前期のものであろう。石材は滑岩。

磨製石斧〔第185図 (75'"'-'80))

6点、が出土したが、刃部まで遺存している石斧は 2点だりとなる。 75は凝灰岩製で中央部が分厚く

頑強な作りとなり、刃部は鋭く鰍密に研磨されている。 76は緑泥片岩製で、刃部の研磨は著しい。 77

は頁岩製、 78は緑泥片岩製で共に一部が遺存するのみであるが、おそらく磨製石斧となろう。 79は砂

岩製で刃部を欠損する。偏平に剥離した刃部は打痕の認められるところから再利用品となろうか。頭

部にも打痕が認められる。 80は砂岩製で両端を欠損しており、磨製と断定はできない。表面はよく研

磨されている。

打製石斧〔第185・186図 (81'"'-'86) ) 

6点が出土した。 81は偏平な自然石の周囲を整形して石器としており、石斧というよりむしろ掻器

的な要素が強い。石材は砂岩。 82'"'-'86は縄文時代の石斧の特徴をよく表わしている。 82は片面だけに

集中的な加工を加えている。石材は安山岩。 83も安山岩製で上部を欠損する。周囲の整形は粗雑さが

窺われる。 85も欠損品で刃部を残す。刃部は大きな剥離で簡単に作出している。石材は84と共に玄武

岩。 86は砂岩製で磨石の類の再利用品となろう。一応石斧の中に含めたが適切でないかもしれない。

敵石〔第186図 (87'"'-'91))

5点出土したが、完形品は 1点と少ない。 91は剥離面を利用しており、チヨツパーとしてもよい。
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石材は87・89・90が砂岩。 88は? 91が玄武岩となる。

磨石〔第186図 (92~96)J

他にも小破片が若干出土しているが、図示は 5点とした。 92はほぼ球形となる。 他はいずれも欠損

品で、石材は93・94が砂岩。 他は安山岩となる。

3.土製品〔第187図 (1，，-， 6)J

1 ~ 4 が土玉で、 いずれも一方向から穿孔しているようである。 1 が最も大きく 、 径 ・ 厚さともに

2.7 cm、孔径 0.6cmを測る。 他の3点は、径が 1.8cm 前後、 厚さ 1. 5~ 1.8 cm、孔径 0

4 cm前後とほぼ同規模であった。

5は人形の首の部分で、目や口などが浅い窪みとなって描かれている。下面から穿かれている細い

穴が、おそらく 人形の胴の上へ飛び出した竹串状のものにはめ込まれるのであろう。

6は土玉と類似するが、子しが穿かれていないため土玉の範から外した。

以上6点の土製品は、いずれもグリッドや溝から出土したものであり、時期を確定することはでき

なかった。

014 -0002 

① 2 

⑪ 
3 C -71 -0004 

@4 

015 -0005 015 -0006 

。 5cm 

(1/2) 

第188図土玉実測図
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第 3篇 谷田木曽地遺跡 (CN411)

6章小結

1.先土器時代の遺物について〔第189図〕

各年度の調査を通じて、本遺跡では、密度は薄いものの、調査区のほぼ全域で先土器時代の石器が

出土しており、また包含層はIII層からIV層までの聞に計4層認められた。

その最も古い時期は、 VII層(第II黒色帯) 中位の層である。 10E北側では、黒色頁岩のブレイク主

体のユニットが検出されたが、他は単独での出土で、強いて言えば、調査区中央の 6C・D・E区に集

約される傾向がある。 10Eユニットでは、石核本体の出土はなかったが、接合資料には、原材を回転さ

せて打面を転移しながら剥ぐ技法がみられる。またユニット中には、他にナイフ形石器(38)、砥石 (70)

等がある。単独出土では、 6C区で楕円形で醸面を多く残す局部磨製石器(1 )がある。この石器は

近年各地で出土例が知られてきたもので、先の剥片剥離技法と同様に、 VII層出土の石器群を特徴づけ

るものといえる。

次の包含層はVII層上面からVI層にかけての層で、ナイフ形石器3点、スクレイパ一等が散発的に出

土した程度で、量的には少ない。しかし大形の石刃を利用したナイフ形石器(2 )や、大形のスクレイ

ノfー (13)など、定形化された良品が得られている。

その次の包含層は、丹沢パミス上のハードロームで、分離不可能のためIV・V層とした層である。

石器の出土は調査区中央の 6D区に集中しており、またこの時期に特徴的な小形のスクレイパーが目

立つ。

最上部の凹層では、 3か所に石器の集中がみられた。調査区東側の谷に近い部分の 2B、4B区で

は、ともに径約20mの範囲に10点ほどと散漫な分布であった。一方、 8E区では、径20mほどに、諜

群に石器が伴って検出された。出土した石器は、尖頭器が 7点と最も多く、円基形(9 )、小瀬ケ沢型

(10・11)のもの、片面加工のもの (76)等、形態が種々である。 8Eユニット出土の礁は、破片総数

では1，000点ほどであるが、熱を受けて多くは破砕しており、実際には100点余の個体数にとどまる。

操群に関しては種々な解釈のしかたがあるが、焼離を用いた調理法を持つ民族例から、また、石器製

作跡を伴い、ある程度の定住性が認められることがらも、調理の跡と考えたい。

本遺跡は鉄道付設敷地内に限定された調査であり 、遺跡の全容は明らかにし得なかった。しかし、

VII層では石器製作跡が検出され、石器製作技法を知る上での好資料が得られたことや、磨製としては

日本で最も古い段階の石器が出土したこと、 III層で離を用いた調理跡や石器製作跡が検出されたこと

など、大きな成果があげられたといえよう。

2 .住居跡について

今回の調査で確認した住居跡は、縄文時代 l軒、弥生時代 9軒、古墳時代 3軒の計13軒である。こ

の数は、調査対象面積約35，000m2の広さの割には少ないといえる。特に町道から西側では 1軒も検出

されていない
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第 3篇谷田木曽地遺跡 (CN411) 

これらのことから、本遺跡は、各時期の集落跡の南限付近に相当し、主となる部分は、この北側付

近にあるのではないかと考える。

( I )縄文時代の住居跡

わずか l軒のみであり、出土した遺物の量も多くないため多くを語ることはできないが、伴出した

土器より、縄文時代中期後半に相当する住居跡と判断した。

住居跡の規模が小さい割には炉祉が大きく、また長期間使用されていることから、日常生活の場と

して利用したのではなく、何か炉を活用するために建てられた遺構と考えることもできる。

( 2 )弥生時代の住居跡

本遺跡で最も多く検出した住居跡で 9軒を数えるが、概して遺物の量は少ない。また小破片の割合

が多く、実測可能な土器は、 1軒当り 1""'-'3点であった。

住居跡は、その形状より分類すると、 4隅が丸味をもっ長方形のもの(001・019・022・026・028・

035) 6軒、 4隅が丸味をもち方形に近いもの (031・038) 2軒、不整形のもの (010)1軒となる。

また長方形のものは、大規模のもの (001・022) と、そうでないもの (019・026・028・035)に分け

ることができる。

これらの位置関係をみると、長方形で小規模の住居跡は、本遺跡の北西付近にー列に並んでトおり 、

方形に近い住居跡は北側に寄って位置し、 001号住居跡を挟んでトいる。このように両者が比較的まと

まった位置関係にあるのに対し、長方形で大規模な住居跡は、北と南へ約80m離れて位置しており、

不整形な住居跡は、各住居跡の中心付近に位置している。

以上のように、住居跡の形状と分布に、少なからぬ関係があると思われるが、これが時期的な差あ

るいは集団との差とは一概にいえないようである。なぜなら、各住居跡から出土した土器にそれ程の

時間差が見出せないことと、相互にある程度の距離を置いて構築しているからである。このことは、

各住居がほぼ同ーの時期に存在し、相互に構築場所を考慮、していると考えられる。したがって、形状

の相違や配置は、一集団の中における構成上等の違いによるものと思われる。

しかしながら、これらを正確に把握するには資料が少な過ぎるようである。今後周辺の調査が実施

されれば、より多くの資料が発見されるであろうし、またそれを期待したい。

なお出土土器は、その数が少なく、良好な資料がないため、各住居跡におけるセッ ト関係等を把握

することができなかったが、大まかにみて、査が多く整や鉢などの器種は少なし3。また、北関東系の

土器が大半を占め、南関東系が少ない傾向にある。これは、この集落を知る上で大きな特徴といえよ

う。時期的には、弥生時代後期末葉に相当する。

( 3 )古墳時代の住居跡

当該期の住居跡は 3軒で、北東から南西へほぽ一直線上に並ぶ。このことが、当該期の集落の構成
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を考える上でどのような意味をもつのか不明であるが、弥生時代の住居跡も似たような配列であった。

このような状況になっているのを、単なる偶然とも考えられるが、もし何らかの原因によるものと考

えると、最も可能性が高いのは地形によるものであろう。現在の地形は、畑地のため平坦となってい

るが、その当時は、北東から南西に延びる起伏があったのではないだろうか。そのため、時代の違う

住居跡が、似たような配列になったと考えたい。

このように考えると、当該期の住居跡は、本遺跡の南側へ延びる可能性は少なく、北側に広がる可

能性が出てくる。しかも、西側への広がりはほとんどないといえよう。

次に 3軒の住居跡の特徴をまとめてみたい。平面形は、 002号住居跡がやや不整形な長方形を呈し、

他の 2軒 (004・023)が整った方形を呈するが、規模では大形 (023) と小形 (004)の違いがみられ

る。このように、平面形と規模を比較すると、 3者 3様の特徴を有しているが、カマドの位置は、西

側か北西側とほぽ類似している。これは、地形に左右されるもので、前述した住居跡の配列とも関係

するものと思われる。

出土遺物は、土器を中心として比較的多く、遺存度も良い。土器の基本的な組合わせは、聾・甑・

鉢・高杯・坪で、中でも杯が半数以上を占める。また、時間的な差もほとんど認められず、いずれも

古墳時代後期後半に相当する。

土器以外では、 023号住居跡より出土した管玉と土製の玉に注目したい。従来この手の遺物は古墳に

伴うことが多く、生活の場から出土することは少ない。また、当該住居跡が大形であることと考え併

せると、本跡が当該時期の中心的存在であった可能性が高い。しかし、わずか3軒の資料しかないた

め、断定はできない。今後周辺の調査が進めば、より確かな実証例を発見できるかもしれない。

3 .その他の遺構について

住居跡以外の遺構としては、塚 l基、土墳9基(l群を含む)、溝20数条がある。

各遺構とも、伴出する遺物が皆無で、正確な時期を把握することはできなかった。また、土墳や溝

は、他の遺跡でもそうであるように、その性格を把握することさえできなかった。ただ、 012号杜と025

号祉が、その形態より縄文時代の陥し穴と推定したが、確たる根拠はない。

4. 1群土器について

I群土器については、大体花積下層式であることは先に触れたとおりである。

1類土器の条痕文のみが施文されているものについては若干の疑問も残るが、含まれる可能性も有

り得るので一括した。

本県で、花積下層式土器を出土している遺跡は、新田野貝塚(註1)幸田貝塚(註2)の他、まだ多い

とは言えず、しかも、資料的には本型式の全容を明らかにしているものはなく、いずれも一面を知る

に過ぎない。

最近、本型式の 3区分が述べられている(註3)が、これによると後半に属するとされる。しかし分
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第 3篇谷田木曽地遺跡 (CN41l) 

布に若干の相違が認められるものの、 2類主器のように、裏面に員殻条痕を残す比較的古い部類に属

するものと 5類土器の蕨手状の撚糸圧痕のものとが、ほぽ同地点から出土している。このことと、員

殻文の一群のあり方と合せて、関東地方南東部に位置する千葉県における花積下層式の細分の意味を

考える必要がある。

註 1 武井則道他「新田野貝塚」 立教大学考古学研究会 1975 

註 2 関根孝夫他「幸田貝塚一第 2次(昭和46年度)調査概報一」松戸市教育委員会 1972 

註 3 小出輝雄「花積下層式土器の成立と展開J r研究紀要 2.1 富士見市教育委員会 1982 
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第 4篇谷田神楽場遺跡 (CN504) 

1章調査の概要

本遺跡の調査は、まず幅 2 mのトレンチを南北方向に設定し、遺構の分布を把握した後、遺構を検

出した部分を拡張する方法をとった。

調査区は、基準点測量によって得られた基本杭をもとに、遺跡全体を 1辺40mの方眼に区切った。

この 1辺40mの方眼単位を大グリッドと呼称し、大グリッドをさらに 1辺 2mの方眼に区切った単位

を小グリッドとした。大グリッドには、A---.....Lの記号を付し、小グリッドは00---.....99の番号を付した。各々

の記号及び番号の配列は、第190図のとおりである。

遺構番号は、調査を着手した順に001---.....の通し番号とし、遺構の性格毎に番号を付すことは避けた。

遺物の取り上げは、小グリッド単位(遺構内出土の遺物は遺構毎)とし、取り上げた順に0001---.....の

通し番号を付した。
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2章遺構の調査

1.塚

本遺跡において調査した塚は、総数で 3基である。いずれも遺跡西端部の町道沿いに位置し、東西

に並んで構築されていた。遺構番号は、調査着手順に東より 001"-'003とした。

調査は、十文字に直交するベルトを残して掘り下げる方法をとった。したがって、各塚の盛土等の

堆積状態は、このベルト断面の土層観察を行うことにより把握した。また、各塚で類似する層は同一

番号を付したので、各塚の土層説明をここでまとめて記しておきたい。第 1層は表土及び撹乱層。第

2層は暗褐色土層(やや軟質)。第 3層は暗褐色土層(褐色土を含む)。第 4層 ・第 5層は黒褐色土層

で、後者がややしまっている。第 6層は褐色土層。第 7層は暗褐色土層(若干褐色土を含む)。第8層

は黒褐色土層(しまっている)。第 9層は暗褐色土層(第 7層より褐色土を多く含む)。第10層は褐色

土層。第11層は暗褐色土層(やや黒味を帯びる)。第12層は褐色土層。第13層は黒褐色土層で、旧表土

層と考えられる。第14層は褐色土層(やや軟質)。第15層 ・第16層は暗褐色土層で、後者がよ り多く褐

色土ブロックを含む。第17層は黒褐色土層(やや軟質)。以上が、各塚で観察した盛土等の観察結果で

ある。

なお、土層観察により得られた成果等については、以下の各塚毎の調査成果の項で述べてみたい。

001号祉 〔第191図、図版97)

3基の塚のうち東端に位置し、最も規模の大きい塚である。 25cm単位の等高線による地形測量の成

果では、最頂部の標高24.178m、平坦面との比高差約1.7mを計測した。東側の等高線が大きく流れて

おり、この部分の盛土の崩れを示している。そのため塚の端部を正確に把握することは困難で、あるが、

平面形は、東西径約5.3m、南北径約4.6mの方形を呈していたと推測する。

土層観察の結果、構築方法は、旧表土層(第13層)上面をほぼ平坦に整地した後、暗褐色土を主体

とする基盤(第11層 ・第12層)を築き、その上へ盛土(第 2層~第10層)をほぼ水平に積み上げてい

ることが判明した。

遺物は、 1点も出土していない。

002号祉 〔第191図、図版98-1・2) 

001号杜の西方約 8mに位置する。 マウンドの盛り上りが低かったため、10cm単位の等高線による

地形測量を行った。その結果、最頂部の標高22.91m、平坦部との比高差約0.5mを計測した。おそら

く盛土の大半を削平されたため、このように低いマウンドを呈すると考える。したがって、現況より

旧状を推定することは困難であるが、平面形は、東西径 5 m前後、南北径4.5m前後の方形を呈して

いたと考える。

土層観察も、遺存状態がよくないため満足な成果を得られなかったが、 001号祉に準じた構築方法で

あったと推測する。
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第 4篇谷田神楽場遺跡 (CN504)
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遺物は 1点も出土していない。

003号土止〔第191図、図版98-1・3)

002号牡の西方に隣接する。 002号牡と同様マウンドが低いため、 10cmの等高線による地形測量を

行った。その結果、最頂部の標高22.78m、平坦面との比高差約0.4mを計測した。 002号杜と同様の理

由により推定ではあるが、平面形は、東西径4.5m前後、南北径4.5m前後の方形を呈していたと考え

る。

構築は、おそらく前述した 2基の塚と同様な方法であったと推測する。

本社と直接の関連性はないが、旧表土下第14層中より、縄文土器がまとまって出土した。

2 .住居跡

本遺跡において検出した住居跡は、 1軒のみである。

005号住居跡〔第192'"'-'194図、図版99・100-1) 

遺跡の東端北寄りに位置する。表土より約40cm掘り下げた、ソフトローム上面で確認した。この周

辺は、以前午芽畑となっていたため撹乱が著しく、覆土の上部にまで及んでいた。

覆土は、 7層に分けられた。いずれも自然堆積土で、各層ともローム粒やロームブロックを含む。

第4層中には、焼土粒や炭化材が多量に含まれており、本跡が焼失住居であることを示している。ま

た、この層と接している床面は、火を受けた痕跡が認められない。このことから、本跡が焼失したの

は、第4層が堆積した後と考えられる。

平面形は、東西径約4.3m、南北径約4.2mの整ったほぽ正方形を呈する。

壁は、各辺とも遺存状態が良好で、垂直に近い立ち上りを呈する。遺構確認面より床面までの深さ

は、約55cmである。

壁溝は、各壁沿いに連続して巡っており、カマドの両端でそれぞれ立ち上る。規模は、幅約10cm、

深さ 5cmを測る。

床面は、全体に堅くしまっており、ほぽ平坦である。また、ロームブロックを全面に敷き詰めて貼

床としており、掘り方の深さは10cm程であった。

ピットは、南東壁コーナーに 1か所検出した。このピットは、一部壁を掘り込んでおり、長径約80

cm、短径約50cmの不整形な長方形を呈する。掘り込みは、床面から約45cmを測る。覆土は、茶褐色

土とローム粒の混土層による単一層で、炭化材が若干含まれていた。なお、床面及び貼床下の精査を

行ったが、柱穴と考えられるピットは検出しなかった。

遺物の出土は、カマドの周辺が最も多く、大半を占める。特にカマド右袖付近では、杯の完形品が

5個体検出され、口縁部を上にして重なった状態を呈していた。また、カマド付近以外では、中央付

近と東壁南寄りに、若干集中か所があった。
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出土遺物〔第194図、図版100-1 ) 

整 ・甑 ・椀 ・耳、 .軽石及び土製支脚などが出土した。

8' 

8' 

1m 
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1は斐である。カマドの前面付近にまとまって出土しており、土圧によりつぶれた状態を呈してい

た。復原した結果、ほぽ完形品になった。器面の大半は剥離しているが、遺存部に赤彩がみられる。

最大径は胴部中位にあり30.2cm、口径24.8cm、底径8.2cm、器高34.0cmを各々測る。

2・3は甑である。 2はカマド右袖部付近から出土している。復原した結果、全体のK程が接合でき
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た。器面に若干剥離が認められるが、へラ削り痕が明瞭に観察できた。口径26.6cm、底径5.3cm、器

高21.9cmを各々 測る。 3は東側壁南寄りにまとまって出土し、一部カマド左袖部付近の破片と接合し

た。 2と比して小形であるが、器形及び調整方法は類似する。口径21.4cm、底径7.6cm、器高17.0cm

を各々 測る。

4は椀である。カマド左袖部より完形品のまま出土した。口縁部に横方向のナデを施し、体部には

へラ削りがみられる。最大径は体部中位付近にあり 14.8cm、口径11.4cm、器高 8.0cmを各々 測る。

底部は丸底である。

5 "'15は杯である。 5"'8及び10・11は、口縁部が強く内傾し、体部との接合部の張り出しが大き

く段になっている。これに対し、 9は内傾する角度は同じだが、接合部の張り出しが弱く稜線になる。

また、 12・13は、口縁部の立ち上りが垂直に近くなり、接合部もやや不明瞭な稜線が認められるだけ

となる。 14は、体部からやや丸味をもって立ち上り、そのまま外傾する口縁部へ続く。 15は、口縁部

付近でわずかに内屈し、接合部に弱い稜線が認められる。調整方法は、何れも口縁部横ナデ、体部へ

ラ削りで共通している。また、 14はどちらかというと平底に近い形をしているが、それ以外はいずれ

も丸底である。各杯の法量は下表のとおりである。

ーは計測不可を示す。

番号 最大径叩 口径cm 底径cm 器高畑 番号 最大径叩 口径叩 底径叩 器高m

5 (接合部)13.7 12.1 5.4 11 (緩合部)14.2 12.6 

6 " )13.9 12.6 4.0 12 '" )13.8 13.6 3.8 

7 " )14.0 13.0 4.1 13 b )13.9 13.2 4.6 

8 。)12.7 11.4 4.1 14 (口縁部)13.0 13.0 5.7 4.1 

9 '" )12.0 11.2 4.4 15 (接合部)15.4 15.0 5.0 

10 今 )13.2 12.0 3.9 

16は軽石、 17は土製支脚で、共に破損品である。

3 .溝状遺構

今回の調査で検出した溝は、遺跡の北東隅付近に 1か所だけであった。この溝は、トレンチ調査に

よって確認できたもので、 2"'3条で構成されている。これらの溝は、まとめて004号祉とした。

本社は、トレンチ調査の段階で、近世以降の所産であることが予想できたため、各トレンチ毎に精

査を行った。その結果、やはり近世以降のものであることが判明したため、完掘せずに調査を終了さ

せた。なお、図面等の記録は、一応作成したが、本書に掲載することは省略した。
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3章 遺構外出土の遺物

本遺跡、は、前章で述べたように、最初トレンチ調査を行った後、遺構検出か所の周囲を拡張する方

法をとった。したがって、 トレンチ調査の際、遺構に伴わない遺物を多く採集した。そこで、以下こ

れらの遺物のうち、実測復原可能なものや特徴のあるもの等、土器と石器に分けて列記してみたい。

1.縄文土器〔第195図 ・196図、図版100-2、101J

第195図 1は、胴部がくの字状に張り出す深鉢で、口縁部文様帯には弧状の沈線を配し、R-Lの単

節縄文を区画内に充填している。また、胴部には条線を施した文様帯を配している。

2は、波状口縁の深鉢で、口唇部に刻みを施し、口縁部文様帯に斜状の沈線を、胴部には L-Rの単

節縄文を充填した弧状の沈線による区画文を配している。胴下半部には条線が施されている。 1、2

は曽谷式土器である。 3はR-Lの単節縄文を器面全体に施した鉢である。

4は、口唇部と胴部上部に押捺を加えた隆帯を廻らした深鉢で、器面には R-Lの単節縄文が施され

ている。加曽利 B式土器である。

5は、胴上半部に R-Lの単節縄文を粗く施した深鉢で、下半部は縦方向のへラ磨きが行われてい

る。

6は、 RーLの単節縄文が施された深鉢で、口縁部に一条の沈線が廻る。加曽利 EIV式土器である。

7は、深鉢の底部である。

第196図 1、2は、表裏に員殻条痕の認められるもの、 3"'6は単節縄文のみが施されているもので

ある。 7は、単節縄文を地文に、微隆起を持つ磨り消し文が認められるものである。 8"'17は2条の

沈線聞に縄文が充填されているものである。 18は口唇部に刻みを持つ鉢、 19は無節の縄文が施されて

いる深鉢である。

2.石器〔第197図〕

本遺跡から出土した石器は、土器類同様に少なかった。図示できたものは 4点にすぎず、うち 2点

は先土器時代の石器である。ここでは一括して説明する。

1・2は縄文時代の石器であり、磨石としてよいであろう。 1は欠損しており 、その破損部及び下

端部に打痕を残す。表面はよく磨耗している。石材は砂岩。 2は1/4ほどしか遺存していない。表面は

滑らかに磨耗し、側面には打痕を残す。石材は安山岩。

3・4は先土器時代の石器であり、ソフトローム中から出土した。 3はメノウの残核であり 、平面

な自然面を利用し打面としている。打面の調整は認められない。剥片剥離は二方向から施される。 4

はナイフ形石器で、横長の分厚い剥片を素材とする小形品である。周囲の整形は全面にわたっており、

断面三角形となる。石材は凝灰岩?。
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4章小結

本遺跡の調査対象面積は、約8，lOOm2であった。そのうち約30%をトレンチ調査し、遺構を検出した

部分のみ拡張した。その結果、 1軒の住居跡と溝を検出し、調査着手時より所在が明らかであった塚

3基と、都合5か所の遺構の調査がすべてであった。

したがって、ここで改めて述べるべきこともないが、若干気付いた点を述べてみたい。

まず塚群については、その配列が町道とほぼ平行して隣接することから、この道路ができた以降の

所産と考えるのが妥当であろう。

住居跡は 1軒のみで、出土した土器より、古墳時代後期で、谷田木曽地遺跡とほぽ同時期と判断し

た。当該期の住居跡が単独で存在することはまれであり、その点から考えれば、当該期の集落の広が

りが、本遺跡の北側から東側へかけて想定できる。しかし、西側への広がりは、ほとんどないと思わ

れる。それは、今回の調査で本跡の西側を確認していることと、前篇の小結で述べたように、谷田木

曽地遺跡が、南側へ広がる可能性がないからである。したがって、本遺跡と谷田木曽地遺跡の当該期

の住居跡は、ほとんど同時期に存在した別の集落の一部と考えられる。

溝については、比較的新しい時代のものと考えている。性格については不明である。
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第 5篇結

千葉ニュータウン造成整備事業に係る埋蔵文化財調査も、昭和55年以来13年が経過し、これまで、

先土器時代から近世に至るまでの多くの貴重な資料が得られてきた。

呈五
ロロ

今回報告する船尾町田、谷田木曽地、谷田神楽場の 3遺跡は、印播沼の西端部に位置し、いずれも

現在の神崎川に南面し地理的条件にも恵まれた台地上に所在しており、やはり良好な資料を得ること

ができた。これらの成果のうち、主なものについて若干触れておきたい。

先土器時代の調査は谷田木曽地遺跡で行われ、III層からVII層に至る各層から遺物が出土しているが、

量は相対的に少ない。しかし、局部磨製石器の出土は、報告されているものが、現在では三里塚 No.

14 (註 1)臼井南(註2)などと希少であり、特筆されるものである。

縄文時代では、谷田木曽地遺跡において、加曽利 EIII式土器を出土した 1軒の住居跡と若干の土墳

が遺構のすべてである。しかし、遺物については、先述したように、谷田木曽地遺跡において、前期

初頭、花積下層式土器の、比較的良好な資料が得られている。千葉県における縄文時代の中で、まだ

明らかとされていないものの一つに、この時期の土器群の実態がある。今回出土した資料が、これま

での空白部分を幾らかでも埋めることは間違いないと思われる。

弥生時代では、船尾町田遺跡で 5軒、谷田木曽地遺跡で 9軒の住居跡が検出されている。また、古

墳時代前期の住居跡も船尾町田で20軒検出されている。

船尾町田では弥生終末期から古墳時代初頭にかけて集落が営まれており、このことは、同じ神崎川

の上流約 4kmに所在する復山谷遺跡(註 3)と共通する。これらの遺跡では南関東系の土器が主体で

あり、北関東系の土器を主体とする谷田木曽地遺跡に、やや遅れて出現した集落である。

古墳時代の集落のほか、今回船尾町田遺跡で 3基の古墳を調査した。千葉ニュータウンに関連して

調査された古墳としてはこれが初めてであり、この地域の古墳を知る上での大きな手掛かりとなるだ

ろう。これらは、古墳群を構成する一部と考えられる。今回調査したのは前方後円墳 1基、円墳 2基

であるが、いずれも盗掘削平を受げ、遺物の出土状況は悪かったが、これらは 7世紀中葉から 7世紀

後半に属するものであろう。

また前方後円墳の 2号墳、前方部東側周溝底面付近より、金銅製金具を取りつけた直万 1点、そし

て、やはり金銅製の鈴2点が出土していることは特筆すべきことである。

谷田神楽場遺跡では、道に沿った塚 3基が調査された。塚は、各種の信仰の対象として築かれてき

ており、これまでに、千葉ニュータウンに関連して、多くの塚の調査が実施された。しかし、伝承な

どが残るものは少なく、今回もやはり、どのような目的で築かれたのかを知ることはできなかった。

註 1 古内茂他 iNo.55遺跡Jr三里塚j 千葉県北総公社 1971
註 2 小田静夫他「石神第 1地点Jr白井南J 1975 

註 3 古内茂他「復山谷遺跡Jr千葉ニュータウ ン埋蔵文化財調査報告書VIJ (財)千葉県文化財センター

古内茂他「復山谷遺跡J 1974 r千葉ニュータウ ン埋蔵文化財調査報告書VIIJ (財)千葉県文化財センター
1982 
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I nvestigatlons of Archaeologi回 ISi也sin“Chiba New Town" 

Introduction 

Housing Lot No. VIII 

百四Hunao・MachidaSite (CN 709) 

百leYa胞-KisojiSite (CN 411) 

百leYata-Kaguraba Site (CN 504) 

αliba Enterprises Agency 

Theαliba Foundation for Cultura1 Assets 

百lIsis也ereport of investigations of three archaeologica1 sites， Hunao・Machida，Yata-Kisoji， 

and Yata-Kaguraba， in 

1. Environment 

百lesesites are located on the north of Shimousa Tableland dissected by the Kanzaki River 

system flowing恒toLake In ba. 百四 heightwhere the sites are located i'S. on the left bank 

of the main stream of血eKanzaki River. There are many other archaeologica1 sites around 

them. Nos. 1-VII of this series give a ful1 account of the surrounding sites. 

2. 百leHunao・MachidaSite 

百lIssite is ne訂 No.128， Hunao-Machida， Inzai Town， Inba District. 百leInvestigative 

area covered an area of 9，041 square meters. 百四 termis関:venmonths: from July 1， 1981 

through January 31， 1982. 

We excavated three buria1 mounds， 27 pit-dwellings， 12 ditches and 10 pits. 

One of the burial mounds (No. 2) was key-shaped in plan: the others (No. 1 and No. 3) 

were round. Only Buria1 Mound No. 1 had the origina1 form. Each mound had only one 

stone-cist in a square pit. 官leartifacts accompanying with these mounds were swords， iron 

arrow-heads and bel1s of gilt bronze and stone beads， Mound No. 1 had mainly iron artifacts: 

No. 2 and No. 3 had stone beads. The bel1s of gilt bronze， found in the ditch surrounding 

Mound No. 2， must be paid attention to.百lenumber is two; the bigger one is complete. It 

is seldom由atthese artifacts accompany the burial mounds加 ourprefecture. Moreover， 

Mound No. 2 was key-shaped in plan. Judging from the form and the accompany artifacts， 

th buried person was the chief of people who made the mounds， which are a1so found out of 

the investigative釘 ea.

Considering the forms and the accompanying potteries， the pit-dwellings were not occupied 

at the回met加 e.Five dwel1ings (Nos. 1， 8， 9， 33， 46) belong to the end of the Late Phase of 
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the Yayoi Period. Twenty dwellings (Nos. 7， 12， 14， 16， 17， 18， 19，23，25，28，34，36，37，40， 

24， 26， 29， 30B， 32， 35) belong to the Early Phase of the Burial Mound Period; one (No. 30A) 

to the Middle Phase of the Burial Mound Period. One (No. 51) is uncertain. Judging from 

the minute attributes of potteries， the dwellings of the Early Phase of the Burial Mound Period 

can be subdivided加totwo sub-phases. Six dwellings (Nos. 24， 26， 29， 30B， 32， 35)訂elater 

than the remaining fourteen ones. According to the numbers of the dwellings， this vi11age 

was established at the end of the Yayoi Period， and florished加 theEarly Phase of the Burial 

Mound Period. But from the later sub-phase of the Ear1y Phase this vi11age was in a bad way 

anld vanished加 theMiddle Phase. 

The main potteries of the Yayoi Period consist of those of the South Kanto tradition. 

Only a part belongs to the North Kanto tradition. A small quartity of the Tokai tradition 

coexisted with them. This kind of coexistences are common to the surrounding sites of the 

Yayoi Period. Concering to the potteries of the Ear1y Phase of the Burial Mound Period the 

general characters of this町 eaoccur in出issite as wel1. In the ear1ier sub-phase they consist 

of pots， jars， jars with a pedestal， small one-legged table and pedestals. In the later sub-phase 

small jars were added. 

3. The Yata-Kisoji Site 

The site is near No. 827， Yata-Kisoji， Shiroi Town， Inba District. The investigative area 

was 30，260 square meters in area. 百四 termwas 34 months: from September 1， 1978 through 

August 20， 1982. 

We found two artifacts-concentrations of the Pre-pottery Period， 13 pit-dwellings， 1 mound， 

9 pits and 20 ditches. The artifacts-concentrations were found in Layer VII and Layer IV -VI 

respectively. In the former about 60 artifacts were found. One is a knife-shaped artifact: 

others are flakes which can be binded. In the latter 3 scrapers and 1 hammer-stone were found; 

others are flakes. 

In terms of the pit-dwellings， one (No. 21) belongs to the later half of the Middle Phase 

of the Jomon Period: Nine (Nos. 1， 10， 19， 22， 26， 28， 31， 35，38) belong to the later ha1f 

of the Late Phase of the Yayoi Period; three (Nos. 2， 4， 23) to the Late Phase of the Burial 

Mound Period. Judging from these periods， this site was occupied sporadically.百四 potteries

of each phase are not so different from those of the surrounding sites.百leYayoi potteries， 

however， mainly consist of those of the North Kanto tradition. And part of them are those 

of the South Kanto tradition: this a striking contrast to the Hunao-Machida site. 

We could also find a quite number of potteries of the Hanazumi Lower Layer Type dated 

from the beginning of the Early Phase of the Jomon Period. This is a rare case in our prefec-

ture. Regret to say， however， they did not accompany any features. 

一295-



4. The Yata-Kaguraba Site 

This site is near No. 791， Yata-Kaguraba， Shiroi Town， Inba District. The investigative 

are was 8，100 square meters in紅 ea.百leterm is four months: from Feburary 1， 1980血rough

March 31， 1981. 

We found one pit-dwe11ing (No. 5)， three mounds (Nos. 1-3)， one ditch (No. 4). 

百lepit-dwe11ing belongs to the Late Phase of the Burial Mound Period. The mounds 

and the ditch are later than the medieval ages. 
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